
    
      
        
      
    

  

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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デザイン／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







《　序幕　鬼教師と寝た　》







　六月某日の早朝。

　僕がふと目を覚ましたら、破廉恥な格好をしたお姉さんが目の前に横たわっていた。

「──ッ！」

　びっくりした……。

　危うく叫んじゃうところだったよ。心臓に悪い目覚めだな。

　そんな僕の気も知らず、彼女はスヤスヤと寝息を立てている。

　無防備な姿をまじまじと見るのはいけないことだと思いつつ、男としての本能に逆らうことができず、お姉さんの寝姿を見てしまう。

　見れば見るほど薄着だ。

　上はタンクトップ一枚で、下はパンツしか身につけていない。

　おまけにノーブラなのか、大きな胸の形がくっきりと浮き出てしまっている。

　顔立ちは信じられないくらい整っている。一六年生きてきたけど、こんな美人はほかに知らない。

　黒いロングヘアーは艶つやめいていて、つい触ってみたくなるくらい手触りが良さそうだ。

　ごろり、と。

　お姉さんが突然寝返りを打ち、僕に抱きついてきた。

　熱い吐息が頰を撫なで、しっとりとした手足が僕の身体からだに絡みつき、柔らかな胸の弾力がこれでもかと押しつけられる。

　僕の心臓はいまや破裂寸前だ。

　添い寝だけでもどきどきするのに、密着されるなんて……。

　巨乳美女に抱きつかれているこの状況。傍はた目めには羨ましい光景に見えるだろうし、僕の身体が喜んでいるのも事実だ。

　けれど、頭のなかでは危険信号が激しく点滅している。

　なにせこのひとは、全校生徒に怖おそれられている鬼教師の獅しい那な先生なのだから。

　ちなみに体育教師で、僕は運動音痴だ。

　おまけに僕のクラスの担任教師でもある。

　僕が獅那先生に恐怖の生活指導を受けた回数は一度や二度じゃ済まない。

　いまこうしている瞬間にもおっかない説教が蘇よみがえり、いますぐこの場から逃げるべきだと脳内で警鐘が鳴り響いているのだ。

　だけど僕に逃げ場はない。

　ここは僕の家で、獅那先生の家でもあるのだから。

　もちろん、鬼教師と一緒に暮らし、さらに同じベッドで寝ているのにはわけがある。

　すべてはあの日。父さんにあの話を持ちかけられた瞬間から始まったのだ──……
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《　第一幕　鬼教師が姉になった　》







「父さん、再婚するから」

「えっ？」

　五月も終わりに近づいてきた日の朝。

　父さんが茶ちゃ碗わんにご飯をよそいながら、そんなことを切り出した。

　意味がわからなかった。あまりに唐突すぎて思考を整理できない。

「ご飯、どれくらい食べる？」

　僕の茶碗を手に取り、父さんが呼びかけてくる。僕はハッとして、

「え、えっと……中盛りで」

「一かず樹きは育ち盛りなんだ。もっと食べなさい」

「なら大盛りで……って、そんな話はどうでもよくて！　父さん、いまなんて言った？」

「再婚すると言った」

「父さん、再婚するの!?」

　驚きのあまり、オウム返しになってしまう。

　母さんと離婚して一〇年。彼女いない歴＝年齢の僕といい勝負できるくらい、父さんに女っ気はなかった。

　そんな父さんがいきなり再婚話を切り出してきたのだ。冷静じゃいられない。

「驚いたか？」

「そりゃね。一六年の人生で一番の驚きだよ。そのひととはいつから付き合ってるの？」

「知り合ったのは去年の三月で、付き合いはじめたのは六月だ。なれそめが気になるなら話すぞ。のろけ話になってしまうが」

「べつに聞かなくていいよ」

「そうか」

　少し残念そうな父さん。のろけたかったらしい。

　気になるか気にならないかで言うともちろん気になるけど、親ののろけ話とか聞きたくない。リアクションに困るから。

　ともあれ、のろけ話をするってことは、再婚相手のことが本当に好きってことだ。再婚するんだから当然と言えば当然だけど、四〇歳にもなってそういう相手と巡り会えるのは幸せなことだ。

　だったら僕が言うべきことはひとつしかない。

「再婚おめでと」

「ありがとう」

　にこやかにそう言って、父さんはふいに真顔になる。

「ところで、一樹にひとつ相談があるんだ」

「相談って？」

「父さん、しばらく洋よう子こさんとふたりで暮らしてもいいか？」

　洋子さんっていうのは、話の流れ的に再婚相手だよね。

「いいよ」

　すんなりオッケーを出す僕。

　僕が小学一年生の時に、父さんは離婚した。原因は母さんの浮気だ。僕は父さんに引き取られ、いわゆる鍵っ子デビューを果たした。だから家に親のいない生活には慣れている。

　中学生の頃ならごねただろうけど、いまの僕は高校二年生。親元を離れて暮らすことに抵抗はない。

　それに父さんは男手一つで僕を育ててくれたしさ。頑張って僕を育ててくれた褒美──って言うと偉そうに聞こえるかもだけど、父さんが再婚相手と新婚生活を楽しみたいならその気持ちを尊重したい。

「いつからふたり暮らしするの？」

「六月の頭を予定している」

「てことは来週からひとり暮らしってことだね」

「いや、違う。実を言うと、洋子さんもバツイチでな。いまは娘さんとふたりで暮らしているんだ」

　それって、つまり……

「その娘さんと一緒に暮らせってこと？」

「そういうことだ」

　それは嫌だなぁ……。

　新しい家族ができるのは構わない。

　だけど、ふたり暮らしとなると話はべつだ。

　べつにコミュニケーション能力に難があるってわけじゃない。

　高校でもすぐに友達はできたしさ。

　ただ、いきなり知らないひとと──しかも女性と一つ屋根の下で暮らすのは、かなりの抵抗がある。

　なにせ彼女がいないどころか、僕が通ってるのは男子校なのだから。女慣れしていない僕に初対面の女性とのふたり暮らしはハードルが高すぎる。

　これで相手が思春期真っ盛りなら、ふたり暮らしは本気で遠慮したいところだけど……

「ちなみに、娘さんって何歳？」

「二四だと聞いている」

　妹より姉ができるほうが嬉うれしいと思っていた。それに二四歳なら思春期は過ぎている。これは僕にとって朗報だ。

　だからって即決はできないけど。

「けどさ、いきなり知らない男とふたりで暮らすとか、向こうは嫌がるんじゃない？」

「嫌がるどころか、大喜びだそうだ」

「ほんとに？」

「ああ。洋子さんは二日前に再婚話を打ち明けたそうだが、聞いた話では小躍りするほど喜んで、ドアに頭をぶつけたらしいぞ」

「まわりが見えなくなるくらい喜んだのか……」

　その話を聞いて、僕は同居に前向きになった。

　姉さんは僕との同居に舞い上がっているらしい。

　どんな顔をしているのかはわからないけど、優しいお姉さんに違いない。

　八歳も年上ならエスコートしてくれるはず。僕がどぎまぎしていても、年上として話しやすい空気を作ってくれるはずだ。

　最初は緊張するだろうけど、すぐに家族として打ち解けられるだろう。

　ただ、同居をするにしても、ひとつだけ問題がある。

「姉さんと暮らすのはいいけど、家ってどこにあるの？」

　僕の通う高校は、この家から電車で一時間はかかる場所にある。

　ただでさえ早起きを強いられてるのに、これ以上遠ざかってしまうと朝がきつくなってしまう。

　ちなみに僕は高校に入って遅刻をしたことが一度もない。理由は単純。一年の頃からの担任教師が超怖いからだ。あの鬼教師に説教されるくらいなら、朝の眠気に立ち向かったほうが遥はるかにマシだ。

　そんなわけで、新居の立地は僕にとって死活問題なんだけど……

「桐きりヶが谷や高校まで電車で一駅のところだ」

　ついでに言うと駅まで徒歩三分の好立地だぞ、と父さんがつけ加える。

「そういうことなら同居に不満はないよ。引っ越しはいつ？」

「次の土曜だ。顔合わせもそのときにするからな」

「わかった。荷物をまとめとくよ」

　同居話を聞かされたときは不安しかなかったけど、いまとなってはわずかな緊張があるだけだ。姉さんと顔を合わせて話をすれば、緊張もすぐにほぐれるだろう。

　姉さんとの同居、楽しみだな……。

　僕は期待に胸を膨らませ、大盛りの飯を頰張るのだった。
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　そして運命の日を明日に控えた金曜日。

　その日の二限目。

　五月末とは思えない厳しい暑さのなか、僕は肉体労働に励んでいた。汗を流しながら、ブラシでプールの床を擦こすっている。

　来月のプール開きに向けて、本来体育の授業が行われる一限目と二限目にプール掃除をすることになったのだ。

　うちの高校に水泳部はなく、去年の夏からプールは一度も使われていない。おまけに、僕たちのクラスが先陣を切って掃除をすることになった。

　一番汚いタイミングで掃除することになるなんて貧乏くじを引かされた気分だ。しかも今日は朝から暑いし。

　ホースから飛び散る水と溢あふれ出でる汗で体操服はびちょびちょだ。これが共学なら女子の下着が透けて目の保養になるんだけど……

「これが共学なら女子の下着が透けて目の保養になるんだがな……」

　となりでブラシを操っていた坊主頭の磯いそ山やまがぼそっと愚痴る。

「ひとの心を読むなよ」

「真ま城きの心を読んだわけじゃねーよ。掃除中に足を滑らせて女子の服に顔を突っこむ妄想くらい、ここにいる全員がしてるだろ」

「そこまでの妄想はしてないよ」

「したほうがいいぜ。強い思いが夢を実現させるからな」

「強く願っても、こればっかりは叶かなわないよ。共学ならまだしも、うちは男子校だしさ。まあ、この場にいる全員が男ってわけじゃないけど……」

　僕が言うと、磯山はぶるっと震えた。顔が恐怖に歪ゆがんでいる。

「真城が変なこと言うから、獅しい那な先生の胸に飛びこむところを想像しちまったじゃねーか……」

　怖おそろしげにうしろを振り向く磯山。

　そこには美女がいた。

　長身の女性だ。僕より一〇センチは高く見えるし、一八〇センチ近くあると思う。

　おまけにジャージの上からでもわかるくらいの巨乳で、スタイルは抜群だ。

　さらにシャンプー会社からコマーシャルのオファーが来そうなくらい、長い黒髪は艶々している。

　極めつきが顔立ちだ。街中で見かけたら思わず振り向いてしまうくらい、やたら整っている。

　彼女は僕の所属する二年一組の担任で、体育教師の獅那先生だ。

　どこかにぶつけたのか、先日からおでこに絆ばん創そう膏こうを貼っている。それもアクセサリーになるくらい、獅那先生は美人だ。

　男子校なので女性は稀き少しょうだけど、いないわけじゃない。現国の先生だったり、家庭科の先生だったり、食堂のおばちゃんだったり、女性はわずかながらいる。

　そして例外なくモテる。

　ほかの男子校は知らないけど、少なくともうちの高校じゃ『女性』ってだけでモテモテなのだ。

　僕も家庭科の授業を楽しみにしてるし、二年になって現国の担当が男の先生に代わったときはガチへこみもした。ちなみにふたりとも定年間近だ。

　そんな女性のストライクゾーンが日増しに広がっている僕らだけど、獅那先生が担任になったことを喜んだクラスメイトはひとりもいない。

　なにせ獅那先生はおっかないのだ。

　目つきは鋭く、常に怒り顔で、ドスの利いた声でしゃべる。美人に睨にらまれると精神的にくるものがあるので怖さは二倍だ。

　獅那先生に説教された日には悪夢にうなされること間違いなし。睨まれただけでちびりそうになる怖ろしさ。

　いまもサボっている生徒がいないか目を光らせてるし、だから僕たちは小声でしゃべりながらも手を動かし続けているのだった。

「あれで怖くなけりゃ告白するんだがな……」

「そのときは全校生徒が告白するんじゃないかな」

　獅那先生は二十四、五歳だ。僕らと年齢は一〇歳近く離れてる。

　だけど僕たちのストライクゾーンは日増しに広がっているのだ。そうじゃなくても獅那先生くらいの美人なら、歳としの差を気にする生徒はいないだろう。

「全校生徒が相手か。競争率高ぇな。てか、獅那先生って彼氏いないのか？」
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「僕に聞かれても知らないよ。獅那先生が彼氏といちゃついてるところとか想像できないけどね。フリーだってわかったら告白するの？」

「できるわけねーだろ。いまのはすべて『獅那先生が優しかったら』の話だ。そのときは優しくフラれちまうだろうけど」

「まあ、先生の好みはわからないけど、生徒と付き合うことはないだろうね」

「だよなぁ。どこかに俺を好きになってくれる可か愛わいい女子いねーかな……」

　磯山は憂鬱そうにため息をついた。

「なに話してんだ？」

　と、マッチョの川かわ谷たにが話しかけてくる。獅那先生が怖いのか、やはり小声だ。

「可愛い女子と付き合いたいって話だ」

「いまするような話かよ」

　川谷があきれたように言う。

「うっせ。中三の妹がいる奴やつに俺たちの気持ちはわかんねーよ。なあ真城？」

「……ふっ」

　おっと。思わず笑みがこぼれちゃった。

「なんだよ、その勝ち誇るような笑みは？」

　戸惑う磯山に、僕は告げる。

「実は明日、姉さんができるんだ」

　磯山が哀れむような目で僕を見る。

「暑さで頭がおかしくなっちまったのか？　妄想もたいがいにな」

「磯山には言われたくないよ。ていうか、事実だし」

「事実なわけねーだろ。ある日いきなり姉ちゃんができるとか、そんなうまい話があってたまるかよ」

「噓うそじゃないよ。親が再婚して、姉さんができるんだ」

「今日から義に兄いさんと呼ばせてくれ」

　磯山の変わり身の早さは尊敬に値する。

　僕が磯山の立場なら同じことを言うだろうけどね。

「ちなみに歳はいくつだ？　可愛い系？　綺き麗れい系？」

「二四歳だよ。顔合わせは明日だから可愛い系か綺麗系かは知らないけど、たぶん可愛い系じゃないかな」

　父さんの話によると、僕と同居することになって小躍りするほど喜び、ドアにおでこをぶつけたらしいし。綺麗系のひとが小躍りする姿は想像できないし、だからきっと可愛い系だ。

「「義兄さん！」」

　可愛い系がタイプなのか、川谷も加わる。

　八つも年上だけど、優しい二四歳の女性っていうのは、食堂のおばちゃんに恋するほど女子に飢えてる僕らにとって女神に等しいのだ。

　まさか僕に姉ができるなんて。

　ひとりっこで、幼い頃から身のまわりのことは自分でこなし、父さんの負担にならないように甘えることなく生きてきた僕にとって、優しい姉との暮らしはまさに理想だ。

　もしかすると僕はいま人生の絶頂にいるのかも。

　明日の顔合わせが楽しみだ。

　姉さん、どんな姿をしてるんだろ……。

「こら！　真城！　なにをサボっている！」

　怒声に、ハッと我に返る。

　顔を上げると、獅那先生が立っていた。

　磯山と川谷は、せっせと掃除に励んでいる。

　先生が近づいてきてるなら教えてくれよ！

「なぜサボっていた。わけを言え」

　うっ……。威圧感がすごい。

　先生の顔を直視できず、僕は目を逸そらしてしまう。

「そ、それは……」

「ひとと話すときは目を見て話さないか！」

「す、すみません……」

　顔を上げ、つり上がった目を見る。蛇に睨まれた蛙かえるになった気分だ。

　どうしよ。へとへとになったから休んでたって言ったら許してもらえるかな？　でも噓だとバレたらあとが怖いし……。

　入学して間もない頃。まだ獅那先生の怖さを知らなかった磯山（いまでは見る影もないけど、入学当時はヤンキーみたいな外見だった）が足を挫くじいたと噓をついて体育の授業をサボり、昼休みに元気に走りまわっているところを獅那先生に見つかってしまい、別室で説教されてチビって帰ってきたことがある。

　それを思うと、正直に答えるのが吉だ。

「実は、考えごとをしていて……」

「考えごとだと？」

　ぴくっと形の良いい眉を動かす獅那先生。気に入らない返答だったのは一目瞭然だ。

「考えごとをする余裕があるなら──」

「手を動かします！　掃除します！　ごしごし磨きます！」

　これ見よがしに床を磨く。

　獅那先生は鬼の形相で僕を見ていたが、しばらくするとその場を離れた。

　心臓が止まるかと思った……。今日は悪夢を見ることになりそうだ。

　だけど、夢から覚めれば姉ができる。きっと天使みたいに優しいひとだ。社会人だろうけど、休日はクッキーとか焼いてくれるかもしれない。

　そう考えると力が漲みなぎり、僕はせっせと掃除を続けたのだった。
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　そして翌日、土曜日。

　昼ご飯を済ませた僕は引っ越し荷物を車に詰めこみ、父さんの運転で新居へ出発する。渋滞に巻きこまれても一時間後には顔合わせしているのだと思うと、どきどきしてきた。

「姉さんって、今日は仕事休みなの？」

「もちろん休みだ。舞ま姫きちゃんにとって今日は大切な一日だからな。洋子さんのメールによると、一樹に会うのが楽しみすぎて、昨日は一睡もできなかったそうだ」

「まきちゃん？」

「娘さんの名前だ。『まいひめ』と書いて『まき』と読むそうだ」

「姉さん、舞姫っていうのか……」

　よくよく考えてみると、これっていまさらするような話じゃないよね。

　だけど再婚話を切り出されたときはパニックで名前を聞く余裕はなかったし、父さんは毎日仕事で帰りが遅く、なかなか話す機会に恵まれなかったからしょうがない。

「再婚して苗みょう字じが変わったら、まきまきになるってことだね」

　可愛い系の姉さんに相応ふさわしい可愛い名前だ。僕はそう好意的に受け止めたけど、本人は違うらしい。

「舞姫ちゃんは『まきまき』になるのが嫌らしくて、再婚しても苗字は変えないそうだ」

「そっか。僕はいいと思うんだけどね、まきまき」

「そう思うなら、本人に直接伝えるといい。可愛い弟の頼みなら、聞いてくれるかもしれないぞ」

「まあ、機会があれば言ってみるよ」

　本人が嫌がってるなら無理強いはよくないよね。苗字が違っても、姉さんであることに変わりはないし。

「ところで、姉さんの顔写真とかないの？」

　どうせこのあと顔合わせするけど、いまのうちに心の準備をしておきたい。事前に顔を知っておいたほうが緊張せずに済む。

「舞姫ちゃんは写真を送るのを嫌がったそうだ」

「どうして？」

「一樹に幻滅されるのが怖いらしい」

「幻滅とかしないよ」

　そりゃ可愛いに越したことはないけどさ。でも、大事なのは性格だ。話を聞く限りだと姉さんはおちゃめで優しい性格だし、どんな見た目でもがっかりしない。

「そうか。まあ、舞姫ちゃんを見て幻滅する男はいないだろうがな」

「父さんは顔を知ってるの？」

「知っているぞ。洋子さんが写真を見せてくれたんだ。ものすごい美人だぞ」

「そっか……」

　やばい。すっごい緊張する。ただでさえ女慣れしてないのに、美人だなんて……。

　どきどきしている間にも車は進み、住宅街に差しかかる。

「見えてきたぞ」

「どの家？」

「向こうに見える茶色いマンションの五階だ」

「上り下りがきつそうだね」

「エレベーターがあるから苦にはならないだろう」

　しゃべりながら、マンションの駐車場に車を止める。

　車外に出て、段ボール箱を担ぎ出す。

　すると父さんが僕の通学カバンを手に取り、たずねてきた。

「出発するときも聞いたが、荷物はこれで全部か？」

「これだけだよ」

　僕の趣味は読書とイラストだ。漫画は電子書籍だし、イラストは板タブで描いてるので、パソコン一台あれば事足りる。服もそんなに持ってないし。

　清潔感のあるロビーを抜け、エレベーターに乗りこむ。五階で下り、通路を進み──

「ここだ」

　父さんが立ち止まり、インターホンを押した。

「いらっしゃーい！」

　ドアが開き、優しげな瞳が印象的な女性が姿を見せた。

　若々しいひとだけど、二四歳には見えない。となると、このひとが……

「こんにちは一樹くん！　洋子です。お母さんって呼んでね！」

　やっぱりこのひとが父さんの再婚相手か。二四歳の娘さんがいるとは思えない若々しさだな。

「真城一樹です。よろしくお願いします」

「んも～っ。敬語なんていいのよっ！　家族になるんだもの！」

　パワフルなひとだ。なんとなくだけど大おお阪さかのおばちゃんって感じがする。明るい笑顔で語りかけられ、自然と緊張がほぐれてきた。

「きっと洋子が綺麗すぎて緊張しているんだ」

「あらまあ、そうなのっ？　嬉しいわぁ～」

　さっそくいちゃついている。仲良さそうでなによりだ。

「さあさあ、上がってちょうだい！　舞姫ちゃんも待ってるわよっ！」

　いよいよご対面か……。どうしよ、本気で緊張してきた。

　僕の表情が硬くなったことに気づいたのか、洋子さん……じゃなくて、母さんが柔和な笑みを向けてきた。

「緊張しなくていいのよ。舞姫ちゃん、弟ができるって聞いて大喜びだもの。すでに受け入れられてるわ。だから勇気を出して、舞姫ちゃんに会ってちょうだいっ。あの娘ってば今日のためにおめかししてるの！　あの娘がおめかしするなんて、いつ以来かしら。早く一樹くんに見てほしいわ～！」

　ここまで来て怖おじ気けづくわけにはいかない。このドアの向こうに姉さんが待っている。優しい姉さんとの新生活が待っているのだ。

　母さんに先導される形で、僕は家に上がった。

　清潔感の漂う廊下を進み、リビングに入る。

　そこにはひとりの女性がいて──

　どすん！　と。

　僕の手から段ボール箱がすべり落ちた。

　下の階のひと、ごめんなさい。うるさかったですよね。でもしょうがないんです。全身から思わず力が抜けるくらいの衝撃だったんです。

　なにせ、そこにいたのは──




「獅那先生……？」




　鬼教師の獅那先生だったのだから。

　え？　えっ？　ええッ!?　な、なんで獅那先生がここにいるの!?

　他人のそら似!?　うん、そうだ！　そうに違いない！

　だってこのひと、女子アナみたいに清せい楚そな格好してるもの！　年がら年中ジャージ姿の獅那先生がこんな女子っぽい格好するわけないよね！

「なぜ真城がここにいるのだ？」

　あ、これそっくりさんじゃないや。信じられないけど獅那先生ご本人だ。

　そっかー。父さんの再婚相手の娘さんって獅那先生だったのかー。こりゃびっくりだ。まあでもそういうこともあるよね。

　って、すんなり受け入れると思ったら大間違いだ！

　あの獅那先生だぞ!?　全校生徒に怖れられてる鬼教師だぞ!?　僕がびびらないわけないだろ！

「父さん、どうして教えてくれなかったの？」

　父さんは娘さんの写真を見たと言っていた。

　三者面談で獅那先生と面識のある父さんが、娘さんの正体に気づかないわけがない。

「担任教師が姉になると知れば、学校で意識してしまうだろう？　だから直前まで秘密にしようと洋子さんと話しあって決めたんだ」

　いらぬ気遣い！

「母さん、知っていたのか？」

「ええ、知っていたわっ」

「なぜ教えてくれなかったのだ！」

「サプライズよ、サプライズっ！」

「サプライズなどいらぬ！　私が学校でどんな振る舞いをしているか知らぬわけではないだろうに！　おかげで教え子にこんな格好している姿を見られてしまったではないか！」

「恥ずかしがることないじゃない。とっても似合ってるわよっ。ねえ、一樹くん？　舞姫ちゃん、とっても可愛いわよねっ！」

「え、あ……」

　なんて言えばいいのさ!?　あの獅那先生に『可愛いですよ』って言うとか無理だよ！　生まれてはじめて『可愛いですよ』って言う相手が鬼教師とかハードル高すぎだよ！

「舞姫ちゃん、可愛くないのかしら……」

　母さんが悲しげな目をする。

　まずい。無言を肯定と捉えられてしまう。父さんの再婚に泥を塗るわけにはいかない。ふたりの門出を祝うためにも、勇気を出して褒めなければ！

「と、とっても可愛いですよ……」

「ねえ聞いた!?　舞姫ちゃん、一樹くんが可愛いって言ってるわよ！　よかったわね！　ほらほら、舞姫ちゃんも一樹くんをハグしてあげなさい！」





[image: ]





　もうやめて母さん！　それ以上はよくない！　このままじゃふたりきりになった途端に気まずくなって……

　って、ふたりきり!?

　そ、そうだった。僕、今日から獅那先生と同居するんだった。

　嫌だ！　そう声を大にして言いたいくらい、同居は嫌だ。

　学校だけじゃなく、家でも恐怖の生活指導が待ってるなんて耐えられない。

　なんとかしてふたり暮らしを避けないと！　獅那先生も僕との同居を望んでないはず。ふたりの意見が一致すれば、同居は回避できるはずだ。

「あ、あのさ、ふたり暮らしの件なんだけど……」

「知り合い同士なら、もうふたりでやっていけるな」

　父さんが言った。母さんは明るく笑い、

「一樹くんがいれば安心だわっ。舞姫ちゃんのこと、よろしく頼むわね！」

　と、嬉しそうに言う。

　どうやら顔合わせはこれで終了らしい。ふたりとも新婚生活をスタートさせる気満々の様子。早くなんとかしないと……！

「あ、あの、僕はいいんですけど、たぶん獅那先生からふたりに一言あると思うんです」

　言ってやってください、先生！

「あとのことは私に任せて、ふたりは新婚生活を楽しむといい」

　なに言ってるんですか、先生！　僕と……生徒と同居することに抵抗はないんですか!?

　そう声に出したいけど、獅那先生に意見するのはためらわれる。

「それじゃ、母さんたちはもう行くわね！」

「なにかあったら遠慮なく電話するんだぞ」

　そう言い残して、ふたりは仲良さそうに手を繫つないで家をあとにした。

　取り残された僕たちを気まずい沈黙が包みこむ。

　この空気はつらすぎる！

　何事も最初が肝心だ。話しやすい空気を作らないと。じゃないと重苦しい雰囲気のなか生活するはめになってしまう。

　このひとは姉さん。そしてここは我が家だ。なにを萎縮することがある。遠慮なく話しかけろ。フレンドリーに接するんだ。

　頑張れ僕！　勇気を出せ！　肩を組んで姉きょう弟だいになった記念にセルフィーを撮るくらいの馴なれ馴れしさを見せろ！　僕の内に潜む陽キャラよ、いまこそ覚醒のときだ！

「あ、あのっ！　獅那先生は握手がお嫌いですか？」

　肩を組むどころか、下の名前で呼ぶことすらできなかった。

　これが僕の限界だ。僕の内に陽キャラは潜んでなかったっぽい。

「真き……一樹は、私と握手がしたいのか？」

　下の名前で呼ばれちゃった。さすが二四歳の社会人、大人の余裕たっぷりだ。この信じがたい状況に早くも適応しつつある。

　動揺はしただろうけど、考えてみれば獅那先生が僕相手に萎縮することはないよね。

「は、はい。なんていうかですね、その、変な話なんですけど、ほら、一応僕たち姉弟になったわけじゃないですか。だからその記念に、そのですね、握手を……と思いまして。も、もちろん嫌ならいいんですけど」

「構わん」

　うわずった声でおどおどとしゃべる僕とは対照的にぴしゃりと言うと、手を差し出してきた。

　これって握ってもいいってことだよね？　仏頂面で、僕を睨んでるように見えるけど、触った瞬間に怒られたりしないかな？

「どうした。握れ」

「は、はい！」

　獅那先生の手を握る。……い、意外と柔らかい。もっとごつごつしてると思ってた。

　っと、いつまでも握るわけにはいかない。僕はさっと手を離した。

「もういいのか？」

「は、はい。ええと、それで、その……とりあえず、座ってもいいですか？」

「いちいち聞かなくていい。ここは一樹の家でもあるのだからな。遠慮はいらん」

「あ、ありがとうございます」

「だが座るのは待て」

　座ろうとしたところ、獅那先生が待ったをかけた。

「な、なんでしょう？」

　ソファに座る作法とかあるのかな？

「まずは部屋に案内する。ついてこい」

　ああ、そういうこと……。

　僕は段ボール箱と通学カバンを担ぎ、先生のあとに続く。

　キッチン付きリビングには三つのドアがある。ひとつは玄関に通じるドア。残る二つは寝室だろう。

　……両方とも寝室だよね？　片っぽは書斎で、獅那先生と同じ部屋で寝泊まりするってことはないよね？

　どきどきしつつ、部屋に通される。

　ベッドとデスクとタンスのある部屋だった。

「ここは母さんの部屋で、今日から一樹の寝室だ。タンスは空にしてあるのでな。好きに使うといい」

　ひとり部屋でよかった。少なくともプライベートは保たれるわけだ。

「ところで、荷物はそれだけか？　あとから届くのか？」

「これだけです」

「そうか。では荷物の整理が済んだらリビングに来い」

　わかりましたと返事すると、獅那先生は部屋を出た。

　急げとは言われなかったけど、ついいつものくせで素速く行動する。荷物が少なかったこともあって、一〇分もせずに整理が終わった。

　リビングに戻ると、獅那先生はソファに腰かけていた。テーブル上には缶ジュースが二本と、箱がひとつ置いてある。コンビニで一定以上の買い物をするとくじ引きできることがある。あれと同じような箱だ。

「座れ」

「あの、どこに座れば……」

「となりに決まっているだろう」

　ですよねー。ふたり掛けソファですもんね。

「し、失礼します……」

　おそるおそる獅那先生の横に座る。

　と、ふんわり甘い香りが漂ってきた。これ、香水かな？　それともシャンプーの香り？　わかんないけど、好きな匂いだ。

「飲め」

　良い匂いにくらっとしていると、獅那先生が缶ジュースをアゴで指す。緊張で喉がカラカラだった僕にはありがたい。

　さっそく喉を潤してると、先生が箱の穴に手を突っこむ。なにかが始まろうとしている予感……。

「それはなんですか？」

「母さんが用意してくれた箱だ。私も詳細は知らんが、一樹と親睦を深めるためのものが入っていると言っていた」

　そう言って、先生は手を引き抜いた。一枚の紙切れを握っている。それを見て、先生は得心がいったような顔をした。

「ふむ、なるほど。そういうことか」

「なにが書いてあるんです？」

「質問だ。一問一答形式で互いに理解を深め、仲良くなれということだろう」

「するんですか？」

「嫌か？」

「いえ、嫌じゃありません」

　むしろ母さんの気遣いが嬉しかった。フリートークだと会話に詰まっちゃいそうだし、質問に答えるほうが気が楽だ。

「ならば始めるぞ。言っておくが、噓は厳禁だからな」

「わ、わかってますって」

　噓だとバレたら説教コースに突入だ。どんな質問が来ようと正直に答えてみせる。

「まずは私からだ。──一樹の好物はなんだ？」

「ハンバーグです。あと甘い物全般が好きです」

「子ども舌だな」

「先生はたこわさとか塩辛が好きそうですね」

「なぜそう思う？」

「な、なんとなくです」

　うっかりおじさんが好きそうなものを言っちゃった。マカロンとか好きそうですねって言うべきだったか？　ぽろっと失言しないように気をつけないと。

「次は僕の番ですね。えっと……苦手な食べ物とかありますか？」

「ピーマンだ」

　先生も子ども舌じゃないですか！

　喉元まで出かかったツッコミをぐっと飲みこんでいると、獅那先生がくじを引いた。

「一樹は休日なにをして過ごしている？」

「え、ええっと……漫画を読んだりして過ごしてます」

　漫画ばかり読んでないで勉強しないか！　と説教が飛んでくるかと身構えたが、飛んできたのは意外な問いだった。

「どんな漫画が好きなのだ？」

　深掘りだ。先生、僕に興味を持ってくれようとしてるのかな。僕への理解を深めようとしてるってことは、同居に前向きってことだよね。

　煩わしく思われていないとわかり、ちょっと安心。

「主にラブコメです」

「一樹は恋愛に興味があるのか」

「まあ、ないこともないですけど……」

「彼女はいないのか？」

「いませんけど……」

「恋愛に興味があるのに彼女はいないのか。矛盾しているな。なぜそんなことになったと思う？」

「行動しないから、ですかね……」

　深掘りやめて！　自分で言っててつらくなってきたよ……。

「青春は一度きりなのだ。悔いのないように過ごせ。学校に意中の者がいるのなら、思いきって遊びに誘ってみたらどうだ」

「うち男子校なんですけど！」

「環境を言い訳にするんじゃない！」

「す、すみません！」

　まさか深掘りが説教に繫がるとは。気が抜けないなぁ。

「なにをしている。さっさとくじを引かないか」

「は、はい！　えっと、先生のチャーム……」

「……どうした？　チャーム、なんだ？　難読漢字でも書いてあるのか？」

「い、いえ、読めます！　その……先生のチャームポイントってどこですか？」

　あの鬼教師にこんな質問をする日が来るとは。考案者は母さんだけど、質問者は僕だ。『チャームポイントは腕力だ』とか言ってぶっ飛ばされたらどうしよ……。

　びくびくしていると、先生は立ち上がった。いつものむすっとした顔で僕を見下ろし、シャツをめくり上げる。

「腹筋だ」

　引き締まったお腹なかを見せつけ、じろりと睨みつけてきた。

「どう思う？」

「え、ど、どう思う、ですか？　そりゃもちろん、その……チャーミングですけど」

「そうだろうな」

　腹筋に自信があったのか、先生は満足げにそう言うと、ソファに腰かけた。そして質問箱から紙切れを取り出す。

「一樹の好きな動物はなんだ？」

「犬です」

「私は猫だ」

「猫もいいですよね！　にゃーん、って鳴きますし！」

「違う。んにゃぉ～ん、だ」

　べつにダメ出ししなくてよくない？　どっちでもいいじゃん。とは言えるわけもなく、僕は心を殺して「わあ、そっくりですね」と褒める。

　お偉いさんを接待するひとって、こういう気持ちなのかなぁ。

「なにをぼけーっとしているのだ。さっさとくじを引かないか」

「は、はい。えっと、次の質問は……ッ」

　とんでもない問いに、僕は目を疑う。

　これを言うと先生に怒られそうだけど、言わなくても怒られる。だんまりを決めこんだあげく質問して怒られるくらいなら、さっさと質問したほうがいい。そのほうが怒られる回数が少なくて済む。

　自分にそう言い聞かせ、僕はたずねた。

「付き合ったことのある人数は何人ですか？」

　獅那先生が露骨に表情を変えた。目つきがますます鋭くなる。

「パスしましょうか」

「パスはしない。一樹が正直に答えたのだ。私も正直に言わねばなるまい。……私が付き合ったことのある人数は、〇ゼ人ロだ」

「えっ。彼氏いたことないんですか？」

「悪いか？」

「い、いえ、悪くないです！　みんながみんな彼氏ほしいって思ってるわけじゃないですもんね！」

「なぜ決めつける！」

「ほ、ほしいんですか？」

「うむ。『お前は俺が守ってみせる』という気概を見せる男がいればの話だがな」

　彼氏に要求する条件としてはささやかだけど、先生を前にして『俺が守らないと』って意気込める男がいるとは思えない。

「次は私の番だ。カレーライスとハヤシライス、どっちが好きだ？」

「カレーです。次は僕ですね。えっと……いま付き合ってるひとはいますか？」

「いないと言っただろう！」

「す、すみません！」

「まったく。一樹は肉まんとピザまん、どっちが好きだ？」

「ピザまんです。えっと……先生のファーストキスって何歳でした？」

「したことあると思うか！」

「あ、あるわけないですよね！」

「さっきからなぜ決めつけるのだ！」

「そ、そうですよね！　二四歳なんですからキスくらいしたことありますよね！」

「あるわけないだろう！」

　どうすりゃ正解なの!?

　ていうかさっきから変な質問ばっかり引いちゃうんだけど！　先生は食べ物絡みばかりなのに、僕のくじ運どうなってんの!?　そしてなぜ母さんはこんな質問を作ったんだ!?　顔合わせ初日にするような質問じゃないんだけど！

「あ、あの、先生……これまだ続けますか？　もうやめます？」

　時すでに遅しな感じもあるけど、もっとやばい質問が眠っているかもしれない。いまのうちにやめるのが安全だ。

「母さんがわざわざ作ってくれたのだ。箱が空になるまで続けるぞ」

「そうですか……。では質問をどうぞ」

「一樹の好きなポテチの味はなんだ？」

「コンソメです。次は僕ですね。えっと、先生は……」

　ぎょっとした。

　紙切れを丸めて飲みこみ、証拠隠滅を図りたいとさえ思う。そんなスパイじみたことを考えたくなるくらいの質問が書かれていた。

「どうした。さっさと読まないか」

　獅那先生が怖い顔で見てくる。進むも地獄、退くも地獄とはまさにこのことだ。だけど勇気を出して言うしかない。

「……先生、いま何色のパンツ穿はいてます？」

　先生が鬼の形相になる。

　ほらー！　だからやめたほうがいいって言ったじゃないですか！　あと母さん、なにを思ってこの質問を書いたんだ!?　これじゃ仲は深まらないよ！　溝が深まるよ！

「ピンクだ」

　言うのかよ！　ていうかピンクって。意外なカラーだ。

「なんだその顔は。私が噓をついていると疑っているのか？」

　不服そうに言うと、先生は立ち上がり、ズボンを少しだけ下ろす。

　ピンクの下着が、ちらっと見えた。……いま僕どんな顔してるんだろ。いろんな感情がごちゃ混ぜになった顔してるんだろうなぁ。

　ソファに腰かけ、先生が問う。

「ご飯とパン、どっちが好きだ？　──なぜ私だけ食べ物の質問ばかりなのだ！」

「す、すみません！　わかりませんけどご飯のほうが好きです！　次は僕の番ですね！　えっと、先生がいま一番欲しいものはなんですか？」

　さっきの質問に比べると、かなりマイルドだ。そう思ったけど、先生は言いにくそうな顔をした。

　なんだろ？　校長の座とかかな？　それとも僕の命だったりする？

「……ちゃんだ」

「え？」

「赤ちゃんだ！　悪かったな、相手がいないのに赤ちゃんを望んで！」

「べ、べつに悪くなんてないですよ！　それより次いきましょう次！」

　さっさと終わらせて部屋に逃げたい。

　箱のなかの手触り的に、そろそろ質問が尽きる頃だし。

「そうだな。ペースを上げるとするか。質問箱はあと九箱あるのでな」

　気合い入れて作りすぎだよ母さん！

「それ、全部やるんですか？」

「当然だ。嫌か？」

「とんでもない。続けましょう」

　鬼教師の決定に逆らえるわけもなく、僕は一問一答を続けるはめになるのだった。
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　夕方。

「風呂はどうする。先に入りたいか？」

　永遠のように感じられた質問タイムが終わり、ソファで借りてきた猫状態だった僕に、先生が話しかけてくる。

「先生からどうぞ」

「ならば遠慮なく一番風呂は私がいただくとしよう」

　先に入りたかったらしい。獅那先生は仏頂面のまま、どことなく上機嫌にそう言うと、その場をあとにする。

　獅那先生がいなくなり、僕は寝室に戻った。

　ベッドに腰かけ、一息つく。

　怖かったな……。学校にいるときとはまた違った緊張感だよ。おかげで運動もしてないのにへとへとだ。

　たった半日でこの心労って。こんな調子で同居生活をやっていけるかな？　まあでも、なんにしても質問タイムを乗り切れて一安心だ。

　安心したら尿意がこみ上げてきた。僕は部屋をあとにして、そのまま廊下に出る。

　廊下にはドアがふたつある。ひとつは風呂場に、もうひとつはトイレに通じている。

　先生はいま入浴中。間違ってバスルームに入らないようドアプレートを確認してから、トイレのドアを開き、

「──あ、」

　身体からだが固まってしまう。

　トイレには、獅那先生がいた。

　前まえ屈かがみになり、ズボンとパンツを膝まで下げた格好のまま呆ぼう然ぜんと僕を見上げ、硬直している。
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　パンツを上げるところなのか下ろすところなのかはわからない。わかってるのは、このままだと僕の命の灯ともし火びが消えるってことだけだ。

「な、なにを──」

　獅那先生が我に返ったところで僕はドアを閉めた。そのまま玄関に直行する。どのみち学校で再会するけどいま逃げないとここで死ぬ。早く逃げないと殺される！

　大急ぎで靴を履いていたところで──

「こら待て。どこへ行くつもりだ」

　ドスの利いた声に呼び止められ、僕は振り向きざまに土下座した。

「す、すみませんでした！」

「質問に答えろ。こんな時間にどこへ行くつもりだ」

「こ、こんな時間って、まだ一八時になったばかり──って、そんなことよりすみませんでした！　うっかりしてました！」

「叫ぶんじゃない。近所迷惑になってしまうだろう。あと顔を上げろ。ひとと話すときは目を見て話せと先日注意したばかりだろう」

「は、はい……」

　怖々と顔を上げると、先生がまっすぐに僕を見下ろしていた。

「そうびくびくするな。私は怒ってなどいない」

「ほ、ほんとですか？」

「うむ。カギをかけ忘れた私のミスでもあるのだからな。だが、これからはノックしろ」

「肝に銘じます！」

「それでいい。では、靴を脱いでトイレに行け」

「は、はい！」

　ぺこりと頭を下げて、トイレに直行。恐怖のあまり尿意は引っこんでいたが、なんとか済ませて部屋に戻る。

「死ぬかと思った……」

　注意だけで済んだのは奇跡だ。

　だけど二度目はない。

　二度とこんなことが起きないためにも、いままでの癖は捨てないと。先生の言う通り、ノックを心がけよう。

「……ふぅ」

　考えごとをしている間に心臓が落ち着いてきた。でも気分は落ち着かないままだ。

　家にいたときと同じことをしてみようかな。

　いつもしてることをすれば心が落ち着いてくるかもだし。

　さっそくパソコンを起動して、板タブでお絵かきを開始する。

　僕は絵を描くのが好きだ。父さんは仕事で帰りが遅く、ひとりで過ごすことが多かったので、自然と絵を描くようになった。

　そんな僕が漫画家を志すようになったのは、当然の流れとも言える。漫画を完成させたときは自分の才能が怖くなったし、新人賞に投稿したときは受賞確定だと本気で信じた。

　箸にも棒にもかからなかったけどね。

　だからって漫画家になる夢を諦めたわけじゃないけど、落選して自信がなくなったのは事実だ。

　いまは漫画じゃなく、イラストばかり描いている。

　もちろん女の子のイラストだ。僕の理想とする優しい姉……の、えっちな絵。板タブにペンを躍らせ、気の向くままに描いていると、心が安らいできた。

　これからもなにかあったら絵を描いて心を落ち着けよう。

　……だけど、姉と同居してるのに姉のえっちな絵を描くって、変態じみてないかな？

　ま、まあ先生に見せるわけじゃないし気にすることないよね。見られたら蔑まれちゃいそうだけど、バレなきゃいいだけだし──

　がちゃり。

「上がったぞ」

「──うぃッ!?」

　咄とっ嗟さにディスプレイの電源を切る。バクバクと鳴る心臓をそのままに振り向いて、目を疑った。

　獅那先生がドアのところに立っていたのだ。その……ものすごい薄着で。

　白いタンクトップに黒いショートパンツ姿。最近暑くなってきたとはいえ薄着すぎる。胸の谷間が丸見えだし、明らかにノーブラだし。目のやり場に困るよ……。

「なにを慌てているのだ」

　ゆっさゆっさ。巨乳を揺らしながら歩み寄ってくる。大きいとは思ってたけど、近くで見ると大迫力。このままだと頭がどうかなっちゃいそうだ。

　少し目線を上方修正。そこには獅那先生の怖い顔があった。

「べ、べつに慌ててませんけど？」

　獅那先生が机の上のティッシュ箱を一いち瞥べつして、なにかを察したように吐息する。

「私は体育教師だ。保健体育も教えている。健全な男子高生なら当然のことだ」

「誤解ですよ!?　先生が思ってるようなことはしてませんから！」

「そういうことにしておいてやる。それより風呂に入ったらどうだ。そのあいだに食事の準備をしておくのでな」

「わ、わかりました」

　先生が部屋をあとにする。タンスから衣類を取り出して、僕は風呂場へ移動した。脱衣所で服を脱ぎ、

「……！」

　洗濯かごに下着が入っていた。

　ピンクのブラジャーとパンツだ。こういうのって普通、見られないように洗濯機に直接放りこむものじゃないの？　それともいつもの癖で忘れてるだけ？　トイレの件があったばかりなのに……。僕のことを異性として認識してないのかな？

　きっとそうだ。先生にとって僕は生徒で弟なのだから。僕に下着を見られたところで、なんとも思わないのだろう。

　僕はものすごく思うところがあるけど。目の前に女のひとの下着があるのに、どきどきしないわけがない。ほんと、心が安まらないなぁ。

「とにかく見なかったことにしよう」

　下着を意識の外へ追いやり、服を脱いで浴室へ。

　いつも先生が入ってるんだと思うと落ち着けず、さっさと上がることにした。

　パジャマ用のジャージ姿でリビングに戻ると、食欲をそそる香りが漂ってきた。

　テーブルには料理が並んでいる。

　もう作ったのか。手際いいな。

「ハンバーグですか」

「うむ。好物だろう？　遠慮せず食べろ。ピーマン炒いためは全部食べていいからな」

「それ、苦手なものを押しつけてるだけじゃ……」

「そんなわけなかろう！　弟の健康を気遣う姉心がわからんのか！」

「す、すみません！　たしかに最近野菜不足でした！　ありがたくいただきます！　そ、それにしても美お味いしそうですね！　先生って料理上手だったんですね！」

　先生のご機嫌を取るためにおべっかを使ってみたが、よくよく見ると本当に美味しそうだった。

　質問タイムのときは『特技はスポーツ』って言ってたけど、これだけの料理を短時間で作れるなら『特技は料理』と言ってもいいくらいだ。

　先生は一瞬だけ目を逸らした。

「う、うむ。私は料理上手なのでな。これからは毎晩ご馳ち走そうしてやろう」

「いいんですか？」

「構わん。そのかわり残りの家事は一樹に任せる」

　それって洗濯も僕に任せるってことだよね。僕に下着を干させるって、やっぱり先生は僕を異性として認識してないのか。

「わかりました」

　話が終わり、気まずい沈黙のなか、食事をする。美味しいハンバーグとピーマン炒めを味わい、先生の監視のもと、洗い物を終わらせる。

「じゃあ僕は部屋に行きますね」

「夜更かしするんじゃないぞ」

「はい。ちゃんと寝ます」

　寝坊したら説教されちゃうだろうしな。

　明日は日曜。学校は休みだけど、早起きできることを証明するためにも、今日は早めに寝るとしよう。

　そうして獅那先生と別れた僕は、一足先にベッドに入ったのだった。





《　第二幕　鬼教師の秘密を知った　》







　翌朝。

　僕は八時前に目を覚ました。休日にしては早い目覚めだ。

　昨日はいろいろあって精神的にへとへとになった。正直、昼過ぎまで寝たかったけど、惰眠を貪るのは印象が悪いもんね。

　とりあえず早起きできて一安心だ。本日の第一関門突破である。いくつ関門があるかはわかんないけど、なにが起きても獅しい那な先生の逆げき鱗りんに触れないように気をつけよう。

　平和な一日になりますように。

　祈りながらベッドを出る。頰を叩たたいて気合いを注入。しゃきっとした顔で部屋をあとにする。

「おはようございま……あれ？」

　リビングに先生の姿はなかった。

　耳を澄ませても生活音は聞こえない。

　ランニングをしてるのかな？

　昨日の質問タイムで『日課は毎朝のランニング』って言ってたし、体育教師として体力作りに励んでるんだろう。

「誘われなくてよかった」

　僕を起こさなかったってことは、トレーニングに誘うつもりはないってことだ。少なくともいまのところは……。

　体力不足が露呈すれば、ランニングに誘われかねない。朝から体力を使い果たしたら、授業中に寝てしまい、それが獅那先生の知るところとなれば説教は免れない。

　未来の僕を救うためにも、獅那先生の見てる前ではパワフルに振る舞わないと。

「っと、そうだ。洗濯しなきゃ」

　やるべきことを思い出し、脱衣所へ向かう。

　かごの中身を洗濯機に突っこみ、スイッチをオン。洗濯機が起動したのを確かめてから顔を洗う。

「洗濯が終わるまであと二五分か……。先にご飯を済ませちゃおうかな」

　キッチンに向かい、炊飯器を開ける。

　空っぽだった。米粒ひとつ残っていない。

　てっきり炊いてくれてると思ってたけど……獅那先生って、朝食はパン派なのかな？

　冷蔵庫のなかをチェックする。食材はけっこう揃そろってる。あと数日は持ちそうだけど、いずれ尽きる。買い物はどっちがするかも決めとかないと。

　トースターにパンを入れ、目玉焼きを作る。カリカリに焼けたトーストにマーガリンを塗り、目玉焼きとともにいただく。

「獅那先生、遅いな」

　洗い物を済ませる頃になっても、先生は帰ってこなかった。

　いったい何キロ走ってるんだ？　こりゃますます誘われないようにしないと。

　念には念を入れて、着替えておこうかな。外出の予定はないけど、いつまでもパジャマ姿だとだらしない印象を与えるかもだし。

　最悪の場合『たるんどる！　根性を叩きなおしてやる！』と説教されてランニングするはめになりかねない。

　そうと決めて私服に着替えたところで、部屋の外から電子音が聞こえてきた。どうやら洗濯が終わったみたいだ。

　洗濯物をかごに移して、寝室に戻る。

　この家のベランダは寝室から出入りできる。

　僕と獅那先生の部屋は隣り合ってて、どっちの部屋からでもベランダに出られるのだ。おかげで先生がベランダの窓から僕の生活態度を監視してるんじゃないかと内心びびって昨日はなかなか寝つけなかった。

　ベランダに出て、眩まぶしい日ひ射ざしに目を細める。

　今日もいい天気だ。これなら洗濯物もすぐに乾くだろう。

　物干し竿ざおに衣類を干していき、残るは女物の下着だけになった。このパンツを見るのはこれで三度目。なのに一目見ただけでどきどきしてきた。つくづく女性に免疫ないなぁ、僕。

　これから毎日、獅那先生の下着を干すんだ。心臓に負担をかけないためにも早いところ慣れないと。

　タコ足ハンガーにしっとり湿った下着を吊つるしていると、強風が吹いた。パンツが揺れ、僕の顔面にぺちっと触れる。

　獅那先生の下着が顔に触れちゃったよ……。

　あまりに刺激的すぎる朝だ。これ以上えっちなことが起きると心臓止まっちゃうぞ。

『へくちっ』

　と、ふいに背後から可か愛わいらしいくしゃみ音。

　反射的に振り返ると、窓越しに獅那先生の部屋が見えた。

「……うわぁ」

　まさかの散らかし放題だ。床のあちこちに衣類が散らばり、鉄アレイが無造作に転がっている。

　あの獅那先生がこんな惨状を引き起こすとは思えない。

　となるとまさか空き巣に入られたとか？

　だとしたら大変だ。獅那先生がランニングから帰ってきたら教えないと──

「……!?」

　僕は目を疑った。

　獅那先生がベッドに寝転がっていたのだ。

　ランニングを終えて一休みしてるわけじゃない。

　獅那先生は、家から一歩も外に出ていなかった。

　だって、寝てるし。

　しかも、ものすごい寝相で。

　おまけに無防備な格好だ。

　よほど暑かったのだろう。ただでさえ薄着だったのに、ショートパンツを脱いでいる。そのうえ足を広げているため、太ももの付け根まではっきり見えた。

　寝てるってことは、部屋が散らかってるのは承知の上ってことだよね？

　てことは獅那先生って、ほんとはだらしない性格なの？　普段の先生を知ってるだけに信じがたいけど、あられもない姿と散らかり放題の部屋を見てると真実味が増す。

「まさかあの獅那先生がだらしない性格だったなんて……」

　これは大スクープだ。

　学校のみんなが知ればびっくりするに違いない。

　言えるわけないけどね。

　獅那先生の弱みを握った、これで怒られても言い返せる──なんてふうには思わない。

　僕は獅那先生の秘密を知ってしまったのだ。バレたら消される。

　もう目に焼きついちゃったけど、見なかったことにしよう。

　洗濯物を干し終えて、寝室で漫画を読んでると、隣室から物音がした。ドアの開く音が聞こえ、足音が近づき、

「起きているか？」

　と、僕の部屋に獅那先生がやってきた。

　寝起き直後とは思えない凜りん然ぜんとした佇たたずまい。ショートパンツを穿はき、見慣れた怖い顔で僕を見ている。

　さっきまでだらしない格好をしていたひととは思えない。

　実は双子で、もうひとりはいまも隣室で寝てるとかじゃないよね？

「おはようございます」

「うむ。昨日はちゃんと眠れたか？」

「はい」

「食事は済んだか？」

「さっき食べました」

「そうか。私はこれからバナナを食べてランニングに出かける。一かず樹きも来るか？」

「い、いえ、僕はやることがありますから」

「やることというのは……パソコンか？」

　モニターに映る電子書籍を一いち瞥べつし、先生が言う。

「これから宿題をするところです」

「そうか。ならいいのだ」

　僕の根性を叩きなおしたかったのだろうか。少し残念そうにそう言うと、先生は部屋をあとにした。

　ほっと胸を撫なで下おろす僕。

　ちなみに宿題があるのは本当だ。

　昼間にやろうと思ってたけど、いまのうちに終わらせとくか。

　数学のノートをデスクに広げて、教科書の問題を解いていく。小一時間ほど過ぎた頃、獅那先生が再び来た。

「宿題は終わったか？」

「あとちょっとで終わりま……ッ」

　言いながら振り返り、ぎょっとする。

　獅那先生は汗だくになっていた。タンクトップが肌に張りつき、胸の先端が浮き彫りになっている。

　さっきから一度もノックしてませんよね、と一言言いたかったけど、そんなことがどうでもよくなるくらいの衝撃だ。どうでもよくなろうとなるまいと先生に物申すなんてできないけどね。

「あとちょっとで終わります」

「では、それが終わったら出かけるぞ」

「どこか行くんですか？」

「うむ。せっかくの日曜なのだ。一日中家にこもっていてもつまらんだろう」

「僕もそう思います」

　つまんなくなんてないけど、先生に同意しておく。

「だろう？　そこで、一樹と親睦を深めることにしたのだ」

「なにをするんですか？」

「楽しいことだ」

　楽しいことは好きだけど、額面通りに受け取っていいのかな？　オタクな僕とスポーツ大好きな先生とじゃ『楽しいこと』の意味合いが違ってきそうなものだけど。

「私はシャワーを浴びるのでな。一樹はさっさと宿題を終わらせるのだ」

　それだけ言うと、僕の返事を待つことなく、獅那先生は部屋を出ていった。
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　宿題を終えてほどなくした頃。

「準備はできたか！」

　先生がずかずかと部屋に踏みこんできた。

　風呂上がりだし、えっちな格好をしてるかも……。

　覚悟を決めて振り返る。

　ジャージ姿だった。袖捲まくりしてるから肌は見えるけど、色気はない。

　男としてはがっかりすべきところだろうけど、こっちのほうが安心できる。

　やっぱり獅那先生はこうでなくちゃ！

「返事はどうした。なぜ黙っている」

「先生はジャージが似合うなぁと思いまして」

「当然だろう。私は体育教師なのだから。通学用と授業用と私服と運動用、計一五着のジャージを持っているのだ」

「いっぱい持ってるんですね。僕なんて二着ですよ」

　中学と高校のジャージだ。中学のはパジャマとして使っている。

「ならば今度買いにいくとしよう」

　しまった。このままだと休日が潰れちゃう。

「い、いえ、いま持ってるので間に合ってますから！」

「遠慮はするな。私も新しいジャージが欲しいと思っていたのでな」

「一五着も持ってるのにですか？」

「鑑賞用にするのだ」

「なるほど。靴マニアが鑑賞用に靴を買うようなものですね」

「冗談を真に受けるな」

　好意的に解釈したのに！　冗談を言うときくらい笑ってくれないかなぁ。

「日に日に暑くなってきたのでな。新しくメッシュ素材のジャージが欲しいと思っていたのだ」

　だったらジャージを一番欲しいものとして発表すればよかったのに。正直なひとだな。

　ていうか、いまだに獅那先生が赤ちゃんを欲しがってるなんて信じられないよ。先生が笑ったところは見たことないし、赤ちゃんをあやす姿とか想像もできない。

「とはいえ、ジャージは後回しだ。今日はやりたいことが山積みなのでな。準備はできているのか？」

「いつでも出発できます」

「ならば私についてこい」

　身を翻して、颯さっ爽そうと歩いていく。それを追いかけ、僕はマンションの部屋をあとにした。そのまま裏手の駐車場へ向かう。

　先生が黒塗りのビッグスクーターの前で立ち止まった。

　スクーターの収納からフルフェイスのヘルメットを取り出すと、ひとつを僕に手渡してくる。

「あの、これは……」

「ヘルメットだ」

「これをかぶるんですか？」

「これからスクーターに乗るのだ。かぶるに決まっているだろう」

「……スクーターに乗るんですか？」

「なんだ。一樹はスクーターに乗るのが怖いのか？」

「いえ、怖くはないですよ」

　スクーターに乗ったことはないけど、怖いとは思わない。だって、毎日のように世界で一番怖い生き物と接しているのだから。

　先生が腰に手を当て、じっと見てくる。

「ならばなにを躊ちゅう躇ちょしている」

「躊躇というか、なんというか……スクーターに乗るってことは、先生にしがみつくってことですよね？」

「その通りだ。でなければ危険極まりないのでな。それとも私にしがみつくのが嫌か？　ちゃんとシャワーを浴びたし、汗臭くなどないぞ。ほら、騙だまされたと思って嗅いでみろ」

　獅那先生は上着のジッパーを下ろした。タンクトップに包まれた巨乳がお目見えする。さらにぺろっと裾をめくり、引き締まったお腹なかを披露する。

　嗅いでみろって、お腹を……？

「い、いいんですか？」

「構わん。嗅げ」

「は、はい。失礼します……」

　お腹に鼻先を近づけ、匂いを嗅いでみる。……石せっ鹼けんの香りだ。

「どうだ。汗臭いか？」

「い、いえ、とても良いい匂いがします！」

　聞きようによってはセクハラだが、先生は満足げにうなずいてくれた。

「これで懸念は晴れたな。さあ、ヘルメットをかぶれ」

　これ以上の問答は怒りを買う恐れがある。

　おとなしくヘルメットをかぶると、獅那先生がスクーターに跨またがった。

　僕を振り向き、

「なにをしている。早く乗らないか。それともまだ言いたいことがあるのか？」

　まずい。このままじゃマジでバイクに乗ることになっちゃう。先生にしがみつくことになっちゃうよ。変なところを触っちゃったら一大事だ。

　僕は慎重に言葉を選び、先生に告げる。

「先生って車通勤でしたよね？」

　僕は近くに止まっている真っ赤な車を一瞥してたずねた。僕の記憶が正しければ、あのど派手な車が獅那先生の愛車だ。

「うむ。あそこの赤い車がマイカーだ。かっこいいだろう？」

「は、はい。かっこいいです」

「だろう？　近いうちに乗せてやるので楽しみにしているといい」

「どうして今日は車に乗らないんですか？」

「密着したほうが親睦が深まるだろう」

　なるほど。そういう理由か。

　密着で親睦が深まるかどうかはさておき、悪い話じゃない。荒療治になっちゃうけど、密着すれば女慣れするし、ちょっとしたラッキースケベなら動じなくなる。

　昨日からえっちなことの連発で心臓に負担がかかってたところだ。僕の心臓を守るためにも、この提案、受けるとしよう。

「わかりました。スクーターに乗ります」

　シートに跨がると、身体からだが触れ合った。

「なにをぼけっとしている。早く抱きつかないか」

「は、はい。失礼します」

　先生のお腹に手をまわし、そっと抱きつく。

　柔らかい……。ごつごつしてると思ってたけど、意外と線が細いんだな。これなら僕のほうがごついかもしれない。男女の骨格の違いだろうか。

「運転中はなにがあろうと手を離すんじゃないぞ」

「わかりました。ところで、これからどこに行くんですか？」

「それは着いてのお楽しみだ。一樹もぜったいに気に入るのでな。楽しみに待っているといい」

　どこにつれていかれるのかわからないまま、スクーターが動きだした。駐車場をあとにする。

　まだ午前だ。早めの出発だったので遠出を覚悟してたけど、スクーターの旅は三〇分もせずに終わった。

「到着だ。下りろ。足もとに気をつけるのだぞ」

　駐車場にスクーターを止め、獅那先生が言う。スクーターから下りた僕はヘルメットを外し、店を見上げた。

「ここって、焼肉屋ですか？」

「うむ。見ての通り、焼肉屋だ。質問だけではお互いのことを深く理解できないのでな。行きつけの店につれていくことで、一樹に私のことを知ってもらおうと思ったのだ」

「そうだったんですか……」

　嬉うれしかった。

　僕との同居を真剣に考えてないと、この発想は生まれない。

　先生は姉として、僕と仲良くなろうと努力してくれているのだ。

　だからって鬼教師のイメージは消せないけど、先生に対する好感度は上がった。

　いきなりは無理だけど、そう遠くないうちに本当の姉きょう弟だいのように仲良くなれるかもしれない。そんな日が来るように、僕も立派な弟として振る舞わないと。……『立派な弟』がどういうものかはわからないけど。

「それとは逆に、私には一樹のことを教えてもらうぞ」

「僕が先生に教えることなんてありませんよ。先生と違って、僕はたいした休日を送ってませんから」

「一樹は漫画が好きなのだろう？　それを私に読ませるのだ」

　えっ。

「先生が漫画を……？」

「そうだ。私は漫画に興味などないが、一樹の好きなものには興味あるのでな。帰ったら読ませるのだ」

「わ、わかりました」

　正直、動揺が隠せない。

　あの鬼教師の獅那先生が、漫画を読ませろと言うなんて。

　これで先生が漫画そのものに興味を持ってくれたら嬉しいな。

　入学当時はヤンキー風だった磯いそ山やまとも漫画がきっかけで仲良くなったし、獅那先生とも親しい関係になれるかもしれない。

　楽しい日々を過ごすためにも、とびきり面白い漫画を勧めなくちゃ。

「駐車場で立ち話をすれば迷惑になる。話はなかでするぞ」

　先生のあとに続き、空調の効いた店内に身を移す。

　店員さんの案内で席につき、獅那先生がメニューを見せてくる。

　さっきまでお腹は空いてなかったけど、そこらじゅうに漂う焼肉の香りを嗅いでいると腹ぺこになってきた。

「今日は私の奢おごりだ。好きなものを注文しろ」

「いいんですか？」

「うむ。私は社会人なのでな。一樹に焼肉を奢るくらいの稼ぎはある。わかったら好きなものを注文しろ。それとも食べ放題にするか？」

「そうですね。そっちのほうが安心して頼めます」

　先生が呼びだしボタンを押した。

　駆けつけてきた店員さんに、食べ放題を注文する。

　九〇分で四〇〇〇円のコースだ。最初はおすすめの品が運ばれて、それを食べ終えると好きなものを注文できるシステムらしい。

「お待たせしました」

　牛カルビと豚カルビ、ソーセージとピーマンが運ばれてきた。どれも二人前だ。

「焼くのは私に任せろ」

　先生が網に流しこむようにすべての食材を投入する。がさつだなぁ……。

　昨日までの僕なら目を疑う光景だけど、あの部屋と寝相を見たいまなら納得できる。

「おっと。箸が滑って具材を流しこんでしまった」

　先生がわざとらしく言う。

　ついいつもの癖でやってしまったらしい。がさつな性格だってことは秘密にしたいようだけど、バレバレだ。

「箸が滑ったならしかたありませんね」

　知らないふりを貫き通すけどね。自衛のために。

「焼けたぞ。食べろ」

「はい。いただきます」

　じゅうじゅうと音を立てるカルビを甘辛のたれに浸して、口に運ぶ。……うん。こりゃ美う味まい。こってりしていてジューシーだ。

「ソーセージも食べ頃だぞ」

「あ、はい。いただきます」

　ソーセージはたれにつけずに、そのままいただく。パリッとした薄皮を破ると、熱々の肉汁が溢あふれてきた。これも美味い。

「ピーマンも食べ頃だぞ。全部まとめて食べるといい」

　美お味いしそうに肉を頰張っていた獅那先生が、僕の皿にピーマンを移してきた。

　おとなしく食べると、先生は安心したように吐息する。

　ほんとに苦手なんだな、ピーマン……。

「すべて食べ終えたな。私はカルビとハラミとロースとタン塩とホルモンを各六人前ずつ注文するが、一樹はどうする？」

「先生と同じものをいただきます」

「では一二人前だな」

「計算おかしくないですか!?」

　乱視ですか!?　僕はひとりですよ！

「ていうか先生、六人前をひとりで食べるつもりだったんですか？」

「当然だ。六人前くらいぺろっといける。一樹も若いのだから余裕だろう？」

「一品だけなら六人前でもだいじょうぶですけど、いっぱい頼もうとしてましたよね？　それ全部六人前はきついですよ。頑張っても三人前でギブアップしちゃいそうです」

「もっと頑張れ」

　先生が鬼のようなことを言う。

「お腹が痛くなっちゃいますって」

「そうか。それは困るな。だが、一樹にはたくさん食べてほしいのだ」

「僕のことは気にせず、いっぱい食べてください」

「私ひとりで食べても意味がない。一樹と一緒に食事がしたくて、ここに来たのだから」

「ほんとに僕のためですか？」

　先生が焼肉を食べたかっただけじゃないの？

「私は姉だぞ。弟に美味しいものを食べさせたいと思うのは当然のことだろう」

　駐車場でも言ってたけど、先生は姉として振る舞うつもりらしい。

　さっきは聞きそびれちゃったけど、いい機会だ。大事なことを確認しておこう。

「先生にとって、僕は弟なんですか？　それとも生徒なんですか？」

　心から僕を弟として見てくれてるなら、学校にいるときみたいに説教されずに済むし、毎日びくびくせずに済むんだけど……。

「学校にいるときは生徒として、家にいるときは弟として扱うつもりだ。だからそんなにびくびくするんじゃない」

　あいかわらず怖い顔だけど、口調はいつになく優しかった。

「びくびくなんてしてませんよ」

「私に誤魔化しは通じないぞ。怒らないから正直に言え」

「……びくびくしてます」

「そうか。私が怖いか」

「す、すみません」

「謝るな。怒らないと言っただろう。だいたい、言われずとも生徒が私を怖れていることくらい知っている。そのことについて怒るつもりはない」

　よかった……。

　僕が胸を撫で下ろしていると、先生が言葉を続けた。

「しかし、いまは姉なのだ。学校にいるときは好きなだけびくびくすればいい。だが、姉として振る舞っているあいだは、びくびくしてほしくない。一樹がどう思っているのかは知らんが、私の理想は笑顔のたえない家庭なのでな。いきなり慣れろというのは無茶かもしれんが、罪を犯さぬ限りは怒らないと誓う。だから、びくびくするんじゃない」

　そう語る先生は、ものすごく真剣な顔をしていた。

　いきなりフレンドリーに接するのは無理だけど、先生がここまで言ったんだ。びくびくするのはやめにしよう。

　家族にびくびくされるなんて、喜ばしいことじゃないしさ。

「わかりました。びくびくしないように気をつけます」

「それでいいのだ」

　満足げにそう言うと、なにかを閃ひらめいたような顔をして、

「試しになにか言いたいことを言ってみろ。それで私が怒らなければ、いまのが真実だと理解できるだろう？」

　試しに言いたいことか……。

　だったら、あれにしようかな。

「ピーマンも食べましょうよ」

　ぴくっと眉を動かす先生。一瞬身構えたけど、怒鳴られることはなかった。

「いいだろう。姉の勇姿を見せてやる」

　ピーマンを食べる姿が勇姿になるかどうかはわかんないけど、先生は覚悟を決めた様子だ。

　並々ならぬ気迫を漂わせ、注文ボタンを押した。

　駆けつけてきた店員さんは、気合いたっぷりの先生を見てびくびくしている。おどおどしながら注文を受け、大急ぎでピーマンを運んできた。

　半分に切られたピーマンを二枚とも焼き、両面に焦げ目がついた。

「そろそろ食べないと黒焦げになっちゃいますよ」

「いや、まだだ。あと一時間は焼いたほうがいいだろう」

「食べ放題の時間、終わっちゃうんですけど……」

　まさか時間切れを狙うつもりか？　この期に及んで覚悟が揺らぐなんて。どんだけ苦手なんだよ……。

　僕はピーマンを一切れ口に運び、先生に言う。

「ちゃんと焼けてますよ」

「くっ……。しょうがない。いいだろう。私は、これから、ピーマンを食べる！」

　嫌そうな顔で宣言すると、箸で摑つかみ、ゆっくりとピーマンを口に運ぶ。

　前歯で少しだけかじり、顔をしかめる。苦虫をかみつぶしたような顔だ。

　ちらっと僕を見て、

「なにをまじまじ見ている。そうかこのピーマンが欲しいのだな？　いいだろう、一樹にやろう。なに、遠慮はいらん。姉として当然の判断だ」

「ピーマンが欲しいなんて一言も言ってないんですけど」

「遠慮するな！　食え！」

　先生が食べかけのピーマンを口に突っこんできた。はじめての間接キスは、ピーマンの味がした。

「どうだ。美味いか？」

「まあ、美味しいですけど……。好き嫌いはやめたほうがいいですよ」

「心配するな。ピーマンを食べなかったところで死にはしない。私は鍛えているのでな」

「そういう問題じゃ……」

「さて、肉を食べるぞ！」

　これでピーマンの話題は終わりとばかりにそう言うと、先生は山盛りの肉を注文したのだった。




　それから。

　先生の「これ美味しいぞ」「これも食べるといい」「遠慮などするな」という度重なる勧めを断り切れず満腹になるまで焼肉を食べた僕は、パンパンになったお腹をさすりつつ焼肉屋をあとにした。

「美味しかったか？」

「美味しかったです。ごちそうさまでした」

「満足したようでなによりだ。私に対する理解も深まったか？」

「はい。理解が深まりました」

　先生はピーマンが大嫌いで、焼肉が大好きで、大飯食らいってことがね。

　この食生活に付き合わされたら僕は確実に太ってしまう。そして太ったらランニングに付き合わされる。

　料理は先生の担当だけど、この食生活が続くようなら僕に任せてもらおう。獅那先生の負担を減らしたいんです──って言えば任せてくれるはずだ。

「では次の場所へ行くぞ」

「えっ。まだ行くんですか？」

「うむ。次も私の行きつけの店だ。一樹もぜったいに気に入るだろう。さあ、わかったらうしろに乗れ」

　正直、お腹を休めたいけど、わざわざ焼肉をご馳ち走そうしてくれたんだ。食べるだけ食べてさっさと帰るのは気が引ける。

　それに先生は僕との親睦を深めようと頑張ってくれている。僕としても獅那先生と早く仲良くなりたいし、勇気を出して付き合ってみようかな。

　ヘルメットをかぶり、シートに腰かけ、先生をうしろから抱きしめる。

「むぐっ。お腹を押さえるんじゃない！　苦しいだろう！」

「す、すみません！」

「謝るな。べつに怒ったわけではない。それよりもっと上に手をまわせ」

「これくらいですか？」

「もっと上だと言っているだろう！」

「もっと上……これくらいですか？」

　むにっ。

「ひあんっ」

　柔らかいものを鷲わし摑づかみにした瞬間、えっちな声が聞こえた。

　い、いまの声、先生!?　そんな声出せるの!?　ていうか僕、もしかしなくてもおっぱい摑んでない!?

　咄とっ嗟さに手を離す。

「す、すみません！」

「ばか者！　謝るなと言っているだろう！」

「で、でも僕、摑んじゃいけないところを摑んじゃいましたよね？」

「気にするな。一樹は弟だ。摑んではいけない部位などない。ただし、乳房を摑むときは『これから乳房を摑みます』と先に言え」

　言えるわけないでしょう……。たとえ胸を摑むのを許されるのだとしても、そんなことできっこないよ。

　先生もそれくらいわかってるはずだ。いまのは僕の罪悪感を消すための冗談で、本気にしちゃうと命取りだ。

「リトライしろ」

　おっぱいを鷲摑みにしないように気をつけながら、先生の身体に手をまわす。と、腕に柔らかいものがのしかかる。

「上手にできたじゃないか」

「ほ、ほんとにここでいいんですか？」

　腕に当たっちゃってるんですけど。

「構わん。では出発だ」

　スクーターが動きだす。

　腕に下乳が触れてると思うと緊張してしまい、落ち着かない。そわそわしている間にもスクーターは走り続け、立派な建物の駐車場で停止する。

　ラウ●ドワンだった。

　運動する気満々じゃないですか！　この胃袋事情で運動したら吐いちゃいますよ！

「ここではボウリングをはじめとする様々なスポーツが楽しめるのだ」

「さっき満腹になるまでご飯食べたばっかりなんですけど……」

「だからこそ運動して消化しなければなるまい」

「あの僕お金が……」

「私の奢りに決まっているだろう。さあ、行くぞ」

　とぼとぼと獅那先生のあとに続き、受付へ。

「お時間はどうなさいます？」

「一番長く遊べるコースでお願いします」

　まさかのフリータイムを選択。

　終日遊ぶつもりですか？

「これで日が暮れるまで遊べるぞ。わくわくしてきただろう？」

「は、はい。わくわくします！」

　力強く返事をする僕。

　パワフルに振る舞わないと、体力不足が露呈してランニングに誘われちゃうもんね。

　一階はゲームセンターになっていた。ここで遊びたいけど、先生は運動したいらしく、エスカレーターで二階に直行。

「一樹はなにがしたい？」

「ええと、まずは……」

　館内図をちらっと見る。

　なるべく身体を動かさずに済むものがいい。となると僕がやるべきことは……

「ビリヤードなんてどうですか？」

「いいだろう。ナインボールでいいか？」

　僕はうなずく。

　ビリヤードはしたことないが、漫画で読んだことはある。ナインボールは手球をついて１番から９番までの的球を順に落としていくルールだ。

　たとえ８番までの的球を落としても、勝つのは最後のボールを落としたひと。

　運の要素もあるナインボールなら、スポーツ大好きな獅那先生に勝てる可能性もある。

　散々体育の授業で情けない姿を見せてきた僕にとって、これは汚名返上のチャンスだ。上う手まくいけば教師モードのときも優しく接してくれるかもしれない。

　やるぞ、やってやる！

　気合いを滾たぎらせながら、ビリヤード台に向う。

「一樹からいいぞ」

「わかりました」

　的球の塊めがけて手球を放ち、ひとつも穴に落ちることなく終了する。まあ、最初はこんなもんだよね。

「次は私だな」

　先生は自信たっぷりにキューを構え、手球をつく。見事に命中し、１番の的球が穴に落ちた。続けて２番、３番、４番、５番と落としていき、６番でようやくミスをする。

　あ、これ勝てないや……。

　ていうか先生、上手すぎじゃない？

　行きつけの店って言ってたけど、どんだけ通い詰めたの？

　僕は手球をつく。的球にはぶつかったけど、穴には落ちなかった。

　その後僕の番がまわってくることはなかった。先生は二度目の挑戦ですべての的球を穴に落としてしまったのだ。

「まるで勝負にならんな」

「面目ないです……」

「気にするな。私が練習に付き合ってやる。ボールをセットして構えろ」

　言われた通りにすると、先生が僕のうしろにまわりこみ、背中に抱きついてきた。

　背中に弾力のある物体が触れ、頰を熱い吐息が撫でる。

「な、なにしてるんですか？」

「身体にコツを叩きこむのだ。落ち着いて狙いを定めろ」

　落ち着けるわけないでしょうに！

　僕、女のひとに免疫ないんですからね！　おっぱいを押しつけられて平静を保てるわけありませんから！

　これじゃ心臓に負担がかかってしまうよ。スクーターのやりとりを経て慣れたと思ったけど、そう簡単にはいかないか。

「あ、あの、ほかの遊びをしませんか？」

「一樹がそうしたいなら構わんが。それで、なにをするのだ？」

「ええっと……卓球なんてどうですか？」

　これなら身体が密着することもないし、そこそこ戦える。いつも体育の成績は『３』の僕だけど、卓球があった一年生の三学期は『４』だったのだ。

「いいだろう。卓球も得意種目だ」

　僕たちは卓球ルームへ移動する。

　完全個室ってわけじゃないけど、ほかの卓球台とはネットで分けられていた。

　さっそくラケットを手に取ると、先生がぎろっと睨にらんできた。

「こら！　まずは準備運動をしないか！」

「す、すみません！」

　先生はハッとした。

「つい教師の顔が出てしまった。謝らなくていいから頭を上げろ。そして準備運動しろ。足を挫くじいてしまったら大変なのでな」

　先生の言う通り、準備運動をする。それからラケットを手に取ると、先生はジャージの上着を脱ぎ、タンクトップ姿になる。

　セクシーな姿に早変わりだ。先生って、自分が巨乳だって自覚ないのかな？　それとも僕が弟だから気にしてないだけ？

「そ、その格好でするんですか？」

「うむ。ジャージのまま運動すれば汗をかいてしまうのでな。ヘルメット越しとはいえ、汗臭い身体に抱きつかせるわけにはいかんだろう」

　そうして先生との勝負が幕を開けたわけだけど……タマを打つたびに揺れるおっぱいに気を取られ、一点たりとも取ることができなかったのだった。
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　さすがは体育教師。獅那先生の体力は底知れず、ちっとも疲れは見せなかった。対する僕はへとへとだ。先生のペースに終日付き合えば筋肉痛は免れない。時すでに遅しな気もするけど、僕は洗濯物を口実に帰宅を促してみた。先生はもっと遊びたそうにしてたが、明日は仕事ということもあってか、僕の言う通りにしてくれた。

　そんなこんなでようやく帰宅。

　家に帰りついたのは一九時になった頃。

　日に日に日の入りが遅くなってきたとはいえ、もう外は薄暗い。

　朝から晩まで遊ぶなんていつ以来だろ。疲ひ労ろう困こん憊ぱいとはまさにこのこと。へとへとだし、今日も早めに寝ることになりそうだ。朝のうちに宿題やっててよかった。

「うがいと手洗いをするのだ」

　そのまま部屋に直行しようとした僕を呼び止める。ひとまずうがいと手洗いを済ませてから、僕はたずねた。

「洗濯物を取りこみますけど、先生の服ってどこに置けば──」

「私の部屋に入ってはならん！」

　先生が叫ぶ。ものすごい形相だ。めっちゃ怖い。

　僕がびくっと震えると、先生は「か、勘違いするな」と続ける。

「べ、べつに怒ったわけではないぞ。ただ、私の部屋には鉄アレイがあるのでな。一樹が足をぶつければ怪け我がしてしまう。だから大きめの声で注意を促したのだ」

　迫真の表情だけど、棒読みだった。

　昨日から思ってたけど、先生って正直者だよね。噓うそをつくのが下手すぎる。

「じゃあ先生の服はソファに置いておきますね」

「そうしろ」

　先生は満足げにうなずいた。僕に下着を触られるのは気にならないんですね。

「私はシャワーを浴びるのでな。私がいないからといって、ぜったい私の部屋に入ってはならんぞ」

「わかってますって」

　あの部屋を見られたら、威厳もなにもなくなっちゃうもんね。そんなに見られるのが嫌なら片づけてくださいよって話だけど。

「ぜったいにぜったいだぞ」

「見ませんってば」

　誓いを立て、僕は寝室へ。そのままベランダに身を移す。

　外はもう暗くなっていた。湿気でじめじめしてる。早く取りこまないと洗濯物が湿ってしまう。

　大急ぎで取りこみ、先生の服をソファに置き、ミルクで喉を潤し、部屋に戻ろうとしたところ──

「きゃああっ！」

　廊下から悲鳴が響いた。どたばたと足音が響き、先生がリビングに駆けこんできた。

　素すっ裸ぱだかで。

「うわっ！　な、なにしてるんで──」

　言い終わる前に、先生が僕の頭にしがみついてきた。しっとりと湿ったおっぱいが顔を包みこむ。

　い、息ができない……！

「むぐぐ！　むぐぐ！」

　助けて！　このままじゃ巨乳に挟まれて窒息死しちゃう！

　僕の思いが通じたのかどうかは知らないけど、先生は拘束を緩めてくれた。

「ぷはっ！　はぁ……はぁ……な、何事ですか!?」

「で、出たのだ！」

　先生が悲鳴のような叫び声を上げた。いつもの先生じゃない。きりっとした顔は恐怖に歪ゆがみ、凜とした瞳に涙を滲にじませ、大きな身体をびくびくと震わせている。

　あの獅那先生が怖がるなんてよっぽどだ。動物園から逃げたライオンが風呂場にいても手懐けそうなものなのに。
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「落ち着いてください。いったいなにが出たんですか？」

　おっぱいが視界に入らないよう先生の目を見てたずねる。

　すると先生は、いまにも泣きそうな声で言った。

「虫が出たのだ！」

　えっ。

「む、虫ですか？」

　そんな吹けば飛ぶような相手に怯おびえてるの？　あの鬼教師の獅那先生が？

「早く倒してくれ！　母さんがいないいま、一樹だけが頼りなのだ！　で、でなければ、このままだと引っ越しを余儀なくされる！」

「引っ越しって……。どこに逃げても虫はいますよ」

「南極なら虫もいないだろう！」

「学校もありませんけど！」

「頑張って通う！　一樹も頑張って通え！」

「無茶言わないでください！　とにかく虫なら僕がなんとかしますから、先生は服を着てください！」

「服より虫だろう！」

　虫より服でしょう！　なんて言い合ってても始まらない。

　先生は僕の背中に隠れ、ぐいぐいと背中を押してきた。ものすごいパワーだ。この力があれば虫なんてイチコロだろうに。

　抵抗できず、脱衣所につれていかれる。

「どこにいるんですか？」

「あ、あそこだ」

　先生が震える指で壁を指す。

　そこには蜘く蛛もがいた。小さな蜘蛛だ。

　虫は虫でも、怖くないタイプの虫だ。てっきり黒光りするあいつだと思ってた。

　僕は蜘蛛をつまみ、玄関から外に放り出す。

「退治しましたよ」

「そ、そうか……」

　ほっと安あん堵どの息をついて、へなへなと廊下に座りこんだのも束つかの間ま。ハッと目を開き、立ち上がると、いつものきりっとした顔で僕を見つめて、

「無事テストに合格したようだな」

　と言う。

「テストですか？」

「うむ。私は残業で帰りが遅くなることもあるので、一樹がひとりでやっていけるか心配でな。一樹の生活力を確かめることにしたのだ」

「さっきの怯える姿も演技だったんですか？」

「そ、そうに決まっているだろう。まんまと騙されたな」

　獅那先生は目を泳がせまくっている。

　間違いなく噓だ。だけど看破したって得はしない。知らないふりを貫こう。

「迫真の演技でしたね」

「だろう？　我が校に演劇部があれば顧問として指導してもいいくらいだ」

「ですね。でも、そのままだと風邪を引いちゃいますよ」

　おっぱいどころか見えちゃいけないところがばっちり見えちゃってるし。さっきの胸の感触がまだ顔に残ってるし。もう心臓が破裂しちゃいそうだよ。

「私は風邪など引かん。なぜなら強いからな。だが、この場は退くとしよう」

　力を誇示するように威厳たっぷりにそう言って、獅那先生は脱衣所に入っていった。

　僕は寝室に向かい、ベッドに倒れこんだ。そのまま三〇分ほど過ごしていると、先生が部屋にやってきた。

「上がったぞ。一樹も風呂に入るといい。そのあいだに夕食を作るのでな」

　言われた通り、入浴することにした。

　昨日はどきどきしてさっさと上がっちゃったけど、この目ではっきり先生の裸体を見たあとだ。

　いまさら風呂に入るくらいじゃどきどきせず、のんびり湯船に浸つかることができた。

　身体の芯まで温まり、風呂場をあとにする。そして脱衣所を出ると、焦げくさい匂いが漂ってきた。

　先生が台所に立ち、おろおろしている。

「これ、なんの匂いですか？」

　声をかけると、先生はびくっと震え、きりっとした顔で僕を見る。

「料理の香りだ。ちょうどできたところなのでな。今日は趣向を変えて目隠しをしたまま食べるというのはどうだ？」

「焼け跡みたいな匂いなんですけど……いったいなにを作ったんですか？」

　フライパンを覗のぞきこもうとしたところ、先生が両手を広げた。

「見てはならん！」

　通せんぼされてしまったが、フライパンの中身はばっちり見えた。隙間がありすぎだ。

「これ、なんですか……？」

　炭と化した物体が二つ重なり、その隙間から黒焦げの粒々が飛び出して、水にぷかぷか浮いている。

「見てはならんと言ったのに……。見られてしまってはしょうがない。ネタ晴らしをしてやろう。見ての通り、ハンバーガーだ」

　どこが!?

「どうしてハンバーガーがフライパンに入ってるんですか？」

「両面に焼き目をつけたら美味しそうに見えると思ったのだ」

「黒焦げになってますし、びちゃびちゃになってるんですけど……」

「パンが炭と化したので水を足したのだ」

　処置が遅い！　水を足す前に火を消しましょうよ！

「ハンバーグがそぼろになってるんですけど……」

「自然とばらけたのだ。仲の悪い肉だな」

「仲の良よし悪あしは関係ないでしょう……。ちゃんと粘りが出るまでこねましたか？」

「粘り？　液状ノリを入れねばならなかったのか？　スティックノリでもいいか？」

　いいわけないでしょう！　真顔でアホなこと言わないでください！

「これからは僕が料理しますから、先生はもう台所に立たないでください」

「な、なぜ私から料理を取り上げるのだ！」

　なぜって、そりゃ……

「命に関わるからですよ」

「命に!?　そこまでひどいか!?」

「正直、ひどすぎます。先生って、料理が苦手ですよね」

「なっ！　なぜそんなことを言うのだ！」

「この惨状を目の当たりにしたら、誰だって同じことを言いますよ。昨日のハンバーグ、母さんの作り置きだったんですね」

　どうりでピーマン炒いためがあったわけだ。

「べ、べつにいいだろう！　誰にでもひとつくらい苦手なことはあるし！　私はたしかに料理が苦手だ。それは認めよう。だが、それ以外は完璧だ！」

　先生は姉としての威厳を保とうと必死だ。虫も苦手なくせに……。

　先生が、目を細めた。

「むっ。なんだその顔は。なにか言いたげだな」

「なんでもありませんよ」

「私に誤魔化しは通じぬ！　言いたいことがあるならはっきり言ったらどうだ！」

　しょうがない。ここまで言われたら、もう言っちゃおう。家にいるときは怒らないって約束だしさ。

「先生って、ポンコツですよね」

　ずばり告げる。

　すると先生は、途端におろおろしだした。自覚はあるっぽい。

「な、なぜそう思うのだ！」

「だって、小さな虫に怯えて全裸で逃げてきましたし」

「なっ！」

「今朝もすごい寝相でしたし」

「ななっ！」

「部屋も散らかり放題ですし」

「なななっ！」

　先生の顔が、みるみるうちに赤くなっていく。涙目になり、わなわなと身体を震わせている。

「へ、部屋を覗いたのか？」

「覗いたというか、洗濯物を干すときに見えたんです」

「そ、そんな……」

　へなへなと座りこむ先生。

　まずい、泣かせちゃった。言いすぎちゃったかな……。

「ず、ずるいぞ」

　謝ろうとしたところ、先生がぼそっと言った。

「ずるいって、なにがですか？」

　ぐしぐしと涙を拭い、先生が立ち上がる。

「私だけ秘密を知られるのは不公平だ！　一樹の秘密も教えろ！」

「い、嫌ですよ」

　僕が断ると、先生はにやっと笑う。

「嫌ということは、秘密があるのだな？」

「あ、ありませんよ！」

「私に誤魔化しは通じぬ！　白状するのだ！　でないと──こうだ！」

　先生の手がシャツのなかに侵入する。

　両手をわきわきさせながら、僕のお腹やワキをくすぐってきた。

「なっ、なにするんれすかぁ!?」

　子どもですか!?　くすぐり攻撃って、二四歳がする行為じゃありませんよ!?

　だが、子どもじみてるとはいえ効果は絶大だった。笑いすぎて息が苦しくなり、尿意がこみ上げ、一分もせずにくすぐり攻撃に耐えられなくなってしまう。

「わ、わかりました！　言います！　言いますから！」

「それでいいのだ。さあ、言ってみろ」

　僕は立ち上がり、先生をじっと見つめる。

「……ぜったいバカにしないって、約束してくれますか？」

「バカにするわけないだろう」

　真剣な顔で約束され、覚悟を決めた。

「……僕、漫画を描いてるんです」

「そうか。見せてみろ」

　逆らうことができず、先生を部屋に招き入れた。

　パソコンを起動して、漫画のファイルを開く。

「これ、ですけど……」

「ふむ。タイトルからして姉弟の物語だな？　どれどれ……」

　先生は真剣な眼まな差ざしで漫画を読み進める。

　カチカチとページを進める音が耳を打ち、そのたびに心臓がびくっと跳ねる。

　うう、緊張するなぁ……。知人に漫画を読ませるのははじめてだし。漫画を描き始めて間もない頃なら『早く読み終えてくださいよ！　そして僕を褒めてください！』って自信満々になれたけど、いまは違う。

　落選したときは通知だけだった。でも今回は感想が来る。なにを言われるんだろ……。考えただけで怖くなってきた。

　こんなことならほかの秘密を打ち明ければよかった。

　正直に言う必要なんてなかったんだ。

　後悔の念に駆られていると、先生が顔を上げた。まっすぐに僕を見てくる。

　思わず目を逸そらした僕に、先生が優しい声で語りかけてきた。

「一樹は絵が上手だな。賞に応募すればいいのに」

「しましたよ。落選しましたけど……」

「こんなに絵が上手なのに落ちるのか。厳しい世界なのだな」

「僕より絵が上手いひとは星の数ほどいますから。それに大切なのはストーリーですし。僕の漫画、つまらなかったですよね……」

「そんなことはない」

　はっきりと告げられ、僕は顔を上げる。先生は真剣な顔で、僕の目を見つめてくる。

「姉への想おもいが詰まった素晴らしい漫画だったぞ。仲睦むつまじい姉弟が、大きな事件に巻きこまれることもなく平和な日常を過ごす物語……。素敵じゃないか。私は幸せな気持ちになったぞ」

「先生……」

　どうしよ。すごく嬉しい。僕の漫画をこんなに絶賛してくれるなんて……。

　思わず感動していると、先生がわしゃわしゃと髪を撫でてきた。

「な、なにしてるんですか？」

「やりたいことをしているのだ」

「僕の首をもぐことが、先生のやりたいことですか？」

「もごうとしているのではない。頭を撫でているのだ。素晴らしい漫画を描いた一樹への褒美のつもりなのだが……」

「先生が、僕に褒美を？」

　困惑する僕に、先生はうなずく。

「戸惑う気持ちはわかる。学校にいるときの私は怒ってばかりだからな。だが、家にいるときの私は違う。それに決めたのだ」

「決めたって、なにをですか？」

「一樹を溺愛すると決めたのだ」

「僕を溺愛!?」

「うむ。学校にいるとき気まずくなってしまうので、可愛がるのは控えるつもりだったのだが、一樹には知られたくない秘密を知られてしまったのでな。素直に自分をさらけ出すことにしたのだ！」

　そう言うなり、僕を抱きしめてくる。さらに僕の髪を嗅いできた。

「な、なにしてるんですか!?」

「一樹の匂いを嗅いでいるのだ！　昨日からずっと嗅ぎたいと思っていた！　私の弟は、こんな匂いだったのだな！」

　嬉しげに声を上げ、ぐぅと腹が鳴った。

「一樹、ご飯を作ってくれ。私は料理が下手なのでなにも作れないのだ。あと、明日から私を起こしてくれ。私は朝に弱いので自力では起きれないのだ」

　先生は秘密を暴露する。

　もう怖さの欠片かけらもなかった。あいかわらず怖い顔をしてるけど、中身は子どもみたいだ。これじゃどっちが年上かわからない。

　母さんが別れ際に言ってた『一樹くんがいれば安心』って、こういうことだったのか。

「わかりました。起こします」

「助かるぞ！　できた弟を持てて幸せだ！」

　先生は嬉しげに声を弾ませ、僕をハグする。

　力加減がおかしい。圧縮されちゃいそうだ。

　大型犬にじゃれつかれる飼い主ってこんな気持ちなのかな？　そんなことを思いつつ、先生から解放された僕は、ひとまず先生が作った料理の後片付けに取りかかるのだった。





《　第三幕　鬼教師と特訓した　》







　月曜日の早朝。アラームに起こされた僕は顔を洗い、タイマー設定していた洗濯機から洗いたての衣類を取り出すと、ベランダに出た。

　澄み渡る空の下、洗濯物を干していく。

　昨日、刺激的な夜を過ごしたからか、パンツを見てもどきどきしなかった。昨日までの童貞っぽい態度から一転、なんだか男として成長したみたいだ。ちょっと嬉うれしい。童貞なのは変わらないけどね。

「さてと」

　洗濯物を干し終えて、ちらっと振り返る。

　部屋を覗のぞくと、獅しい那な先生はめちゃくちゃな寝相だった。部屋も散らかし放題だ。

　反省の色なし。僕に頼る気満々ってわけね。しょうがないなぁ。遅刻しちゃまずいし、さっさと起こしてあげるとしよう。

「先生！　入りますね？」

　ドアの前にまわりこみ、何度かノックしてから、部屋に入る。

「うわぁ……」

　あらためて見るとひどい有あり様さまだ。どうすればこんなに散らかせるんだろ？　なのに良いい匂いがするし。夏場の散らかった部屋なんて、臭くなりそうなものなのに……。

　良い匂いにどきどきしていた僕は、当初の目的を思い出した。鉄アレイを避けながら、ベッドのほうへ向かう。

　学校じゃ神経を研ぎ澄ませて僕らを監視してるってのに、いまの先生は警戒心の欠片かけらもなかった。野生を捨てた猫みたいに寝息を立てている。

　おまけに今日もタンクトップにパンツ姿だ。ムチムチとした太ももをさらけ出し、呼吸するたびに巨乳が揺れる。

　あの鬼教師のあられもない姿をじっくり見る日が来るなんて。ものすごい背徳感だ……って、見入ってる場合じゃないよね！

「先生、起きてください！　もう朝ですよ！　……先生？　先生！　獅那先生！」

　すごい。まったく起きる気配がない。

　こりゃ次の手に打ってでないと。

　僕は手汗を拭い、遠慮がちに先生の肩を揺さぶった。

「起きてください。もう起きる時間ですよ」

「んむ……あとちょっと」

「ちょっとってどれくらいですか？　五分？　一〇分？」

「三六年」

　欲張りすぎ！

「それもう定年退職じゃないですか！　バカなこと言ってないで起きてください！」

「や」

「子どもじゃないんですから──」

「や！」

　がしっと僕の腕を摑つかみ、ぐいっと引き寄せてくる。

　すさまじいパワーに抵抗できず、ふくよかな巨乳に顔面ダイブ。そのままぎゅっと抱きしめられ、僕の顔が巨乳に沈む。

「ちょっ、息が……」

「まだ寝る！　ねーるーの！　寝る！」

「わ、わかりました。熱意に負けました。寝ていいです。だから力を抜いてください！」

「ん」

　存外素直だ。力を緩めてくれたけど、両腕で首をロックされているため抜け出せない。無理に動けばますます胸に沈んじゃうし、こりゃお手上げだ。

　顔の半分を胸の谷間に埋め、右耳で心音を聞きながら、先生が自然に目覚めるのを待つことに。

　それにしても、汗をかいたりしてるのに、なんで良い匂いがするんだろ。こうしてると遠い昔、母さんに抱っこされていた日のことを思い出す。心地よさに包まれて、うとうとしてきた……。

「……む。もう朝か」

　ふいに先生の声がする。

　力が緩み、拘束が解かれた。

　僕はハッとしてベッドから飛び降りる。

　先生はのっそり身体からだを起こし、凜りんとした顔つきで僕を見る。

「おはよう一かず樹き。いま何時だ？」

「ええと……七時五〇分です」

「いつもより五分も早く目覚めたのか。姉の面目を保てて一安心だ」

　ちっとも保ててないけどね。

　ていうか、いつもこれくらいの時間に起きてるの？　タイムリミットまであと四〇分。実家だと遅刻確定だけど……この家からなら間に合うんだろう。

　僕も電車の時間を調べて家を出ないと。

「ところで、なぜ一樹がここで寝ているのだ？」

　覚えてないの？　あんなにはっきりしゃべってたのに……。

「先生を起こそうとしたら、こうなったんです」

「私と添い寝したくなったのだな？　可か愛わいい奴やつめ」

「違いますよ！」

「恥ずかしがることはない。一樹は姉に甘えたい願望があるのだろう。でなければ、あのような漫画を描けるわけがない」

「あれは違いますよ！　たしかに弟が姉に甘える漫画を描きましたけど、べつにああいう暮らしに憧れてるわけじゃありませんから！」

　噓うそだけどね。

　僕は姉に甘えたい願望が強い。正直言うと、先生さえよければ甘えたいと思っている。でもやっぱりまだ抵抗がある。

　先生と同居を始めて日が浅いし、なにより先生に甘えちゃったら学校で会ったときに気まずくなっちゃうし。

「一樹は噓が下手だな。遠慮などいらん。一樹が甘えたいのなら、今日から一緒に寝てもいいのだぞ」

　僕は、ごくりと喉を鳴らす。

「先生と、一緒に……？」

　想像しただけでどきどきしてきた。

　なにせ獅那先生は美人で、スタイル抜群で、おまけにえっちな格好をしているのだ。

　そんなひとと同どう衾きんするなんて、考えただけでくらくらしてしまう。

「い、いいんですか？」

「構わん。一緒に寝れば一樹の甘えたい願望も満たされ、さらに私の甘やかしたい願望も満たされるのでな。まさに一石二鳥だ。今日から一緒に寝るぞ」

　僕と添い寝したいのか、わくわくとした口調だった。ま、まあ、先生がここまで言うんだったら断れないよね！

「さて、そろそろ準備をしないとな。洗濯は……できているようだな」

　ちらっと窓の外を見て、先生が感心したように言う。

「はい。あとは朝食だけです。準備しますから、先生は自分のことをどうぞ」

「では軽くランニングしてくるとしよう」

　こんなぎりぎりの時間なのにランニングするのか。ほんとに運動が大好きなんだな。僕とは正反対だ。

「走りすぎないように気をつけてくださいね」

「うむ。一樹がいてくれて助かるぞ」

　と、先生が両腕を広げる。

　僕がぽかんとしていると、先生は眉をむっとつり上げて、

「なにをしている。こっちに来ないか」

「は、はい」

　先生に身体を近づけると、ハグされた。

「いい子いい子」

　耳元でささやかれ、頰が火照ってしまう。

　家にいるときの獅那先生は、鬼教師とは正反対。ただの優しい美人だ。

　そんなひとと同居できるなんて──しかも甘やかされるなんて、僕って世界一幸せな男かもしれない。

「では美お味いしいご飯を頼むぞ」

「任せてください！」

　僕も先生を甘やかすし、持ちつ持たれつだけど。

　部屋を飛び出した僕は朝食の準備をして、制服に着替えて、掃除機をかける。その間に獅那先生は帰宅して、シャワーを浴びにバスルームへ。五分ほどしてジャージ姿の先生がリビングにやってきた。

　それから一緒に朝食を食べて、洗い物をして、通学カバンを手にしたところで、先生が言った。

「準備できたようだな。では出発するぞ」

「えっ。一緒に登校するんですか？」

「うむ。昨日『近いうちに車に乗せる』と言っただろう。今日から毎日、登校するときは私と一緒だ」

「で、でも生徒に見られたらどうするんですか？　僕と獅那先生が特別な関係だってバレちゃいますよ？」

「関係を聞かれたら正直に答えてやればいいだろう。姉きょう弟だいになったと」

「バレてもいいんですか？　苗みょう字じが『獅那』のままだから、てっきり隠すつもりなんだと思ってました」

「私が苗字を変えていないのは『まきまき』になるからだ。生徒が私をフルネームで呼ぶことはないが、可愛い名前になってしまうと私の威厳が損なわれてしまうのでな」

　父さんの言った通り、先生は可愛い系のフルネームになるのを嫌がってるみたいだ。

　可愛い名前になったところで、先生のイメージは変わんないけど。

「とはいえ、姉弟であることを隠す必要はないが、ありのままを伝えられるのは困る」

「そこは安心してください」

　ありのままを伝えても信じてもらえるわけない。現実逃避してるんだね、と同情されるのがオチだ。

　と、そうこう話しているうちにタイムリミットまで残り二〇分を切った。

　この場合、遅刻しても獅那先生に怒られちゃうのかな？　どうなんだろ。学校では教師モードで振る舞うって言ってたけど、なんだかんだ優しくしてくれそうな気がする。

「さあ行くぞ」

　そうであってほしいと期待しつつ、僕は獅那先生とともに家をあとにしたのだった。





◆






　その日の三限目。

　じりじりと照りつける太陽の下、僕は学校のプールにいた。

　今日はプール開き。僕たちの努力のかいもあって、プールには清潔感が漂っている。

　爽やかで清すが々すがしい気持ちになりそうなものだけど、僕の正面にいる男はどんよりとした雰囲気だ。

「俺、なんでこの学校に進学したんだろ……」

　第３レーンにできた列に並び、磯いそ山やまが陰鬱そうにため息をついた。

　体育の授業中に私語を挟むとか命取りもいいところだけど、恐怖の象徴たる獅那先生はいま第６レーンを泳ぐ生徒に活を入れるので忙しそう。

　あそこからだと列をなした男連中に紛れて僕らの姿は見えないはず。さらにあたりには飛びこみ音が響いてるのだ。小声でしゃべればバレっこない。危険なのはわかってるけど落ちこんでる友達を放ってはおけないしさ。

「それ言うのこれで何回目だっけ？」

「わかんねーよ。でも今日はマジで後悔してんだ」

「去年の水泳の授業中にも、同じことを聞いたような気がするんだけど」

「プールとこの悩みは切っても切り離せねーんだよ。共学だったら女子の水着を拝み放題だってのによ……。こんなことなら中学のときに硬派ぶってねえで、がっつり拝んどきゃよかったぜ……」

「気持ちはわかるよ」

　僕は心から同調する。

　まじまじ見るわけにはいかないけど、視界の端に水着姿の女の子が映るだけでも儲もうけた気持ちになるし。

　なのに男子校に入学したばっかりに、むさ苦しい男に囲まれるはめになったのだ。この場にいる全員が同じ気持ちのはず。

「けどさ、兄ちゃんの話じゃ、共学でも女子の水着はあんまり見られないっぽいぞ」

　となりのレーンにいた川かわ谷たにが口を挟む。川谷は三人兄きょう妹だいの次男なのだ。

「そうなの？」

「らしいぜ。中学のときと同じで男女混合っぽいが、別々のレーンを使うからシルエットくらいしかわからないんだとさ」

「シルエットがわかるだけマシじゃねーか。しかも水泳が終わったら髪を濡ぬらした女子と同じ教室で授業を受けるんだろ？　そんなの風呂上がりの女子と部屋でいちゃついているようなもんじゃねーか。いいよなぁ、共学は……」

　風呂上がりの女子とのいちゃつきとは違う気がするが、だいぶこじらせている磯山にはそう感じられるみたいだ。

　羨ましげにため息をつき、第７レーンを泳ぐ生徒に活を入れ始めた獅那先生をちらっと見る。

「せめて獅那先生が水着姿だったらな……。なんでジャージなんだろうな。ジャージより水着のほうがぜってー似合うに決まってんのに」

「仮に獅那先生が水着姿だったとして、お前直視できるのか？」

　磯山が青ざめる。

「川谷、お前……怖いこと言うなよ……。そんなのできるわけねーだろ。もしエロい目で見てることがバレたらぶっ飛ばされちまうよ……」

　びくびくと身を震わせ、磯山は僕に同情するような眼まな差ざしを向けてきた。

「真ま城きはよく平気でいられるよな。鬼教師と一緒に暮らすとか、考えただけで怖おそろしいぜ……」

　僕と獅那先生の関係は、いまや全校生徒が知っている。

　今日先生の車から下りるところを教室の窓から磯山に見られた。それがあっという間に噂うわさになり、質問攻めにされたので教えたのだ。

　親同士の再婚で獅那先生と姉弟になった、と。

　美人教師と姉弟になり、同居している──。

　女子に飢えた連中がうようよいる男子校でそんな話をすれば命取りになっちゃうけど、相手は鬼教師だ。

　嫉妬の嵐に見舞われるどころか、温かい励ましに包まれた。家でも学校でも恐怖の生活指導に耐えねばならない哀れな男だと同情されたのだ。

「べつに平気だよ。下手なことしない限りは怒られないしさ」

「真城はすげえなぁ……。獅那先生とふたりきりで過ごすとか、俺なんて一分も耐えられねーよ」

　入学して間もない頃の説教を思い出したのか磯山の膝が震えている。川谷がうんうんとうなずき、

「だよな。少しでも部屋が散らかってたら容赦なく怒鳴ってきそうだし。せめてラッキースケベがありゃいいんだが、あの獅那先生が油断するとは思えねえもん」

「はは……」

　乾いた笑いが出てしまう。

　ラッキースケベ？　ありましたとも。

　トイレにいるところに出くわしちゃったし、素すっ裸ぱだかで抱きつかれちゃったよ。

　そんなこと言えっこないけどね。言っても信じてもらえないだろうし、秘密を漏らせば獅那先生の怒りを買っちゃうし。

　全校生徒に怖れられている鬼教師のあられもない姿は、僕だけの思い出にしておこう。昨日から今朝にかけてのえっちな出来事がフラッシュバックして、にやにやしてしまう。

　と、そのとき。

「こら！」

　ふいに怒声が響いた。

　我に返ると、磯山と川谷はプールに飛びこんだあとだった。

　いつの間にか会話を打ち切り、授業に戻っていたようだ。

　僕としたことが妄想にふけってしまうなんて……。

　ひとり取り残された僕のもとへ、獅那先生がやってくる。僕の真横に立ち、怒鳴り声を上げた。

「なにをぼけっとしているのだ！　私の授業がそんなに退屈か！」

「い、いえ、そんなことは……」

「私の目を見て話せ！」

「す、すみません！」

　顔を上げ、先生の目を見る。

　鬼の形相だ。威圧感に押し潰されそうになってしまう。

　数時間前までだらしない姿で寝ていたひととは──僕を優しく抱きしめてくれたひとと同一人物とは思えない。

「もう一度聞く！　心して答えろ！　私の授業は退屈か！」

「め、滅相もありません！」

「ならば授業に集中しないか！　今度浮ついた心で私の授業を受けてみろ！　お前が想像している一〇〇倍はきつい罰を受けてもらうぞ！」

「は、はいっ！　肝に銘じます！」

「ならば飛べ！」

「は、はいっ！　真城一樹、飛ばせていただきます！」

　僕は看守を前にした囚人のように背筋を正して叫び、プールに飛びこんだのだった。




　そして夕方。

　獅那先生にものすごい剣幕で説教された僕はブルーな気持ちで帰宅した。洗濯物を取りこんで夕飯の準備を終える頃、玄関から物音がした。

　獅那先生が帰ってきたのだ。

　僕は身構える。

　家では姉として振る舞うって言ってたけど、あんなことがあったあとだ。説教の続きが始まってもおかしくない。

「帰ったぞ！」

　獅那先生がリビングにやってくる。台所に立つ僕を見て、大股で歩み寄ってくる。

　あの険しい表情。間違いない、説教の続きをするつもりだ。謝らないと！

「あ、あの、先生！　今日は本当に──」

「今日はすまなかった！」

　僕の腰に腕をまわし、ものすごい力で抱き寄せてきた。

　ばふっと顔が胸の谷間に埋まる。

　えっ、えっ、どういうこと？

　僕は胸の谷間から顔を出し、先生を見上げた。

「な、なにをしてるんですか？」

「慰めているのだ。今日は𠮟ってすまなかった……。怖かっただろう？」

「え、ええ、まあ……で、でも、授業中にぼけっとしてた僕に非がありますから……」

「だとしても、弟にきつく当たってしまうなんて……私はひどい姉だ。私のことが嫌いになったか？」

「嫌いになんてなってませんから！　だ、だからそろそろ放してください」

　すさまじいパワーで抱きつかれてるし、このままだと背骨が折れちゃいそうだ。

「一樹は優しいのだな」

　嬉しげに言うと、僕の頰にキスしてきた。

　まさかのキスに、僕はほうけてしまう。

「え……ええ!?　な、なにしてるんですか!?」

「愛してるのチューをしているのだ！」

　今朝はハグで、今回はチュー。

　どんどん愛情表現がエスカレートしてきた。このままだと行き着くところまで行ってしまいそう──なんてことにはならないよね！

　義理とはいえ、僕たちは姉弟なんだ。

　それに教師と生徒だし、大人と子どもでもある。

　三重ロックがかかってるのだ、さすがにそんな関係になるわけない。

　なんにせよ説教されずに済んで一安心だ。僕は胸を撫なで下おろす。

　と、獅那先生が鼻をひくひくさせた。

「美味しそうな匂いがするな。今日の晩ご飯はなんなのだ？」

「豚の生しょう姜が焼きですよ。あとは盛りつけるだけですから、先にご飯にしましょうか。それとも風呂に入ります？」

「たっぷり汗をかいたので風呂に入るとしよう。せっかくだ、一緒に入るか？」

　えっ。

「じょ、冗談ですよね？」

「なぜ冗談だと思うのだ」

「僕が男だからですよ！」

「言われずとも知っている。私が男の裸に恥じらうとでも思っているのか？　保健体育も教えているのだぞ、私は」

「教科書で得た知識と実物とはまるで違うと思うんですけど……。ていうか、先生は僕に裸を見られて恥ずかしくないんですか？」

　昨日も裸で飛び出してきたけど、あれは事故だ。裸を見られるのと裸を見せるのとではわけが違う。

「一樹に見られて恥ずかしい部位などない。なにせ一樹は弟なのだから。一樹だって私の裸を見てもなにも思わないだろう？」

　こちとら男子校に通う男子高生ですよ!?　興奮するに決まってるでしょ！

　そう言い聞かせてやりたいけど、口には出せない。先生の裸に興奮するなんて言えば、気まずくなってしまうから。

「とにかく一緒に入るのはやめましょう」

「そうか……」

　先生は眉尻を下げている。がっかりしてるっぽい。

　とぼとぼと寝室に向かおうとして、ふと思い出したようにたずねてきた。

「たしか一樹は、一五メートルだったな？」

「なにがですか？」

「去年の水泳テストの記録だ」

「それくらいだったと思いますけど……先生、僕の記録を覚えてるんですか？」

「当然だ。教え子の記録はすべて記憶している。私の教え子で二五メートルを泳ぎ切れていない者はふたり。一樹と磯山だ」

　磯山は去年『あとちょっとだったのに』と悔しがってたし、先生の教え子で一番水泳の成績が悪いのは僕ってことになる。

「今年は二五メートルいけそうか？」

「厳しいと思います」

　噓をついてもすぐにバレるので、僕は正直に答えた。この一年、水泳の自主練習なんてしてないし、いきなり一〇メートルも記録が伸びるわけがない。

「では次の休日に特訓するぞ！」

「え？　と、特訓するんですか？」

「うむ。私は一樹を𠮟りたくないのだ。だが、去年からまったく進歩がなければ𠮟らざるを得ない。愛する弟を𠮟るなど、私には耐えられないのだ。というわけで、次の休日は私の行きつけのジムに案内するぞ」

　先生はわくわくとした口調だ。そんなに僕とジムに通いたいのか……。

「いやでも、ジムって会費がけっこうかかるんじゃないんですか？」

　父さんから生活費は預かってるけど、先生は大飯食らいだ。ただでさえ食費が嵩かさむのにジムの会費を払ったら、生活費が尽きちゃうかもしれない。

「心配いらん。私は社会人なのだ。お金ならある」

「自分のために使ったほうがいいんじゃ……」

「遠慮はいらん。休日は弟とジム通いができるのだ。自分のためと言って過言ではない」

　毎週通うつもりですか！

　僕の身体、ぼろぼろになっちゃうよ……。

「む。その顔……私とジム通いするのは嫌か？」

「べ、べつに嫌じゃありませんよ。ただほら、毎週ジムに通ったらほかのことができなくなっちゃうじゃないですか」

「ふむ。一樹は私といろんなことがしたいのだな？」

「ま、まあ、そんなところです」

　たまにはひとりで過ごしたいけど、ジム通いよりはマシだ。

「では次の休日はプールに行くとしよう！」

　ジム通いは回避できたけど、けっきょくプールには行くことになった。





◆






　そして日曜日の正午過ぎ。

　早めの昼食を食べた僕は獅那先生の運転する車でプールを訪れ、ひとまず更衣室の前で別れる。

　いつもの癖で素早く着替えて、通路の出入り口付近で待機する。

「たっくんの腹筋すごーい！」

「キョーコの胸だってすごいじゃん」

「もー、たっくんのえっち～」

　出入り口の前にひとりで佇たたずむ僕の前を、大学生くらいのカップルがイチャコラしながら通り過ぎた。一瞬、男が勝ち誇るような目でこっちを見たのを、僕は見逃さなかった。

　クラスメイトの大多数が嫉妬で憤死しそうな光景だった。僕も危うく悔しさに涙を流すところだったよ。水着女子とデートできるなんて、いったい前世でどんだけ善行を積んだんだ？　羨ましいにもほどがある。

　僕だって水着姿の女子（？）とプールに来てるけど、相手は先生で、これからするのは血へどを吐くような特訓だしさ。とてもじゃないけど楽しい気持ちになどなれやしない。

「早いじゃないか。やる気満々だなっ！」

　ため息をついていると、パワフルな声に呼びかけられた。

　我知らずうつむいていた僕は顔を上げて、どきっとする。さっきまでの暗い気持ちが、一瞬で吹き飛んでしまった。

　獅那先生は、競泳水着を着ていたのだ。

　ビキニのほうが露出が多いが、ぴっちりと肌に張りつく競泳水着のほうがセクシーだ。僕の価値観を変えてしまうくらい、魅力的な姿だった。

　欲求に逆らえきれず、ついついおっぱいに見とれてしまう。

　すると先生が怪け訝げんそうに目を細め、

「むっ？　どうしたのだ？　私の胸になにかついているか？」

　そう言って、自分の胸を揉もむ。

　僕は咄とっ嗟さに視線を逃がした。僕の理性が本能に勝った瞬間だった。

　まったく。先生は自分の魅力に気づいてないの？　男の前であんなことをするなんて。危うく身体の一部がしゃきっとするところだったよ。

　もし生理現象に気づかれちゃったら、ぎくしゃくしちゃうかもしれないもんね。

「…………」

　なのに誘惑に抗あらがえず、先生をちらっと見てしまう。僕の理性がリベンジマッチに敗れた瞬間だった。

　それにしても……ほんと、巨乳だなぁ。締めつけ感の強い競泳水着でこの膨らみって、尋常じゃないぞ。

　先生がこの姿でプールに来たら授業にならない。みんな見とれるに決まってる。

「胸にはなにもついていないようだが……なぜぼんやりしているのだ？　眠いのか？」

「い、いえ、眠くありません！」

「そうか。まあたとえ眠くても、プールに入れば眠気は覚めるだろうがな。それにしても……」

　と、いきなり先生が僕のお腹なかに触れてきた。

「な、なんで僕のお腹を揉んでるんですか！」

「揉みたいからだ」

　本能に従順すぎる！

　それが許されるなら僕だって先生の胸を揉んでるよ！

「一樹の腹はむにむにしているな。もっと鍛えたほうがいいぞ。でないと太ってしまう。一樹が望むなら筋トレに付き合うが」

「い、いいですよ。僕はこの体形が気に入ってますから」

「ふむ。たしかにむにむにしている一樹も可愛いな。これはこれでありということにしておこう。では行くぞ」

　先生に手を引かれ、僕はプールサイドに出た。

　日に日に暑くなってきてるけど、六月に入って間もないからか、思ってたより利用客は少なかった。

「もー、たっくんってばぁ。私の話聞いてる？　どこを見て……さいってー」

「ち、違うんだキョーコ！　あのお姉さんに見とれてたわけじゃないんだ！」

「さよなら、たっくん」

「ま、待ってくれ！」

　一組減ったし、これくらいの人数なら練習しても邪魔にはならないだろう。

「さっそく準備運動を始めるぞ！」

　言うが早いか、先生が屈伸する。そのたびに巨乳がたぷたぷと弾み、僕の目は釘くぎ付づけになる。さらに思いきり開脚して深々と伸脚したことで水着が食いこみ──

「なにをぼけっとしているのだ。ちゃんと準備運動しないか」

　はっと我に返る。

「す、すみません！　先生のきびきびした動きに見とれちゃいまして……」

　鬼教師モードだと誤魔化せないけど、いまは優しい姉モードだ。先生は怒声を上げず、得意気に胸を張った。

「ならば姉の動きをしっかり目に焼きつけながら準備運動するのだ」

「は、はいっ！」

　僕は先生を眺めながら準備運動をする。

　これぞまさに目の保養だ。これだけで終わるなら毎日だってプールに足を運びたいけどそうはいかない。

「さて、いよいよ特訓開始だ！」

　ついにこのときが来てしまった。

　いまは姉モードだけど、運動音痴な姿を見せたら怒られるかも。頑張って泳がないと。

　自分に活を入れつつ、プールに入る。

　ひんやりとした水が火照った身体を鎮めてくれる。

「私はここで一樹の動きをチェックする。まずは自分のペースで二五メートルを二セット泳いでみろ」

　いきなり五〇メートルか。ハードだなぁ。

「よーい、スタート！」

　号令と同時に壁をキックして、クロールで進んでいく。途中で足をついてしまい、まだ一〇メートルくらい残っていることがわかり、がっくりする。

　体感的には二〇メートルくらい泳いだと思ったんだけどな……。

　って、泣き言を言ってもしょうがないか。

　ひとまず折り返しポイントにたどりつき、壁をキックして三メートルほど稼ぐ。体力の限界を感じつつ、二回の休憩を挟み、ようやく五〇メートルを泳ぎ切る。

「はぁ……はぁ……」

　もう無理。体力を根こそぎ奪われた。だけど特訓は始まったばかり。おまけにこのあと先生に説教されるなんてつらすぎる。

　なにせ四回も休憩してしまったのだ。いまだって怖い顔してるに決まってる……。

　僕は肩で息をしつつ、先生の説教に身構える。

　しかし。

「ちゃんと五〇メートル泳げたな！　すごいじゃないか！　さすがは私の弟だ！」

　めっちゃ褒められた。

　僕は信じられない気持ちで顔を上げ、ぎょっとする。

　獅那先生がしゃがんで僕を見下ろしていた。むっちりとした太ももと水着の食いこみがはっきり見え、身体の一部が熱くなってしまう。こ、このポーズは刺激が強すぎる！

「で、でも僕、足をついちゃいましたよ？」

「だが、ちゃんとやり遂げたではないか。やる気さえあれば結果などあとからついてくるものだ」

　先生が手を伸ばし、僕の頭を撫でてくる。

「……先生、めちゃくちゃ優しいですね」

「私は姉だからな。弟に優しくて当然だ。もっとも、私は教師でもある。そんなわけで、これから一樹に水泳のコツを伝授する」

　先生がプールに入る。

「まずは息継ぎの練習からだ。私が実践するので一樹は見ていろ」

　ま、まずい！　いま潜られたら──

　ばしゃ、と先生が潜り、すぐに顔を出した。

　じっとりとした眼差しで見つめてくる。

「一樹……なぜ股間を大きくしているのだ？」

　ずばっと指摘され、僕は生きた心地がしなかった。

「こ、これは、その……」

　なんて言えばいいのさ！　先生の水着姿につい興奮してしまいました、とか言えるわけないよ！

　僕が言いよどんでいると、先生の目つきが険しくなる。

「まさかあの幼子に興奮したのではないだろうな？」

「ち、違いますよ！」

　たしかに僕のストライクゾーンは日に日に広くなってるけど、幼女は守備範囲外だ！

「ではなぜ生理現象が起きたのだ？　私は保健体育も教えているので知っているぞ。男はえっちな気持ちになると股間を膨らませるということくらい。さあ、白状しろ！　一樹はなにを見てえっちな気持ちになったのだ！」

「い、言います！　言いますから！　だから大きい声で言わないでください！」

　幸いなことにはしゃぎ声にかき消され、誰もこっちを見てないけど、もし聞かれたらと思うと心臓に悪すぎる。

　僕は覚悟を決めて、白状した。

「そ、それは、その……先生の水着姿を見て……」

「なっ」

　先生が顔を赤らめる。たぶん僕の顔も同じくらい赤くなってる。

「お前は姉に欲情したのか？」

「すみません！　で、でも、先生は姉になって日が浅いので、意識してしまうというか、なんというか……」

　なんだこの羞恥プレイ！　なんでこんなこと説明しなきゃいけないんだよ！　これなら説教されたほうがマシだよ！

　僕のたどたどしい説明を聞き、先生はため息をついた。

　さすがに愛想を尽かされちゃったよね……。

　変態だと思われただろうし、これからはぎくしゃくした関係になっちゃいそうだ。

　そう思ったけど、違うらしい。

「では今日から一緒に入浴するぞ」

「なんでそうなるんですか!?」

「早く一樹に姉として見てほしいからだ！」

　順序が逆だよ！　姉だから興奮しないのであって、興奮しないから姉ってわけじゃないでしょうに！

「こんなに早く一樹と入浴できる日が来るとはなっ」

　先生は嬉しげだ。僕の生理現象を口実に自分の欲求を満たさないでくださいよ！

「ともあれ、早く帰って入浴したいところだが、いまは特訓に集中せねばな！　息継ぎの練習が終わったら、フォームの改善に取りかかるぞ。正しいフォームさえ身につければ、よけいな体力を使うことなく泳げる距離を大幅に伸ばすことができるのでな！」

　そうして水泳の特訓が再開した。

　最初は半信半疑だったけど、獅那先生の言う通りにフォームを改善した途端、スイスイ進めるようになり、なんと二〇メートルも泳げるようになってしまった。いままでの僕、どんだけ無駄に体力を使ってたんだ。これならもしかしたら今日中に二五メートルを泳ぎ切ることができるかも。

　期待に胸を膨らませる僕だったが……雲行きが怪しくなってきたので、今日のところは引き上げることになったのだった。




　プールを出る頃には小こ雨さめが降り始め、家に帰りつく頃にはどしゃ降りになっていた。

　先生が風呂場に駆けこむ一方、僕は大急ぎで洗濯物を取りこむ。しっとり湿ってるし、乾燥機にかけないと生臭くなっちゃいそうだ。

　ふたりぶんの衣類を脱衣所へ運ぶ。すると先生がバスルームから出てきた。

「あと一五分でお湯が溜たまるぞ！」

「そ、そうですか。ところで先生は今日食べたいものとかあります？」

「肉がいい！」

「肉にもいろいろありますけど」

「肉ならなんでもいいぞ！」

「でも肉ばっかりだと身体に悪いですよ。たまには野菜も食べないと」

「心配いらん！　私は強いのでな！」

「だけど先生の体調が心配なんです」

「む。そうか。私がそんなに心配か。一樹に心配をかけさせるわけにはいかんな。試しにどんな野菜を食べさせるつもりか言ってみろ」

「もやし炒いためとかどうです？」

「ふむ。それなら問題ないぞ」

「じゃあ鶏とり肉にくの照り焼きともやし炒めでいいですね？」

「うむ！　あと一四分でお湯が溜まるぞ！」

　くっ。だめか……。ご飯に気を逸そらそうとしたけどしっかりカウントしてた。僕と入浴する気満々だ。

　ひとまず乾燥機を動かして、それから先生に向きなおる。

「ほんとに一緒に入るんですか？」

「入るに決まっているだろう！」

　食い気味に返事をされた。しかも『決まっている』ときた。こりゃもう混浴は避けられないな。

「私は着替えを用意するので、一樹も入浴の準備をするのだっ！」

　ご機嫌そうに声を弾ませ、脱衣所をあとにする。

　こうなったら覚悟を決めないと。そして興奮しないように気をつけないと。じゃないと毎日獅那先生と入浴することになってしまう。

　もちろん本気で嫌がってるわけじゃない。冷静に考えなくても美人と混浴できるなんて最高だ。

　僕が気にしてるのは先生の視線だ。目的は僕に女慣れさせること。混浴するたびに生理現象が生じているかどうかをチェックされるはめになる。

　普段誰にも見せないところを、よりによって美人にまじまじと見られるのだ。そんなの落ち着けるわけがない。

　なにより気まずい関係になるのが怖い。先生、彼氏いたことないって言ってたし、男のあれを生で見たことないだろうしさ。

　いまは教科書の知識で余裕をぶっこいてるけど……実際に目にすれば怖がりかねない。顔を合わせるたびに僕のあれが脳裏をよぎり、よそよそしい態度になるかもしれない。

　このあとどうなっちゃうんだろ……。着替えを用意した僕は、ソファに腰かけて荒ぶる心臓をどうにか鎮めようとする。

「お湯が溜まったぞ！　さあ、風呂に入ろう！」

　先生が嬉しげに駆けつけてきた。手を引かれ、脱衣所に引きずりこまれる。

　先生はためらうことなく脱ぎ始めた。下着姿になり、ブラジャーのホックに手をかけたところで僕は目を逸らす。

「一樹は脱がないのか？」

「ぬ、脱ぎますよ！　先生は先に入ってていいですよ！　風邪を引いちゃいますから！」

「うむ。風呂場で待っているのでな」

　僕の言葉を信じ、先生はバスルームに身を移す。ばしゃっとかけ湯の音が響き、湯船に浸つかる音がする。

　薄壁一枚を隔てた先に、全裸の先生がいる……。そう思うと心臓が早鐘を打ち、身体が熱くなってきた。

　だ、だけど、先生は湯船に浸かってるのだ。深夜アニメみたいに濁ったお湯とか入道雲みたいな湯気がガードして大事なところは見えないはず！

　そう自分に言い聞かせ、僕は脱衣して風呂場に入る。

　見えちゃいけないところが、はっきり見えた。お湯は透き通ってるし、湯気は白い吐息みたいに頼りない。うん。まあわかってたけどね！

「来たか。さあ入れ」

「し、失礼します……」

　かけ湯を済ませ、なるべく先生を見ないようにして湯船に浸かる。

「なぜ私を見ないのだ」

「見えちゃいけないところが見えちゃうからですよ」

「見えちゃいけない部位などないと言っただろうに。一樹がそのつもりなら、見えやすいようにしてやろう」

　先生が僕のとなりに移動してきた。肩に手をまわし、身体を密着させてくる。

　僕は目線を天井に逃がした。だけど柔らかな感触からは逃げられない。

　あの獅那先生が、裸で僕に抱きついている……。意識すればするほど身体の一部が熱くなり、

「……まったく。姉に欲情するとは。一樹はえっちだな」

　ついに指摘されてしまった。

「す、すみません……」

「謝らなくていい。私はべつに怒っていないのだから。とはいえ、このまま姉に欲情する弟を放っておくわけにはいかんのでな。私の胸を揉んでみろ」

　先生が信じがたい言葉をささやきかけてきた。

「な、なんでですか!?」

「一樹と普通の姉弟になるためだ」

「普通の姉弟は胸を揉んだりしませんよ!?」

「わかっているが、私は早く一樹に姉として見てほしいのだ。私の裸をじっくりと見て、さらに胸を揉めば、私の身体に慣れるだろう？　そうすればいまのように意識することもなくなるはず。だから胸を揉んでほしいのだ」

「や、やり方が荒療治すぎるんですけど……」

「荒療治も治療のうちだ。さあ、遠慮はするな」

　僕の反論に耳を貸さず、先生がぐにぐにと胸を押しつけてくる。僕はぐっと舌を嚙かみ、興奮を抑えこもうと試みる。

「ほらほら、一樹の大好きなおっぱいだぞ。これを好きにしていいのだぞ」

　ぐっ。

「揉んだり、持ち上げたり、ぺちぺち叩たたいたりしていいのだぞ」

　ぐぐっ。

「むにむに～。むにむに～」

　ぐぐぐっ……痛い！　でも我慢だ、我慢！　いま先生の胸を揉んだら理性がぶっ飛んで取り返しがつかないことになりかねない！

「むぅ。なぜ揉んでくれないのだ。こうなったら──こうだ！」

　がしっと手首を摑まれ、てのひらを胸に押しつけられた。

　吸いつくような感触。てのひらがずぶずぶと胸に沈み、ぽよんとはじき返される。

　これ以上我慢できない！

「ぼ、僕もう上がりますから！」

　立ち上がった途端、

「ひゃあ!?」

　と、可愛い悲鳴が響いた。先生の顔があっという間に赤く染まる。

「な、なんだそれは!?　なぜそんなに大きいのだ!?」

「先生が変なことするからですよ！」

「だ、だとしても大きすぎるだろう！　さっき見たときとは全然違うぞ！」

「やりすぎるからですよ！　ていうか見慣れてるんじゃなかったんですか！」

「実物を見るのははじめてだと言っただろう！　い、いいからそれを引っこめろ！　こ、怖いじゃないか！」

　鬼教師の怯おびえる姿は新鮮だ。男勝りなのもいいけど、こういう女子っぽい反応のほうがどっちかというと好き──とか考えてる場合じゃないよね！

　僕は逃げるようにバスルームから立ち去る。急いで着替えて寝室に入り、頭を抱えた。

「やってしまった……」

　これもう明日から気まずくなっちゃうよ……。

　怪我の功名というか、なんというか。さっきの反応からして、今後僕と入浴しようとは思わないだろうけど、お互いに気まずくて会話すらもなくなっちゃいそうだ。

　重苦しい雰囲気のなか生活するんだと思うと、憂鬱な気分になってしまう。

　ため息をついていると、ドアが開いた。

　弾はじかれたように顔を上げる。

　パジャマを着た先生が、しゅんとした顔で立っていた。

「さっきは怒鳴ってすまなかった……」

　謝りに来たってことは僕との気まずい関係を避けたがってるってこと。この場を上う手まくまとめて、いつも通りの日常に戻ろう。

「僕のほうこそ変なものを見せてしまってすみません」

「一樹が謝ることはない。悪いのは私だ。それに『変なもの』とは思っていない。あれは愛する弟の一部なのだからな」

「先生……」

「一樹の一部に対して、『怖い』などと言ってしまうとは……。私は姉失格だ。このままでは私の気が済まない」

「……先生？」

　おや？　雲行きが怪しくなってきたぞ。てっきり謝りに来ただけだと思ってたけど……この会話、いったいどこに着地するんだ？

「というわけで、明日からも一緒に入浴するぞ」

「先生!?」

　まさかの着地点に、僕は動揺を隠しきれない。

「ま、まだ一緒に入る気ですか？」

「そうだ。一樹に私を女ではなく姉として見てもらうためにも。そして私が一樹の局部に慣れるためにも、一緒に入るしかあるまい！　返事は！」

「わかりました！」

　獅那先生の決定を断ることはできず、なによりおっぱいの感触が忘れられず、僕は明日以降の混浴を受け入れてしまうのだった。

　ま、まあ、気まずくならないなら気にすることはなにもないよね！





《　第四幕　鬼教師と戦った　》







　金曜日の三限目。

　雨が降るなか、僕は水泳の授業に励んでいた。先週までは憂鬱な時間だったけど、最近水泳が楽しくてしかたないのだ。

　というのも──

「おい真ま城き、なにいつの間に泳げるようになってんだよ。お前がスイマーになったら、俺だけ獅しい那な先生に怒られちまうじゃねーか」

　第３レーンの最後尾。僕の背後に立ち、磯いそ山やまが『裏切り者め』とでも言いたげな視線を向けてくる。どうやら僕のめざましい進歩に焦っているようだ。

　ちなみに今日の記録は二三メートル。合格ラインにはわずかに達してないけど、天気のコンディションを考えると上出来だ。

　運動音痴の代表格である僕がこんなふうに言われるなんてね。特訓はつらかったけど、こうして結果が出たいまなら頑張ってよかったと思える。

「なあ、魔法でも使ったのか？　なんで急に泳げるようになったんだよ？」

「実を言うと──」

　と、種明かしをしようとしたところ、

「全員注目！」

　獅那先生が声を上げた。生徒が濡ぬれるなか、自分だけが傘を差すのは気が引けるのか、雨の直撃を受けている。シャツ姿なら濡れ透け状態だけど、ジャージなのでブラジャーは見えない。

「これより五分休憩とする！　全員、楽にしろ！　ただし私語は慎むように！　休憩とはいえ授業中であることに変わりはないのでな！」

　雨脚が強まってきたし、授業を続行するかどうかを話しあうようだ。もうひとりの体育教師となにやらしゃべり始めた。

「なあ、なんでいきなり泳げるようになったんだ？」

　そんなに気になるのか、磯山があらためて小声でたずねてきた。私語は慎めとのお達しだけど、雨音があるし、獅那先生はしゃべってるし、今回はさすがにバレっこない。

「特訓したんだよ」

「……ああ」

　磯山が納得したような顔をする。そして嫉妬心と同情心がごちゃ混ぜになった眼まな差ざしを向けてきた。

「それって、獅那先生とだよな？」

　僕はうなずく。

「今年こそ二五メートル泳げるようになれって言われて、特訓することになったんだよ。五時間くらい特訓したかな」

「あの獅那先生と五時間も特訓したなら上う手まくなるわな。で、獅那先生はどうだった？」

「どうって、なにが？」

「なにがって、とぼけんなよ。格好だよ格好」

「そりゃ水着だよ」

「いいなぁ……。俺も一度でいいから獅那先生の水着姿を見てみたいぜ」

「なら僕から頼んでみようか？」

　獅那先生は磯山が二五メートルを泳ぎ切れていないことを知ってるのだ。お願いすれば休日の特訓に付き合ってくれるはず。

　磯山が一緒なら獅那先生もえっちなことは控えるだろうし、友達が一緒のほうが楽しく練習できるもんね。

「ば、ばかなこと言うんじゃねえ。獅那先生に直接指導されるとか、俺が耐えられるわけねーだろ……」

　磯山はびびってる。誘っておいてなんだけど、僕が磯山と同じ立場なら同じ反応をしただろう。いくら水着のためとはいえ、鬼教師の個人指導とか怖すぎるのだ。

「なに話してんだ？」

　川かわ谷たにが興味深げにやってきた。

「真城が獅那先生とプールで特訓したんだとさ」

「マジかよ。よく生きて帰ってきたな。……で、獅那先生はどうだった？」

　川谷は磯山と同じことを聞いてきた。やっぱりそこが気になるよね。

「水着だったよ」

「いいなぁ……。あの獅那先生の水着姿が拝み放題だったんだろ？」

「なわけねーだろ。がっつり見たら『水泳に集中しろ』ってぶっ飛ばされちまうぞ」

「ああ、そっか……」

　川谷まで同情の目を向けてきた。

　準備運動のときに拝み放題だったけど、磯山も『水着姿に見とれたらぶっ飛ばされるに違いない』って決めつけてるし、言っても信じてもらえないだろう。

「俺も水着の女子とプール行きたいぜ」

「だったら彼女を作らないとだね」

「だよなぁ……。誰か合コンのセッティングしてくれねーかな……。真城、女子につてはあるか？」

「それ僕に聞く？　あるわけないよ。川谷はあるんじゃない？　中三の妹がいるし」

「妹にそんな頼みできるわけねえだろ。ただでさえ汚いものを見るような目で見られてんだぞ」

「だったらもう夏休みにナンパしまくるしかねーな」

「磯山、去年も同じこと言ってなかったっけ？」

「今年の俺はひと味違うぜ。なんたって坊主にしたからなっ。女子って清潔感のある男が好きなんだろ？　いまの俺は清潔感の塊だぜ」

　そんな理由で坊主にしたのか。

「いやいや、女子が好きなのはマッチョだって。てなわけで、今年の俺はひと味違うぜ。見ての通り、マッチョになったからな」

　そんな理由で身体からだを鍛えたのか。

　ふたりとも彼女を作るために頑張ってるんだな。自分磨きをしてない僕が女子（？）と仲良くなったのが申し訳なくなってしまう。……仲良くなるベクトルがおかしな方向を向いてる気もするけど。

「にしても、雨が強まってきたな。これじゃ風邪引いちまうぞ」

「だね。これもう中止になるんじゃないかな？」

　なんて言ってる間に、ますます雨脚が強まってくる。

「全員集まれ！」

　獅那先生の号令が響いた途端、まるで軍隊みたいにきびきびした動きで列を形成する。そんな僕たちをぐるりと見まわし、先生が声を張り上げる。

「見ての通り、雨脚が強まってきた！　二〇分早いが、三限目はこれにて終了とする！　四限目は当初の予定通り座学を行うので、各自風邪を引かないよう速やかに身体を乾かすように！」

　解散となり、僕たちはプールサイドをあとにする。

「真城、待て」

　その直前、獅那先生に呼び止められた。傘を差さずに立っているせいで、ずぶ濡れだ。風邪を引かなきゃいいんだけど……。

「な、なんですか？」

　いまは教師モードだ。なにを言われるかわかったもんじゃない。

　もしかして、さっきおしゃべりしてたのが見つかったのかな？　だったら磯山と川谷も呼び止められそうなものだけど……。

「用件はあとで伝える。着替えたら速やかに職員室まで来い」

「わ、わかりました」

　なんだろ？　次は座学だし、プリントを運ぶのを手伝ってくれ、とかかな？

　なんにせよ説教されずに済んで一安心だ。

　僕はさっさと更衣室へ向かい、速やかに着替えると、そのまま職員室へ直行した。

　獅那先生は職員室の前に佇たたずみ、タオルで黒髪を拭いていた。僕に気づき、目つきを鋭くさせる。

「やっと来たか」

「す、すみません。遅くなってしまいました」

「構わん。ついてこい」

　先生は僕を伴って廊下を移動する。

「ここだ。入れ」

　まわりに誰もいないことを確かめ、とある部屋に招き入れてきた。

　一度も入ったことのない部屋だ。資料室だと思ったけど、違うっぽい。

　部屋には大きめのロッカーがいくつかあり、部屋の真ん中にベンチが置いてある。

「あの、先生、ここってまさか……」

「女子更衣室だ」

　やっぱり！　なんてところに連れこむんですか！

「ほかの先生が来たらどう説明するんですか！」

「案ずるな。一応、共有ということになっているが、ここを使うのは私くらいのものだ。それにいまは授業中。つまり私と一かず樹きのふたりきりというわけだ」

　先生は僕を真城ではなく一樹と呼んだ。

「いまって、姉モードなんですか？」

「うむ。学校にいるので落ち着かんが、ふたりきりのときは姉として接するぞ」

　じゃあ安心だ。ほかの先生も来ないらしいし、獅那先生に説教される心配もない。僕が気にすることはなにもないのだ──と安心していたところ、先生が服を脱ぎ始めた。

　一言ほしかったけど……まあ、濡れた格好のままだと風邪を引いちゃうもんね。

　先生は下着姿になり、濡れたジャージをロッカーに仕舞う。

　ムチッとしたおしりに見とれていると、先生がこっちを振り向いた。

　思わず目を逸そらす僕。

　すると先生が正面にまわりこんできた。視線を逃がすも、再びまわりこんでくる。

「な、なんで視界に入ろうとするんですか？」

「一樹に見てほしいからだ。どうだ、興奮するか？」

「質問の意図がわからないんですけど……」

「いいから正直に答えろ。これは大事な質問なのだ。一樹は私の下着姿を見て、えっちな気持ちになるか？　それとも毎日の入浴で慣れたか？」

「……いえ、まだ興奮します」

　恥ずかしさを抑えこみ、正直に言う。

　先生は満足げにうなずき、

「では脱げ」

「……え？」

「ズボンを脱いで、パンツを下ろすのだ」

「意味がわからないんですけど!?」

　なんで女子更衣室で下半身を露出しなきゃならないんだよ！　まさかひとがいないのをいいことに、えっちなことをするつもりか!?

　い、いや、それはない！　獅那先生は姉として振る舞うって言ってたし、一線を越えるわけがない！

「すまない。説明不足だったな。これを使いたいのだ」

　先生がロッカーから取り出したのは、避妊具だった。

　一線を越えるアイテムの登場に、僕はぎょっとした。

「ここ学校ですよ!?」

　家ならオッケーってわけじゃないけど、学校でそれはまずいでしょうよ！

　僕のツッコミに、先生は顔を赤らめた。

「ば、ばか者っ！　早とちりするんじゃないっ！　私たちは姉きょう弟だいなのだぞ!?　義理なので法的には結婚できるとはいえこんなところでそういう行為をするわけがなかろう！　だ、だいたい、私ははじめてはロマンチックな雰囲気でしたいと決めているのだ……」

　えっちなこと＝結婚と思ってるあたり、先生はまじめだな。

「じゃあなんで避妊具をつけろとか言うんですか？」

「四限目の保健体育で、避妊具の使い方を教えねばならないのだ！　しかし私は避妊具の使い方がわからない。だから一樹に協力してほしいのだ！」

　あ、ああ、そういうことね。やっと腑ふに落ちたよ。

「それ、僕じゃなきゃだめなんですか？」

「こんなことを頼めるのは一樹しかいないのだ。一緒に入浴しているし、私にちんちんを見せるのは慣れっこだろう？」

「その言い方だと僕が変態みたいに聞こえるんですけど……」

　ぜったい他人に聞かせられない会話だった。

　と、ここで三限目終了のチャイムが鳴る。

「頼む一樹、私を助けてくれ……」

　潤んだ瞳で頼まれる。

　正直ここから消えてしまいたいくらい恥ずかしいけど、先生を見捨てるのは心苦しい。じゃないと先生はみんなの前でミスを連発し、恥をかいてしまう。

　こうなったら覚悟を決めろ、僕！

「わかりました」

　僕はズボンとパンツを膝まで下ろす。目をキラキラと輝かせていた先生は、僕の股間を見て、がっかりした様子だ。

「小さい……」

　小さいとか言わないでよ。

「なぜ大きくしないのだ」

「思いのままにサイズを変えられるわけじゃありませんから」

「目の前に下着姿の私がいるのだぞ。それとも一樹は、密着されないと興奮しないのか？　それは嫌だぞ……」

「え？　僕に密着するの嫌なんですか？」

　いまの台詞せりふ、すごいモテ男っぽいな。実際は全然そんなことないのに……。でも先生、風呂場ではあんなに密着してきたのにどうして急に嫌がりだしたんだろ？

「か、勘違いするな。一樹とべたべたするのは好きだ。だ、だが、その……いまは汗臭いのでな。一樹に匂いを嗅がれたくないのだ……」

　恥じらう先生は新鮮だ。可か愛わいく見えてしまう。

「とはいえ、このままでは授業に間に合わんし……胸を揉もめば大きくなるか？」

「なると思いますけど──」

　やっぱり学校でそういうことをするのは気が引ける。そう続けようと思ったが、先生が言葉を遮ってきた。

「ならば揉め。遠慮はするな」

「い、いきなり揉めと言われましても……」

「来ないのならこっちから行くぞ」

　僕の手を摑つかみ、ブラジャーの隙間に入れてきた。

　しっとりと汗ばんだ肌がてのひらに吸いつき、くすぐったさを堪えるように下唇を嚙かむ先生を見て、思わず興奮してしまう。

　僕の股間を見て、先生は満足げな顔をした。

「やっと大きくなったな。あとのことは私に任せて、一樹は天井を見ているといい」

　ぎこちない指使いで避妊具をつける先生。

　これまで感じたことのない感触にびくびくしつつ、僕は染みひとつない天井を眺める。

「で、できたっ。どうだ一樹、上手いものだろう？　これならミスをすることなく授業を進行できそうだ。助かったぞ」

「ど、どういたしまして」

「ご褒美にちゅーしてやろうか？」

「し、しなくていいですってっ」

　緊張でたっぷり汗をかいたし、早く空調の効いた教室に帰りたい。

「遠慮はするな。ちゅ～」

　ほっぺに熱い感触が訪れる。

　と、そのとき。

　誰かがドアノブに手をかける音がした。

「まずいっ」

　先生が僕を抱き寄せ、ロッカーに身を隠す。

　慌ててロッカーに飛びこんだからか、すごい姿勢になってしまった。先生は手を上げ、僕の唇がワキに触れている。さらに僕の股間が先生の太ももに押しつけられている。

「か、一樹、くすぐったいぞ……」

「す、すみません」

「あと太ももが熱いのだが……」
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「ほ、ほんとにすみません……」

「しっ。静かに」

　先生から話しかけてきたくせに……。そう言いたい気持ちをぐっと抑えこみ、僕は息を潜める。

　外から聞こえる声からして、更衣室に来たのは家庭科の先生のようだ。どうやら私物を取りに来たらしく、すぐに出ていった。

　足音が遠のいたのを確かめて、僕たちはロッカーから出る。

「誰も来ないって言いましたよね？」

「み、見つからなかったからいいではないか。それよりすまなかった……。一樹にワキを押しつけてしまうなんて……汗臭かっただろう？」

「そ、そんなことないですよ。良いい匂いがしました」

「……ほんとか？」

「ほんとですって」

　先生は安心したようにため息を吐つく。

「よかった……。一樹に嫌われたかもと不安だったのだ」

　どうせなら避妊具をつけるときに不安になってほしかった。

　僕は避妊具を取り外して、ズボンを穿はき、先生にたずねた。

「これ、どうすればいいですか？」

「家に持ち帰って処分しろ。学校で見つかれば全校集会になってしまうのでな」

「そうします」

「うむ。今回は本当に助かったぞっ！　私も着替えたらすぐに行くので、一樹も遅れないようにな」

「わかりました。あと先生、髪とかちゃんと乾かしたほうがいいですよ。そのまま教室で授業したら風邪を引いちゃいますから」

「心配はいらん。私は強いからな！」

　得意気に胸を張る先生に別れを告げ、僕は更衣室をあとにしたのだった。





◆






　そして翌朝。

　僕は苦しげな唸うなり声で目覚めた。

　同じベッドで寝るようになってしばらく経たつが、こんなふうに目覚めるのははじめてだ。先生は寝相こそ悪いけど、いびきはかかないのに……。

　いまの唸り声ですっかり目が覚めてしまった。スマホを見ると、あと五分でアラームが鳴るところだった。もう起きようかな。

「一樹ぃ……」

　のっそりと身を起こすと、先生がか細い声で呼びかけてくる。

　今日も曇り空。部屋は薄暗いけど、先生の顔色が悪いことはすぐにわかった。

　おまけにぼけーっとした表情だ。いつも目覚めは悪いけど、起きたらしゃきっとしてるのに。

「どうしたんですか？」

「頭がぼんやりするのだ……」

「風邪ですか？」

「だと思う……」

　フラグを回収するのが早いな……。昨日ちゃんと忠告したのに髪を濡らしたまま教室に来たし、がっつり冷房を浴びたのだ。いくら身体を鍛えてるからって体調を崩して当然と言える。

「私は強いのに、いったいなぜ……」

「なぜ風邪を引いたかは、体調が良くなってからじっくり考えてみてください。それより学校はどうするんですか？」

　今日は土曜。授業は半日で終わるし、体育はない。ホームルームは副担任がしてくれるから先生が休んでも問題はなさそうだけど……。

「教え子に風邪を伝う染つすわけにはいかん……今日は休むのだ」

「それがいいですね」

　鬼教師と接したくなくて欠勤を勧めてるわけじゃない。純粋に心配なのだ。いつも元気満々な先生の弱々しい姿、痛々しくて見ていられない。

「必要なものがあれば帰りに買ってきますけど、なにかありますか？」

「桃缶が食べたい……」

「わかりました。買ってきますから、おとなしく寝ててくださいね」

　ベッドを出ようとすると、先生が服を摑んできた。

「どうかしたんですか？」

「……寄り道せずに帰ってくるのだぞ」

　潤んだ瞳で見つめられ、どきっとしてしまう。弱々しい姿の先生……可愛いな。

「すぐに帰りますから安心してください。りんごを切って冷蔵庫に入れておきますから、お腹なかが空いたら食べてくださいね」

「……うさぎがいい」

「ちゃんとうさぎの形にカットしておきます」

　一瞬、うさぎの肉を食べたいのかな？　と思ったけど、さすがに違うっぽい。

「ありがと」

　満足そうに言って、先生は再び寝息を立て始めた。

　それからやるべきことをやり、登校する。

　獅那先生のいない学校は平和そのものだったけど、なんとなく落ち着かない。クラスのみんなもそわそわしてたし、なんだかんだ獅那先生が心配なのかもしれないな。

　何事もなく授業を終えて、スーパーで桃缶を買い、帰路につく。

　先生はまだ寝てるはず。そう考えて、なるべく音を立てないように帰宅したけど、どうやら起きているようだ。

　どたばたと足音が聞こえ、獅那先生がリビングから飛び出してきた。

「待っていたぞ！」

　元気な声を響かせて、僕にぎゅっと抱きついてくる。

「寝てなきゃだめじゃないですか」

「ちゃんと寝たのだ！　そしたら体力が回復したのだ！」

　驚きの回復力だ。同じ人間とは思えない。

「調子に乗るとぶり返しますよ」

「だとしても、いっぱい寝て眠気は覚めた！　むっ。それは桃缶か？」

「はい。ちゃんと買ってきましたよ。用意しますから手を洗ってきてください」

「うむ！」

　先生が脱衣所へ駆けていく。僕は台所で手を洗い、桃缶の中身を皿に移した。

「いただきます！　──ごちそうさま！」

　よほどお腹が空いていたのか、あっという間に完食。そしてうきうきとした声で言うのだった。

「一樹、遊ぼう！」

「今日のところは家でおとなしくしてたほうがいいですって」

「べつに運動をしようと言っているわけではない。室内遊戯でいいから遊びたいのだ」

「わかりましたよ……。僕もご飯にしますから、ちょっと待っててください」

　ひとまず昼食の準備に取りかかる。チャーハンを作り、先生と一緒にいただく。食欲があるっぽいし、ほんとに復活してるな、こりゃ。

「なにをして遊ぶ？」

「そうですね……。じゃあ、絵を描きましょうか。で、お互いになにを描いたか当てるんです」

「それは嫌だ。私は絵が苦手なのでな。私の得意なことをして遊びたいのだ」

　わがままな……。

「なんだその顔は？　もしや『わがままな女だ』などと思っているのではあるまいな？　私は病み上がりなのだぞ。ちょっとくらい優しくしてくれてもいいだろうに……」

　拗すねたように唇を尖とがらせる先生。

　病み上がりの人間とは思えないテンションの高さだし、けっこう優しく……というより甘やかしてるつもりなんだけどな……。

「じゃあ、ゲームとかどうですか？」

「どんなゲームだ？」

「格闘ゲームです。昔、父さんがハマってたやつだから、古めのゲームですけどね。どうします？」

「ゲームはしたことがないが、格闘と名のつくもので私が負けるわけがないのでな。その勝負、乗った！」

　リアルバトルと格闘ゲームはわけが違うんだけど……。

　ともあれ、先生が乗り気になったので格闘ゲームをすることに。さくっと準備をして、ソファに腰かけ、コントローラーを握る。

「ふむ。キャラクターがたくさんいるな。こんなにいたらどれにするか迷ってしまうぞ。一樹はどれにするのだ？」

「僕はこのキャラです」

　火を噴くインド人を選択する。

「ガリガリだな。ちゃんと食事をしているのか？」

「見た目に惑わされちゃいけませんよ。こう見えて、かなり強いんですから」

「だとしても、この体格差は覆せまい」

　言いながら、先生は力士を選択した。

　続いてフィールドを選択し、戦いの火蓋が切られる。

　瞬殺だった。

　一試合目は楽勝、二試合目も圧勝で、二ラウンド先取した僕の勝利となる。

　弱すぎる……。赤ちゃんのほうが強いかもしれない。

「ずるいぞ！　火を噴く上に手足が伸びるなんて聞いてない！」

「そういうキャラなんです」

「そんなキャラクターがいるわけないだろう！」

「ゲームなんだから文句つけないでくださいよ」

「たとえゲームとはいえ、もっと現実に即したキャラクターを選ぶべきだ！　今後一切の火を噴く行為と手足を伸ばす行為を禁ずる！」

　強みが封じられてしまった。それを禁止された以上、このキャラクターは使えない。

「わかりましたよ……」

　プロレスラーを選び、再戦。二試合連続で力士をぼこぼこにすると、先生は悔しそうに唸った。

「……手加減しましょうか？」

「だめだ！　実力で勝ってみせる！　もう一回だ！」

　ぎちぎちと手元から音がする。このままだとコントローラーを破壊されちゃいそうだ。手加減を禁じられたけど、気づかれない程度に手を抜こうかな。

　そして再戦。手を抜いたのに、まさかの無傷で勝利する。その後も何度となくリベンジマッチを挑まれたが、先生が僕に土をつけることはなかった。

「そろそろやめましょうか？」

「私が勝つまで続けるに決まっているだろう！」

「僕、夕飯の準備をしないといけないんですけど。美お味いしいご飯が食べられなくなってもいいんですか？」

「うっ。そ、それは困る……」

　腹の音が切なげに鳴り、諦めがついたのか、先生はコントローラーを置いた。

「先に言っておきますけど、今日はもうゲームしませんからね」

「……わかったのだ」

　やけに素直だ。てっきり食い下がると思ってた。

　なんとなく嫌な予感がしつつ、僕はゲームを片づけるのだった。




　僕の予感は的中した。

「一樹、ゲームだ！　ゲームで遊ぶぞ！」

　翌日。正午過ぎに目覚めてご飯を食べるなりどこかへ出かけていた先生が、嬉うれしげな声を響かせて帰宅した。ノックもせずに部屋に駆けこみ、紙袋を渡してくる。

　ゲームショップの紙袋だ。なかには最新のゲーム機とコントローラー、ゲームソフトが入っていた。

　プレイしたことはないが、このゲームはコマーシャルで見たことがある。身体の動きと連動してキャラクターがパンチを繰り出す格闘ゲームだ。

「どこに出かけたかと思えば、ゲームを買いに行ってたんですね」

「うむ！　姉の威厳を保つため、今日こそ一樹に勝ってみせるのだ！」

　散らかった部屋とかだらしない寝姿を晒さらしてる時点で威厳もなにもないんだけど……。

　まあ、ゲームで勝ったからって威厳が保たれるわけじゃないにしろ、たしかに初プレイ同士なら先生にも勝算はある。しかも先生に有利なゲームだし。

「にしても、よくこのゲームを見つけましたね」

　先生にゲームの知識はない。だというのに、まさか自分に有利な体感型ゲームを見つけだすとは。

「以前、頻繁にコマーシャルが流れていたのでな。記憶に焼きついていたのだ！　昨日は敗れてしまったが、今日の私はひと味違うぞ！」

　先生は自信満々だ。

　身体の動きと連動して戦う格闘ゲームなら僕に勝てると思ってる様子。

　昨日は僕の圧勝に終わったけど、たしかに今日は先生に分がある。先生の鍛え抜かれた肉体と反射神経をもってすれば、僕をコテンパンにするのは造作もないはず。

　昨日と違って、今日は長丁場にならないだろう。それならゲームをすることに不満などない。勉強にも飽きてきたところだ、気分転換に遊ぶとしよう。

　僕たちはリビングに移動する。

「さっそく勝負だ！」

　威勢良く言い放ち、箱からゲーム機を取り出すと、先生はまごまごする。

「ど、どうやって使えばいいのだ？」

「僕がやります」

「一樹は頼もしいなっ。ちゅーしてやろうか？」

「し、しなくていいですって」

「遠慮はいらんぞ。ちゅ～」

　頰に熱い感触が迸ほとばしる。さらに先生は僕の背中に抱きつき、髪を撫なでてきた。

　柔らかな弾力を意識しないようにしつつ、セッティングやら初期設定やらを終える。

　そして格闘ゲームを起動。

「いよいよだな！」

　テレビの前に立ち、わくわくとした眼差しでモニターを見つめる先生。まずはチュートリアルがあるらしい。

「ふむふむ。コントローラーを突き出せばパンチが、コントローラーを横に傾ければ移動するのだな」

　先生の手の動きにあわせてキャラが動き、腕を伸ばしてパンチを繰り出している。

「このキャラクターは火を噴かないのだな」

「そりゃ昨日のゲームとは別物ですからね。今日は『手を伸ばすの禁止』とか言わないでくださいよ」

　キャラクターは全員腕を伸ばして戦うのだ。それを封じられると為なす術すべなくぼこられてしまう。

「そんなずるいことは言わん。なにせ圧倒的に私に有利なのでなっ。今日こそ姉の威厳を見せつけてやるのだ！」

　自分に有利なゲームをチョイスした時点で威厳もなにもないんだけど……。

　なんて話してる間にチュートリアルが終わり、僕もコントローラーを握る。

　僕は動きが素早そうなキャラを、先生は重量級のキャラを選び、いよいよ戦いの火蓋が切られた。

　瞬間、先生が連打を繰り出す。

「たぁっ！　やっ！　とりゃ！　はっ！　せいっ！　てい！　むんっ！　てや！　むっ！　なっ！　くっ！　ぐぬっ！　あっ、あぁぁあッ!?」

　先生が膝から崩折れる。

　僕の圧勝だった。

　……今日も長丁場になりそうだ。

「こ、この私が！　この私が負けた!?　なぜだ！　まさか一樹、経験者だったのか!?」

　先生が涙目で睨にらみつけてくる。

「初心者ですよ」

「ならばなぜ私が負けたのだ！　私は体育教師だぞ!?　運動が得意なんだぞ!?」

「先生の敗因は、単純に先生が弱いからです」

「わ、私が弱い!?」

　先生はショックを受けたように目を見開いた。結果を見れば明らかだろうに……。

　もしかして、『先生は強いです。ただ、僕がもっと強かっただけの話です』って言ってほしかったのかな？

「先生は強いです。ただ、僕がもっと強かっただけの話です」

　一応、言ってみる。

「う、うむ」

　先生は、ちょっとだけ機嫌を取り戻した様子。照れくさそうに頰をかいている。単純なひとだな。

「しかし、なぜ一樹はそんなに強いのだ？」

「攻撃と防御を使い分けてるからです。パンチを打つのもいいですけど、たまにはガードしないとすぐに体力が底をついちゃいますよ」

「なるほど。コツがわかったところで再戦だ！」

　リベンジマッチが幕を開ける。

　……楽々勝利してしまった。弱すぎる！

「な、なぜ勝てないのだ！　ちゃんとガードしているのに、いったいなぜ……」

「先生、動作が激しすぎるんです。そのせいでガードを解除するタイミングが丸わかりになってるんですよ」

「そんなに激しく動いているつもりはないのだが……。とにかく、コツはわかったのだ。次の私はひと味違うぞ」

「……まだやるんですか？」

「無論だ！　私が勝つまで続けるぞ！」

　試合が幕を開け、僕が勝利する。一時間バトルをしたが、なかなかコツが摑めないのか先生は屍しかばねの山を築いていく。

「そ、そろそろやめません？」

　いいかげん疲れてきたぞ。無駄な動きはしないように気をつけてるのに、腕がきつい。こりゃ明日は筋肉痛だな。

「あと一戦。あと一戦だけ付き合ってくれ。次こそ勝ってみせるのでな！」

「わかりました。次で最後ですよ……」

　とか言って、けっきょく先生が勝つまで続けることになりそうだ。

「うむ。次こそ勝ってみせるのだ。しかし、ちょっと待て。暑くてかなわん」

　獅那先生は頰に伝う汗を拭い、長い髪をポニーテールにまとめると、ジャージの上着を脱いだ。

　パツパツのタンクトップに包まれた巨乳の登場に、思わずどきっとしてしまう。しかも明らかにノーブラだ。

　僕の気も知らないで、先生はキャラを選択する。僕も慌ててキャラを選び、戦いが幕を開けた。

「ていっ！　やっ！　とぅ！　はっ！」

　ぽよんっ。ぽよんっ。

「ふっ！　むんっ！　でやっ！　とりゃ！」

　ぽよんっ。ぽよんっ。

　先生の動きに連動して激しく揺れる胸。戦いに集中したいのに、弾む胸に気を取られ、モニターから目を逸らしてしまう。

　そしてついに──

「か、勝った！　勝ったのだ！」

　地に伏せる僕のキャラを見て、先生がガッツポーズをする。

「どうだ一樹！　私はすごいだろう！」

「は、はい、すごいです」

　ほんと、すごいおっぱいだ。すぐとなりであんなに揺らされたんじゃ勝負になんてなるわけないよ……。

「なんとなくコツが摑めてきたぞ！　もう一度勝負だ！」

「も、もう勘弁してください……へとへとなんですよ……」

　再戦すれば揺れるおっぱいを見ることができるけど、いまはとにかく休みたい。

「む、そうか。もっと一樹と遊びたいが、疲れたのなら無理をさせるわけにはいかんな」

　先生は残念そうに眉尻を下げ、なにかを閃ひらめいたのか、ハッとする。

　ソファに腰かけ、ぽんと太ももを叩たたき、

「ほら、来い」

「え？」

「膝枕をしてやると言っているのだ。遠慮はするな」

「い、いいですよ膝枕なんてっ」

　裸で密着したり、胸を揉んだり、胸に顔を埋めたり、これまでにも散々刺激的なことをしてきたけど、膝枕は未経験だ。

　服越しとはいえ、先生の太ももに頭を載せるとか考えただけでどきどきする。そんなの落ち着いて休めるわけないよ。

「……私、汗臭いか？」

「そ、そんなことないですって！　とても良い匂いがしますからっ！」

「だが、一樹は膝枕をされるのが嫌なのだろう？　汗臭いなら正直に言ってくれ……」

「ほんとに汗臭くありませんから！」

　これはガチだ。なんでか知らないけど、先生からはいつも良い匂いがする。

「ならば来てくれ」

　先生が両腕を広げ、僕を迎え入れようとする。僕は覚悟を決め、バクバクと早鐘を打つ心臓をなだめつつ、先生の太ももを枕にしてソファに横たわった。

「むー……。そっちではない。私のほうを向いて寝るのだ。でないと一樹の顔が見えないではないか」

「わ、わかりましたよ……」

　寝返りを打つと、目の前に巨乳が現れた。大迫力だ……。先生の呼吸にあわせて上下に揺れる胸を見ていると、頭がどうかなりそうだ。

「いい子いい子」

　どきどきしていると、先生が頭を撫でてきた。まるで赤ん坊のような扱い。こんな姿、誰にも見せられないな。

「そろそろ疲れが取れてきたか？」

　一五分ほど経った頃、先生が優しい声で聞いてきた。

「はい、おかげさまで」

「では再戦するか」

「いや、今日はもう無理ですよ。夕食の準備とか宿題とかしなきゃいけませんから」

「むぅ。それならしょうがないな。では明日の放課後に再戦するとしよう」

「明日も無理です」

「なぜだ？　……私と遊ぶの、つまらないか？」

　悲しげな瞳で見つめられ、僕は慌てた。
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　泣きそうな顔をするのは反則だよ……。

「違いますって。先生と遊ぶのは楽しいですよ。ただ、テスト勉強をしないといけませんから。先生も問題を作らないとまずいんじゃないですか？」

「その必要はない。前回は私が作ったが、生徒が家族になったのでな。万が一に備えて、私以外の先生が作ることになったのだ」

　とはいえ、と先生は続ける。

「どんな問題が出るかはわからんし、わかっていても教えるわけにはいかんが、姉として勉強を教えることはできるのでな。家庭教師になってやろうか？」

「遠慮します」

「なぜ即答するのだ……」

　先生はがっかりしている。僕に勉強を教えたかった様子だ。

　ちなみに断った理由はふたつある。

　ひとつは教えてもらうまでもなく、保健体育は得意だからだ。これは僕に限った話じゃない。獅那先生の教え子は、みんな保健体育で高得点を叩き出している。なぜなら説教が怖いからだ。

　もうひとつの理由は、恥ずかしいから。保健体育の教科書には男女のあれこれが載っているのだ。獅那先生と一緒に教科書を読むなんて、勉強に集中できるわけがない。

　そんな理由を心に留とどめ、僕は違うことを口にする。

「自分のペースで勉強したいからです」

「そうか……」

　残念そうにつぶやいて、名案を閃いたような顔をする。

「では一樹がテストで良い点数を取ったら褒美をやるとしよう」

「褒美ですか？」

「うむ。どんな褒美かはあとのお楽しみだ。頑張って勉強に励むといい」

　口ぶり的に、褒美の内容はもう決めているらしい。

「わかりました。頑張ります」

　いったいなにが与えられるのか……。

　期待半分、不安半分で、僕はテスト勉強に取りかかるのだった。





《　第五幕　鬼教師といちゃついた　》







　七月中旬。

　期末試験の全日程が終わって数日が過ぎた。

　その日、帰りのホームルームを待つ教室には、弛し緩かんした空気が漂っていた。

　あと数日で終業式。それが終われば夏休みに突入だ。わくわくせずにはいられない。

　来年は受験まっ只中。行きたい大学は決めてないけど、僕は進学予定だ。三年になれば勉強で忙しくなっちゃうし、今年の夏休みは来年のぶんまで楽しむぞ！

「やっぱ夏休みといえばデートだろデート！　海とかプールとか行きまくるんだ！　そのためにも、ぜってープールでのナンパを成功させてみせるぜ！」

　磯いそ山やまが弾んだ声で言う。目的地からして水着姿の女子を拝む気満々だ。

　僕と磯山はなんとか二五メートルを泳ぎ切った。プールに対する苦手意識はなくなり、それどころか得意競技の気さえする。かっこよく泳ぐ姿を見せつけて、女の子のハートをゲットしようと企たくらんでもおかしくない。

「そんときゃ俺も一緒にナンパするぜ！　このマッスルボディを一目見りゃ、ぜってーに『うわぁ、すっごい筋肉ぅ。触ってもいいですかぁ？』ってお声がかかるはずだしな！　とーぜん真ま城きも来るだろ？」

　楽しげに予定を語っていた川かわ谷たにがナンパに誘ってくる。

「僕はどうしようかな……」

　ひとりでナンパするのは無理だけど、友達が一緒ならそれなりに楽しく過ごせそうだ。

「早く決めといたほうがいいぜっ。夏休みなんてあっという間に過ぎちまうからな！」

「そうそう。スケジュール帳をびっしり埋めて、悔いのないように過ごさねーとな！　俺なんて夏休み中盤以降は彼女とのデートで埋めてるぜ！」

　さすが磯山、ぬかりない。彼女ができなかったら夏休み中盤以降のスケジュールが破綻するということ以外は完璧だ。

　ちなみに僕も、夏休みのスケジュールは決めている。

　九月頭が締しめ切きりの新人賞に向けて、漫画を描くんだ。

　自信作が箸にも棒にもかからずに落胆してたけど、先月先生に漫画を褒められて自信がついた。まだネタは閃ひらめいてないけど、最近漫画を描きたい欲が高まっている。もちろん、今回も姉きょう弟だい漫画を描くつもりだ。

　さっさと山盛りの宿題を終わらせて、夏休み中に漫画を一本描き上げてみせる！

　楽しくしゃべっていると、がらっと引き戸が開き、獅しい那な先生がやってきた。その途端、緩みきっていた空気が張り詰める。

　一年の頃から獅那先生のクラスだった僕と磯山と川谷をはじめとする八人は瞬時に凜り々りしい顔つきに。少し遅れて、今年獅那先生のクラスになった二十数名がきりっとした顔になる。この三ヵ月で、だいぶ鬼教師に鍛えられたみたいだ。

　僕たちの顔をぐるりと見まわして、先生がよく通る声で言う。

「ホームルームを始める前に、私はお前たちを褒めねばならん！」

　メンタル面を鍛え抜かれた三〇名以上の精鋭が、まさかの一言にざわついた。

　すると獅那先生が目つきをつり上げ、

「静かにしないか！」

　しん、と水を打ったように静まりかえった。

「今回の試験、全教科の平均点は我がクラスがトップだと聞いた。しかも二位のクラスと大差でだ。これはたいへん素晴らしいことだ。誇っていい」

　まさかあの獅那先生に褒められるとは……。鬼教師とはいえ美人に褒められ、平静ではいられない。となりの席に座る磯山は、頰をでれっとさせていた。みんなも嬉うれしげだ。

　日々鞭むちを打たれ続けた僕らにとっては初となる飴あめ。飴と鞭のバランスがおかしいけど、非モテ男子をにやつかせるには効果大だった。

「ゆえに」

　と、獅那先生が鬼の形相に早変わり。磯山がぶるりと震えたのを僕は見逃さなかった。

「せっかく一位になったのだ。夏休みに遊びほうけ、成績を落とすようなことはあってはならん！　夏休みの課題をこなすのはもちろんのこと、各自自主勉強に励むようにッ！　特に真城！」

　鋭い眼光が僕を射貫く。

　え、ええ、名指し？　いったいなにを言われるんだ。怒られるようなことはしてないんだけど……。

　僕は不安で心臓が張り裂けそうになる。

「今回は我がクラスで第一位。学年二位の好成績だったとはいえ、浮かれてはならんぞ！　次のテストでは学年一位を取るくらいの気概を見せろ！」

　僕は今回、学年二位だった。元々勉強は得意なほうだし、いつも一〇位以内だったが、五位以内に入るのははじめてだ。なのに活を入れられるとは。褒めてくれてもいいのに、さすがは鬼教師だ。

「返事はどうした！」

　僕はすぐさま立ち上がり、びしっと背筋を正した。

「は、はい！　真城一かず樹き、勉学に励みます！」

　うむ、とうなずき、先生は怖い顔のままホームルームを始めるのだった。
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　その日の夕方。

「すごいじゃないかっ！」

　帰宅するなり、先生が僕に抱きつき、わしゃわしゃと髪を撫なでまわしてきた。

「クラスで一位になるなんて！　学年で二位になるなんて！　すごい！　すごすぎる！　一樹は天才だ！　ちゅ～！」

　むちゅ、とほっぺに熱い感触が訪れる。

　学校とは大違いだ。同一人物とは思えない。

　どこかで誰かと中身が入れ替わってるんじゃないか？

　そう思いたくなる言動だけど、入れ替わり現象なんて起きてない。先生は教師モードと姉モードを上う手まく使い分けてるだけだ。

　みんなの前で活を入れてきたときも、ほんとは僕にちゅーをしたくてたまらなかったんだろう。

「一樹がこんなにすごい結果を出したのだ。これは褒美をやらないわけにはいかないな！　ちょっと待っていろっ！」

　先生は自分の部屋に駆けこんだ。そろそろ夕飯の支度をしなきゃならないのに、褒美がなにか気になって献立が思いつかない。

　夕方の情報番組を眺め、そわそわしつつ待っていると、先生が部屋から出てきた。

　僕は目を疑った。

　獅那先生は、セーラー服に身を包んでいたのだ。

　アニメショップで売られてるようなコスプレ衣装じゃない。クラシックデザインのあれは、このあたりじゃ有名なお嬢様学校の制服！

「ど、どうして獅那先生がその制服を……。まさか拾ったんですか？」

「拾うわけがなかろう。これは私の私物だ」

「てことは、獅那先生は女子校出身……？」

　信じがたい情報だった。共学高校で男子を締め上げ、番長として君臨してたと思ってたのに……。

「むー。いま心外なことを考えているな？」

　どきっ。

「な、なんでわかるんですか？　じゃなくて、そんなこと考えてませんからっ！」

「姉に誤魔化しは通じないぞ。それに言い訳は無用だ。べつに怒っているわけではないのでな」

「ほ、ほんとですか？」

　先生はうなずき、

「一樹は『共学で番長として君臨していると思ってた』とか考えていたのだろう？」

　僕の思考、完璧に読まれてるな……。

「すみません、考えてました……。先生って、女子校出身だったんですね。しかも、中高一貫のお嬢様学校……」

「うむ。女子校の王子様として、毎日ラブレターをもらっていたぞ」

　あー、わかる。ぼろさえ出さなきゃかっこいいし、背が高いし、美形だし、運動が得意だし、女子にモテる要素しかないもんな。

「話が逸それたな。どうだ、女子高生に見えるか？」

「女子高生に見えます」

　先生は二四歳。さすがに高校一年生には見えないし、同い年にも見えない。だけど高校三年生に見えるくらいには若々しい。

「でも、どうして制服を？」

「一樹はにぶいな。褒美に決まっているだろう」

　ああ、なるほど。得心がいったぞ。

「普段女子高生との交流がない僕に女子高生の姿を見せるのが褒美ってわけですね」

　自分で言ってて悲しくなるけど、事実なのだからしょうがない。

　しかし、先生は「違う」と首を振り、

「デートをするのが褒美だ」

　驚きの提案を口にする。

「……──ッ!?　で、ででっ、デート!?」

　びっくりして一瞬思考が止まっちゃったよ。デートなんて僕には一生縁のない言葉だと思ってた。

「ど、どうしてデートなんですかっ？　先生、あんなに姉として見てほしいって言ってたじゃないですか！」
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　先生は普通の姉弟関係を望んでいたはずだ。デートをするのは普通から逸脱してるぞ。それとも普通の姉弟ってデートするの？

「一樹の漫画では、姉弟なのにイチャコラとデートしていただろう？」

「してましたけど……でも、あれは漫画であって、リアルとは違いますよ」

「あれがフィクションだということは知っている。私が一樹と制服デートするのは、漫画制作の参考にしてもらうためだ」

　ようやく腑ふに落ちた。

　次回作も姉弟の物語を描くつもりだった僕にとって、この褒美はありがたい。

　漫画で大事なのは妄想力だけど、実体験も大切だと思うし。女子高生になりきった獅那先生とデートすれば、漫画制作の参考になるだろう。

「わかりました。僕、先生とデートしますっ！」

「うむっ！　デートコースも私が考えておいたのでな。さっそく行くぞ！」

「えっ。これからですか？」

「早く一樹とデートして、喜ぶ顔が見たいのだ！」

　夕飯の準備がまだできてないんだけど……。でもまあ、出かけるわけだし、外食すればいっか。

　自分を納得させ、先生と家を出て、そのまま駐車場へ。今回はビッグスクーターじゃなくて車で移動するらしい。

　どっちにしろ女子高生の格好とはミスマッチだ。警察に見つかったら、どんな言い訳をするんだろ。

　ちょっぴり不安になりつつも助手席に座り、シートベルトを締めたところで車が発進。見慣れない道だったけど、目的地は近所のようだ。

　車の旅は一〇分もせずに終わった。

「到着だ」

「ここって……」

　バッティングセンターだった。

　うーん。あんまりデートっぽくない気がするぞ。

　デートなんかしたことないし、確かなことは言えないけど……考えてみたら先生だってデートしたことないらしいしなぁ。

「これってほんとにデートですか？」

「デートに決まっているだろう。ここはな、私がデートでつれてきてほしい場所のひとつなのだ」

　先生の趣味全開ってわけね。女子を楽しませるのがデートなら、先生が行きたい場所で遊ぶのが一番だ。

　僕たちは屋内へ入る。

　客層は子どもが多かった。野球部の自主練だろうか、小中学生くらいの少年が、母親に見守られるなか、バットを振っている。

　みんな上手い。さっきからひっきりなしにカキーン、カキーン、って音が鳴ってるよ。

「ほら、お金だ。一樹もやってみろ」

「先生はしないんですか？」

「今日の私は見る専だ。私にかっこいい姿を見せてくれ」

「努力してみます」

　ひとまずバッターボックスに立つ。一回二〇〇円で一五球らしく、ホームランマークに当たったらジュースを一本プレゼントしてもらえるようだ。

　さっそくお金を投入する。球速は自分で選べるらしく、先生の勧めで一一〇キロを選択する。

　ヘルメットをかぶり、バットを構える。打席に立つのははじめてだ。緊張してきた。

「──うわっ！」

　びゅっと音を立てて飛んできたボールが、次の瞬間うしろのネットに直撃する。

「どうした一樹！　振らねば当たらんぞ！」

「わ、わかってます！　──ふっ！」

　すかっと空振り。

「ボールをよく見るのだ！」

「ボールを……──ふんっ！」

　かつん、とバットに当たった。ころころと転がるボール。じんじんと痺しびれる手。一一〇キロの球でこの衝撃……プロ野球選手って、すごいんだな。

「やっと当たったな！　その調子でどんどん当てるのだ！」

「は、はいっ！」

　お嬢様学校の制服とは不似合いな熱い声援にうなずいてみせ、次々と飛んでくる白球を打つ。空振りは減ってきたが、ヒットが出ないまま一五球が終わる。

「全然だめでした……」

　先生のもとへ戻り、わかりきった報告をする。すると先生は僕の頭を撫で、優しい声で言う。

「落ちこむことはない。はじめてにしては上出来だ。少なくとも私よりは上手だったぞ」

「先生って、野球が苦手なんですか？」

　意外だ。先生のことだから、あらゆるスポーツに精通していると思ってた。

「いまは得意だ。打つのも投げるのもな。しかし、中学校に入学する前の私は、あらゆるスポーツが苦手だったのだ。はじめて野球をしたときなど、見るも無惨な有あり様さまだったぞ」

　そっちのほうが意外だった。物心ついた頃からスポーツ万能なんだと思ってた。

「てことは、中学校に入学して覚醒したんですね？」

「覚醒なんて都合のいいこと、この世にはない。私も努力したのだ。正直最初は運動なんて大嫌いだったし、努力などしたくもなかったが……当時の体育教師が、熱心に指導してくれたのでな。先生がこんなに一生懸命に指導してくれるなら、私も努力してみよう。そう思って、まずは体力作りから始めたのだ」

　当時の日々を懐かしむように、先生は目を細める。

「最初の頃はすぐにへばってしまったが、ちょっとずつ身体からだを動かすことの楽しさを理解してきてな。いろんなスポーツに取り組むようになり、いつしか運動全般が得意になったというわけだ」

「そうだったんですか。いい先生に恵まれましたね」

「うむ。私はな、あの先生のようになりたくて──あのときの私のように、教え子たちに身体を動かすことの楽しさを知ってほしくて教師の道を志したのだ。もっとも、まだまだ道は険しいがな」

「そんなことないですよ。僕、先生のおかげで水泳が好きになりましたから」

　自然と口をついて出た僕の言葉に、先生はきょとんとした顔になる。

「……それは本当か？」

「はい。二五メートルを泳ぎ切ったときとか、すっごく嬉しかったですし。それもこれも先生が特訓に付き合ってくれたおかげです」

「う、うむ……。うーむ……」

　先生は、唇をもにょもにょさせている。

「……あの、どうかしたんですか？」

「いや、なんというか……不思議な気持ちがしてな。教え子にこんなことを言われたのははじめてなのだ。だが、しかし、うん。嬉しいな」

　満足げにうなずき、気を取りなおすように僕を見る。

「では水泳に続き、次は野球を好きになってもらうとしよう。ホームランを打ったときの爽快感は癖になるのでな。一樹もホームランを目指してもう一ゲームやってみるのだ！」

　しまった。教師の血が騒いでるっぽいぞ。

　たった一五球で手が痺れたんだ。ホームランが打てるようになる頃には手の感覚がなくなってるかも。そもそも僕にホームランが打てるかどうかも怪しいし。

「も、もう充分好きになりましたからっ」

「ホームランが打てればもっと好きになる。そうだ、一樹のやる気が出るように、ひとつ褒美をやるとしよう。そうだな……ホームランが打てたら、キスをしてやる」

　キスなんていつもしてもらってるし、それくらいじゃやる気になんてならないけど……どのみち逃げられそうにないし、やるだけやってみようかな。

　二〇〇円を投入して、バットを構える。ばしゅっと球が飛んできた。

　思いきりバットを振ると──カキーン、と心地良い音が響き、ホームランマークに直撃した。

　初球ホームラン!?

　これじゃ僕が先生にキスしてほしくてたまらないみたいじゃないか！

　残りの球を空振りと凡打で終わらせ、打席から出る。

「そんなに私にキスしてほしいのか。可か愛わいい奴やつめ」

　ほら、勘違いしちゃってるよ……。

「ち、違いますよ。たまたまです」

「照れることはない。約束通り、キスをしてやるっ」

　ひと目につくところでキスされるのは恥ずかしいけど、幸いなことにみんなは打つのに夢中だ。さくっと終わらせよう。

「じゃあ、お願いします」

　キスしやすいように頰を向けると、顔を摑つかまれた。ぐりん、と顔の向きを変えられて、むちゅ、と唇に柔らかいものが触れる。

　目の前には、獅那先生の美貌が──

　って、唇同士!?

　キスって、こっちのキスだったの!?

「はじめてのキスの味はどうだった？」

　唇を遠ざけ、獅那先生がたずねてくる。

　恥ずかしかったのか、うっすらと頰が赤くなっていた。

「なにこんなところでファーストキスを消費しちゃってるんですか！」

「こんなところ、ではない。私にとっては理想のデートスポットだ」

「場所じゃなくて相手が問題なんですよっ！　僕でよかったんですか？」

「構わん。でなければキスなどしない」

「そ、そうですか……」

　堂々と言われ、どきっとしてしまう。

「それで、キスはどうだった？」

「言わなきゃだめですか……」

「む。その顔……もしかして、下手だったか？」

「べ、べつに下手じゃないですよ。ていうか、上手い下手がわかりませんし……。まあ、その……よかったです」

「そうか。それならいいのだっ」

　先生は安心したように吐息する。

「さて、それでは次の場所へ移動するぞ」

「まだ続けるんですね」

「うむ。デートは始まったばかりなのでなっ！」

　たしかに始まったばかりだけど、肉体的にも精神的にもへとへとだ。次はどこへつれていかれるんだろ……。

　なにが起こるかわからないデートにハラハラしつつ、僕たちはバッティングセンターをあとにしたのだった。





◆






　バッティングセンターをあとにして三〇分。続いてやってきたのはショッピングモール内にある映画館だった。

　バッティングセンターに比べるとデートっぽい場所だけど、順番おかしくないかな？　ちょっと汗かいちゃったし、となりのひとに汗臭いって思われないか心配だ。

　人気の映画だと満席近いかも。そもそも先生って、どんな映画に興味あるんだ？

「見る映画は決めてるんですか？」

「うむ。二ヵ月ほど前にコマーシャルが流れていて、気になっていたのだ。ついてこい」

　先生とともに壁際へ行く。壁には上映中映画のポスターがずらりと並んでいた。視線を巡らせ、目当ての映画のポスターを指さす先生。

「これだ」

　先生の目当ては実話を元にしたボクシング映画だった。上映が始まったのは二ヵ月前。おまけに平日の夜だし、これなら席は空いてるはずだ。

「あっ。でも先生、上映までまだ時間があるっぽいですよ」

　電光掲示板のスケジュールによると、一九時三〇分からスタートらしい。上映まであと一時間以上あるし、しばらくモール内をぶらつくことになりそうだ。

「なにして時間潰します？」

「行きたい場所が二ヵ所あるので、まずは近いほうから行ってみるのだ」

　そう言って歩き始めた先生のあとを追いかけ、僕は映画館をあとにする。

　そうしてやってきたのは、スポーツ用品店だった。すごく先生っぽい。

「なにか買うんですか？」

「買いたいものもあるが、やってみたいことがあってな。中二の頃からの夢がついに叶かなうのだと思うと、わくわくしてきたぞ」

　夢ってなんだろ？

　先生についていくと、ハンドグリップが並んでいた。先生は五〇キロのそれを摑むと、ガチャガチャする。二四歳の女性とは思えないパワーだ。

「どうだ？」

「すごい握力ですね」

「だろう？　一樹もやってみろ」

「はい。……むっ。これ、めちゃくちゃ硬くないですかっ？」

　想像以上の硬さだった。渾こん身しんの力をこめても、ハンドグリップは微動だにしない。

　こんなものをガチャつかせるなんて……。先生にアイアンクローをされた日には、頭が砕けちゃいそうだ。

「こっちのはどうだ？」

「一五キロですか。これなら楽勝ですよ。ほら」

　ハンドグリップをガチャガチャしてみせる僕。

「うむ。楽しいな」

「なにがですか!?」

　どこに楽しい要素があったのか謎すぎる。

　すると先生は昔を懐かしむように遠い目をして、しみじみと語りだした。

「学生時代、こういう店で男たちが楽しそうにハンドグリップで遊ぶ姿を見て、私は心底羨ましいと思っていたのだ」

「たしかに男友達とこういうところに来たら盛り上がりそうですけど……」

「だろう？　私も盛り上がりたかった。しかし、女友達はハンドグリップに興味を示してくれなかったのだ……おかげで私の夢は叶わぬまま、気づけばこの歳としになってしまった。それがついに叶ったのだ。今日は素晴らしい日だなっ！」

　ささやかすぎる夢だけど、先生にとってはかけがえのないものだったのだ。嬉しそうにしている先生を見ていると、こっちまで明るい気持ちになってくる。

「よかったですね。夢が叶って」

「うむっ。夢を叶えてくれたお礼に、なにか買ってやろう。無論、遠慮はいらんのでな。テニスラケットでもゴルフクラブでも好きなものを選ぶといい」

　テニスを始めるつもりもゴルフを始めるつもりもない僕にとって、そのふたつは無用の長物だ。

「どうせなら日用品がいいですね」

「日用品というと、プロテインか？」

「常用してませんからっ！」

「そうか。最近のプロテインは美お味いしいのだがな。ちなみに私のおすすめはバナナシェイク風味だ。今日もそれを買いに来た。一樹も一緒にどうだ？」

「僕は遠慮しておきます」

「ではなにを買うのだ？　欲しいものがあるなら遠慮なく言ってみろ」

「そうですね……。しいて言えば靴ですかね」

　いま履いてるのは通学用だ。あまり外出しないので、靴は一足しか持ってない。先生と同居を始めて出かける回数が増えてきたし、お出かけ用にもう一足くらい持っていても無駄にはならないだろう。

　先生とシューズコーナーに移動する。

「これなんてどうだ？」

　先生が真っ赤な靴を手に取って見せてきた。

　派手だけど通学に使うわけじゃないし、履き心地も良いい感じ。僕ひとりならぜったいに選ばないようなカラーだけど、せっかく勧めてくれたんだ。たまには冒険してみよう。

「これにします」

「気に入ってくれたかっ。これで毎朝一緒にランニングができるなっ」

「えっ？　ランニング……？」

　あっ、これランニングシューズじゃないかっ！

「朝のランニングはいいぞ。爽やかな空気をたっぷり味わうこともでき、そのうえ活力が漲みなぎるのでな。まさに一日の始まりにもってこいだ。無理して続けることはないが、試しに一度やってみたらどうだ？」

「……そうですね。じゃあ、夏休みになったら試しに一度やってみます」

　ハマるかどうかはわかんないけど、水泳みたいに楽しく感じるかもしれないもんね。

　それにせっかくランニングシューズを買うのだ。一度くらいランニングしないと、この靴も浮かばれないだろう。

「決まりだなっ。夏休みが待ち遠しいのだ！」

　うきうきしている先生にランニングシューズを買ってもらい、スポーツ用品店をあとにした。

　スマホを見ると、一八時三〇分を過ぎたところ。

「上映までまだ一時間ありますね。ご飯にしますか？」

　ちょっと早いけど映画の前に食べたほうがいい。じゃないと上映中にお腹なかが鳴っちゃいそうだ。

「いまはほかにやりたいことがあるのでな。食事は映画館のフードコーナーで買うのだ」

　言いながら歩いていく先生を追いかけ、ゲームセンターにやってきた。

　意外と言えば意外な目的地だけど、やりたいことが格ゲーなら驚きはない。

　ゲームに熱くなりすぎて上映時間に遅れなきゃいいけど……。

「って、あれ？　格ゲーコーナー過ぎちゃいましたよ」

「格闘ゲームもやりたいが、いまはべつのことがしたいのだ」

「べつのこと？」

「これだ」

　先生が立ち止まり、プリクラ機を指さした。

「急にデートっぽくなりましたね。学生時代からプリクラを撮ってみたいって思ってたんですか？」

「一瞬たりとも思ったことはない。ただ、こうして一樹とデートしているのだ。想おもい出でに残るものをと思ってな。……ところで、どうやって使うのだ？」

「ええと……」

　機体はモデルさんの顔がでかでかと載った暖簾のれんでふたつのブースに分かれている。どうやら撮影ブースと落書きブースがあるらしいが、それ以外はさっぱりだ。

「とりあえず、お金を入れてみましょうか」

「そうだな。ええと、四〇〇円か」

　お金を投入すると、タッチパネルから音声が流れた。撮影前にデザインが設定できるらしい。

　先生が物珍しそうに見守るなか、僕はパネルを操作する。まずはモードの選択画面だ。『うるつや』と『ふんわり』があるみたいだけど……

「どっちにします？」

「違いがわからん。私は右利きなので、右の『うるつや』でどうだ？」

　ものすごい決め方だが、僕も違いはわからない。右側に表示された『うるつや』を選択すると、背景の選択画面に切り替わる。

「どうします？」

「ごちゃごちゃしたのは嫌いだ。私には一樹さえいればいい」

「じゃあ無地の白にしますね。で、明るさはおすすめでいいとして……目の大きさはどうします？」

「目の大きさだと？」

　僕は情報として知ってたけど、先生は初耳らしい。目の大きさを変えられるとわかり、戸惑っている。

「設定しだいでは大きくできるみたいですよ」

「なぜそんな設定が……」

「大きい目が可愛いからじゃないですか？」

「む。そうか。一樹も大きい目が好きか？」

「ええ、まあ。ぱっちりした目は好きですけど」

「では一番大きい目にするのだ」

「わかりました。……っと、設定が終わったみたいです」

　僕たちは撮影ブースに移動する。

　アナウンスが流れるなか、直立不動で撮影を終え、落書きブースに移動する。

「おお！　目が大きいな！」

　パネルに表示された写真を見て、先生はご機嫌になる。

　そこには真顔の先生と頰を引きつらせて笑う僕の写真が表示されていた。

　最初に設定した通り、どことなくうるつや感があるし、背景は白い無地だし、ほどよい明るさだし──目がでかい。

　先生の目力がすごいことになっちゃってるよ。磯山あたりが見たら泣いちゃいそうだな……。

「落書きはどうします？」

「日付だけ入れればいいだろう」

　隅っこに日付を記入し、ブースを出る。

「冷蔵庫とかに貼るのだっ」

　プリントアウトされたプリクラを手に取り、先生は満足そうに言う。大切そうに財布に仕舞うと僕を見て、

「さて、上映時間まで格闘ゲームをするぞ！」

　と言った。

「けっきょくするんですね」

「当然だ。体感型ゲームでは辛くも勝利したが、ボタン操作式では一勝もできていないのでな。さっそくするぞ」

「その前にトイレに行ってきていいですか？」

「うむ。私はひとりで練習しておくのでな」

　そう言うと、先生は格ゲーコーナーへ向かう。それを見送り、僕はトイレに向かった。ささっとやるべきことを済ませて先生のもとへ引き返す。

　と。

　機体の前に座り、ガチャガチャとレバーを操作する先生のまわりになにやら人影が。

「なあ、ゲームばっかしてないで俺たちと遊ぼうぜ！」

「ゲームよりもっと楽しいこと教えてやるからよ！」

「それとも飯にするか？　もちろん俺たちの奢おごりで！」

　大学生くらいの三人組が、先生を口説いているようだ。

　な、なんて怖おそろしいことを……。あのひとたち、命が惜しくないのか？

「黙っていろ。私は忙しいのだ」

　モニターから目を離さず、プレイを続行する先生。まるで相手にしていない。

　どうりで先生を怖がってないわけだ。先生の怖さって、目をあわせることで真価を発揮するからね。ちょろっと横から見たくらいじゃ巨乳の美女にしか見えないのだ。

「ゲームじゃなくて俺たちと遊ぼうぜ！　なあ！」

　がしっ、と肩を摑まれる先生。レバーから手が離れ、キャラクターがボコボコにされ、負けてしまう。

　あ、まずい。

「やってくれたな……」

　ゆらり、と椅子から立ち上がる先生。

「うぉ……」

　その背の高さに、なにより目つきの鋭さに、男たちは怯ひるんでいる。

「お前たちが邪魔をしたせいで負けてしまったではないかッ！　どう責任を取ってくれるのだ！」

　いまにも殴りかからんばかりの勢いで説教を始める先生。僕はハッとして、慌てて駆け寄った。先生の腕を摑み、ぐいぐい引っ張ってゲームセンターをあとにする。

　婦人服売り場の近くで立ち止まり、うしろを振り返る。買い物客ばかりで、三人の姿は見えない。追いかけてこないところを見るに、三人とも怖くなってしまったらしい。

「なぜ邪魔をするのだ。これから教育的指導をしてやろうと思っていたところなのに」

「だめですよ。危ないじゃないですか」

「私があんな軟弱者どもに負けると思っているのか？」

「そうは言ってませんよ。ただほら、その姿で騒ぎを起こせば母校に迷惑がかかっちゃいますし。それに先生は教師なんですから、騒ぎを起こすのはまずいでしょう」

「むぅ……。たしかに私が騒ぎを起こせば生徒に示しがつかんが……しかし、あいつらは邪魔をしたのだぞ。文句のひとつでも言ってやらんと腹の虫が治まらんのだ」

「我慢してください。文句を言えば、キレて殴ってくるかもしれないんですから」

　あのひとたちにそんな度胸があったとは思えないけど、万が一ってこともあるし。

「たとえ殴りかかられても、私のほうが強いので問題ないのだ」

「たしかに先生は強いですけど……危ないことはしちゃだめですよ。怪け我がしたら大変じゃないですか。先生の身になにかあれば僕が頑張って守るようにしますから、先生はもっと自分を大事にしてください」

　できる限りの説得はした。これでもまだ気が治まらないならお手上げだ。三人組が身の危険を感じてゲームセンターから立ち去っていることを祈るしかない。

「一樹っ」

　と、いきなり先生が僕の腕に抱きついてきた。

　むにむにと柔らかいものが押しつけられ、心臓の鼓動が加速する。

「ど、どうしたんですか急にっ？」

「もうあんな奴らどうでもいいっ。それよりいまは一樹とデートするのだ！」

　これって僕の説得が利いたってことだよね？　いったいどの発言が心に響いたんだろ？　なんにしても効果抜群すぎる気がするけど……でもまあ、機嫌を良くしてくれたし、気にしなくていっか。

「そろそろチケット買いますか？」

「うむっ。一樹とチケット売り場に行くのだっ」

　僕の腕に自分の腕を絡め、べたべたと甘えてくる。

　まるで本当にデートしてるみたいだ。彼女の演技が板についてきたなぁ。

　そうしておっぱいの柔らかさを腕に感じつつ、僕は先生とともに映画館へと足を運ぶのだった。





《　終幕　鬼教師が笑った　》







　一学期最後の朝。

「なあ一かず樹き。この格好、変ではないか？」

　朝ご飯を食べたあと。日課のランニングを終えてシャワーを浴びた先生は、僕のもとへやってくるなりたずねてきた。

　いつもジャージ姿の先生は、グレーのパンツスーツに身を包んでいる。

　見慣れない格好だけど、驚きはない。なぜなら今日は終業式だから。式典の日はいつもパンツスーツ姿なのだ。

「似合ってますよ」

「そうかっ。ちなみにスカートもあるのだが、一樹はどっちがいいと思う？」

　先生は背が高いからパンツスーツも似合うけど、脚が綺き麗れいだからスカートも似合う。

　結論としてはどっちも似合うが、どっちがいいかと聞かれると……

「個人的な好みで言えば、スカートですね」

「ならば今日はスカートで出勤するとしよう」

「僕の意見で決めちゃっていいんですか？」

　スカートで出勤なんて珍しくもなんともないけど、先生に限って言えばべつだ。クラスどころか全校生徒が騒然とするレベルの大事件になってしまう。

「一樹はスカート姿の私が見たいのだろう？　ならば姉として弟の望みを叶かなえてやらねばなるまい。式典に飽きたら、スカート姿の私を見て癒いやされるといい」

　僕のためにスカート姿を披露する──。その気持ちは嬉うれしいけど、学校でスカート姿の先生をじっくり見ることはできない。

「終業式の最中に先生をじろじろ見たら説教されてしまいますよ」

「誰がそんなひどいことをするのだ！」

「先生ですよ！」

「む。私か。たしかに式典の最中に集中力を欠いている生徒を見つけたら、説教せざるを得ないな。でないとほかの生徒に示しがつかん。だが、一樹はスカートのほうが好きなのだろう？」

　まずい。このままだと『説教されるのを覚悟の上でスカート姿の私を見ろ』とか言われかねない。

「そ、そういえば僕、パンツスーツのほうが好きでした」

　白々しいかもしれないが、先生はすんなり信じてくれた。

「そうかっ。では今回もこの格好で行くとしよう！」

　ここで意見を変えなかったら、これからは日常生活でもジャージじゃなくてスカートで過ごしてくれたのかな？

　だとしたらもったいないことしちゃったかもしれない。先生のセーラー服姿、ほんとに綺麗だったし。

「さて。ではそろそろ出発するか」

「えっ。もう行くんですか？」

　今日は終業式。ぜったい遅刻しちゃまずいので、先生はいつもより早く起きてくれた。おかげで時間に余裕があるし、もうしばらくゆっくりしようと思ってたんだけど。

「今日は歩いて登校するのだ」

　そういうことか。だったら、いまから出てもいつもと変わらない時間に到着しそうだ。のんびりはできない。

「でも、どうして歩きなんですか？」

　車はガス欠とか？

「今日は教師の交流会があるのでな。酒を飲むことになると思うので、車は控えることにしたのだ」

　僕たち生徒は午前中に解散できるが、教師は仕事が山積みらしく、終業式が終わっても夕方までは帰れないらしい。

　そのあと居酒屋で教師同士の交流会が催されるため、帰りは遅くなるようだ。

「本当は交流会など行きたくないのだがな」

「だったら断ればいいじゃないですか」

　先生に嫌だと言われて、しつこく誘えるひととかいないだろうし。

「大人には断れない誘いもあるのだ。それに今回は他校の教師陣も参加するのでな。意見交換をすれば、ためになる教育方法も学べるかもしれないので参加するのだ」

「なのに行きたくないんですか？」

　先生は教育熱心だ。そういう会合なら喜んで参加しそうなものなのに。

「母さんと暮らしていた頃は毎回参加していたが、いまは一樹がいるのでな。姉として、弟をひとりぼっちにはさせたくないのだ」

「気持ちは嬉しいですけど、僕ならだいじょうぶですよ。子どもの頃からいつもひとりで過ごしてましたし、慣れてますから」

「一樹はしっかりしているな。だが、寂しければ寂しいと素直に言っていいのだぞ。私も寂しいのだから。教師ではなく一樹とご飯が食べたいし、一樹とゲームがしたいのだ」

　先生は甘えるように言った。ほんと、学校にいるときとは大違いだな。

「帰ってきたらゲームに付き合いますよ」

「うむっ！　私が勝つまで続けるのでな！　今日こそ一勝をもぎ取ってみせるのだ！」

「ゲームは一日一時間までです」

「ケチケチしなくていいだろうに……」

　もっと遊びたいのか、先生は残念そうに眉尻を下げる。

　っと、長々話してる場合じゃなかった。

「歩いて行くって、電車は使わないってことですよね？」

　先生はうなずいた。

「なにせこの時間帯の電車は混んでいるのでな。以前利用したとき、もう二度と朝の電車には乗らないと心に決めたのだ」

　だったらもう出発しないと。

　通学カバンを手に取ると、僕は先生とともに家をあとにしたのだった。





◆






　終業式は滞りなく終わり、僕はひとりで帰宅した。ひとまずうがいと手洗いを済ませ、洗濯物の乾き具合をチェックする。

「うん。乾いてる」

　梅雨が明けてカラッとした夏空が広がってるし、あっという間に乾いちゃうな。

　ささっと洗濯物を取りこみ、昼食を済ませ、自室へ移動。椅子に腰かけて、パソコンを起動し、メモ帳を立ち上げる。

　漫画のネタを考えることにしたのだ。

　今回描くのも姉きょう弟だいの物語。優しい姉と同居する弟を主人公に据えた漫画だ。でも優しい姉を登場させるとどうしても似たり寄ったりなストーリーになってしまい、箸にも棒にもかからなかった前作と同じ内容になってしまう。あれから劇的に絵が向上したわけでもないし、投稿先は違う出版社だが、同じようなものを描いても待っているのは落選だ。

　これじゃだめだ。メモ帳に書いたストーリーを書いては消し、書いては消し、気づけば二時間が過ぎていた。

「気晴らしに絵でも描こうかな」

　お絵かきソフトを起動して、ペンタブを握る。そして気の赴くままに、僕の理想とする姉を描いていく。

　やっぱり僕は絵を描くのが好きみたいだ。夢中になって描き進め、気づけば外は真っ暗だった。

「ふぅ、できた。……けど、あれ？」

　完成してから気づくなんて間抜けな話だけど、モニター越しに僕を見てるのはいつもの姉じゃなかった──ひたすら男を甘やかしそうな優しい姉じゃなかった。

「これって、先生？」

　そこにいたのは言い逃れができないくらい獅しい那な先生にそっくりな女性だった。

　鋭い目つきで僕を睨にらみつけている。いまにも殴りかかってきそうな眼光だ。とてもじゃないが、男を甘やかしそうには見えない。

　おかしい。僕は理想の姉を描いたはずなのに、無意識に獅那先生を描いちゃうなんて。僕、知らないうちにマゾになってたのかな？

「……でも、こういう姉もありだよね」

　この怖い姉が実は弟のことが大好きだったらと思うとさらに可か愛わいく見えてくる。って、それじゃますます獅那先生じゃないか！　どうして理想の姉を描こうとして、獅那先生ができちゃったんだろ？

　自問自答してみたけど、答えはひとつに決まってる。

　獅那先生は僕にとって理想の姉になったのだ。

　最初は怖くてたまらなかったし、スポーツ大好きな先生のペースに巻きこまれると疲れちゃうけど、それでも一緒にいると楽しいしさ。

　獅那先生にそっくりなイラストを見ていると、ストーリーが湧いてきた。すぐさまメモ帳に書いていく。……書いてて気づいたけど、これって僕の日常だよね。そして言い方は悪いけど、先生の痴態でもあるよね。こんなの漫画にしちゃっていいのかな？

　まあ、いっか。ほかにネタが思いつかないし、なにより描いてみたいしさ。

「……ん？」

　と、ざっと思いつくストーリーを箇条書きしたところ、スマホから着信音が響いた。

　獅那先生からの着信だ。どうしたんだろ？

「はい、一樹です」

『びええええええええんっ！　かずきぃぃぃ！』

　な、何事だ!?　なんで泣いてるの!?

「ど、どうしたんですかっ？」

『迷子になっちゃったよぉぉぉおお！』

「えっ、迷子!?　ほかの先生はどうしたんですか？」

『二次会に行っちゃったよぉぉおお！』

「先生もついていけばよかったじゃないですか」

『だっでえ！　かずきとぉ！　ゲームじたくでぇ！　暗くて怖いのぉ！　迎えに来てぇ！　びええええええんっ！』

　号泣だ。かなり酔ってるな、こりゃ。獅那先生って、泣き上戸だったのか──なんて、のんきに考えてる場合じゃないよね。

「わかりました。迎えに行きます」

『ありがどぅ！』

「どういたしまして。それで、いまどこにいるんですか？」

『えっとねぇ～、わかんなーい』

　急にハイテンションだ。僕が迎えに行くとわかり、急激に安心したっぽい。

「場所がわからないんじゃ迎えに行けませんよ」

『びえええええええん！　かずきぃぃぃいぃ！　せんせーをみしゅてないでぇぇえぇ！』

「見捨てませんから！　行きますから！　だから泣かないでください！」

『やったー！　かずきだいしゅきー！』

　情緒が不安定すぎる！

「で、近くになにが見えますか？」

『ブランコ！』

「公園ですね。入り口のところに公園の名前とか書いてませんか？」

　移動しているのか、足音が聞こえる。

『ふれあい公園って書いてある！』

「めっちゃ近所じゃないですか！」

　徒歩一分だ。そこまでたどりついたのに、なんで公園に迷いこんじゃうんだ？　きっと楽しそうな遊具につられて入っちゃったんだろう。身体からだを動かすのが大好きなひとだし、本能に従っちゃったんだろうな。

　そこからマンションも見えるはずだし、酔ってるとはいえ歩いて帰れそうなものだけど……それを言うと号泣するのは目に見えている。

　しょうがない、迎えに行くか。

「いまから行きますから、動かないでくださいね」

『息を止めて待ってる！』

「息はしててください！」

　ポンコツぶりに拍車がかかってるな。元々飲んでる姿は見たことないけど、今後家での飲酒は控えてもらおう。じゃないと手がつけられないよ。

　家を出て、あっという間に公園に到着。見ると、先生はブランコを漕こいでいた。

「一樹、来た！」

　先生が駆け寄ってくる。

「はい、来ましたよ……って、片方の靴はどうしたんですか？」

「退屈だったから、靴飛ばしをしたのだ！」

「子どもみたいなことしないでくださいよ……」

「すっごい飛んだのだ！　あっちに飛んだのだ！」

　指さす方向へ向かうと、フェンス際に靴が転がっていた。

「履かせて！」

　僕の返事を待たずに座りこむ先生。あーあ、おしりが砂だらけになっちゃうよ。

「履かせますから、じっとしててくださいね」

「息を止めるのだ！」

「事あるごとに息を止めようとしないでください！」

「あははっ！　くすぐったい！　──息をしてしまったのだ！」

「だから息はしてていいんですって！」

　ていうかいまのをくすぐったく感じるって、先生ってかなり敏感なんだな。

「履かせました。帰りますよ」

「おんぶがいいのだ！　だって、ふらふらするのだ！」

「飲みすぎですよ。まったく……おんぶしますから、暴れないでくださいね」

「いい子にするのだ！」

　先生をおんぶする。背が高いし胸が大きいからしょうがないとはいえ、けっこう重いな……。

「一樹、聞いてくれ！　みんなひどいのだぞ！」

　先生が唐突に愚痴りだした。

「ひどいって、なにがですか？」

「先輩教師に注意されたのだ。厳しい指導もいいけどたまには笑うべきだと！　でないとますます生徒に怖がられてしまうと！」

　ひどいどころか、まともなアドバイスにしか聞こえない。

「一樹はどう思う？　私が怖いか？」

「怖くはないですよ──わっ！　な、なにしてるんですかっ？」

　ものすごいパワーでぐりぐりと頭を撫なでられ、バランスが崩れそうになる。

「優しい一樹に感謝のなでなでをしてるのだ！」

「なでなではいいですけど、あんまり激しく動かないでください。じゃないと落ちちゃいますからね」

「受け身の心得があるので平気なのだ！」

「そういう意味じゃなくてですね……」
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　ため息をついている間にマンションに帰りついた。エレベーターで五階に上がり、家に入る。

　そして玄関に下ろした途端、先生は廊下に倒れこんでしまった。

「もうちょっとでベッドなんですから寝ないでください」

「力が出ないのだ。一樹が元気づけてくれたら歩けそうな気がするのだ。だって、みんなひどいのだぞ。私に笑うべきだとうるさいのだ」

「それはもう聞きましたって……。笑えばいいじゃないですか。そうすれば怖がられないどころか、人気教師になれますよ」

「べつに人気教師になどならなくていいのだ。むしろ、人気教師にはなりたくないのだ」

「えっ。どうしてですか？」

「人気教師になったら生徒が浮ついた気持ちで授業を受けてしまうではないか。座学ならまだしも体育の授業で集中力を欠けば重大な事故を招いてしまう。だから私は怖がられたままでいいのだ」

　教え子を事故から守るために、あえて鬼教師を演じていたのか……。

「先生がそんなことを考えていたなんて知りませんでした。正直、生徒のことが嫌いなんだとばかり……」

「嫌いなわけなかろう。教え子に囲まれて、私は毎日ルンルン気分なのだ。だからたまに笑みがこぼれてしまうけど、問題はないのだ。私の笑顔は怖いのでな」

「笑顔が怖いひとなんているんですか？」

「ここにいる。あまりに笑わなすぎて、頰が引きつってしまうのだ。見てみろ」

　先生が怖い顔をした。こ、これが笑顔？　どうりで姉モードのときも笑わないわけだ。満足そうにしたり、明るく声を弾ませたりはしてたけど、凜りんとした表情は変わらなかったもんな……。なんでここで怖い顔をするんだろって思うこともあったけど、あれって実は笑ってたのか。

「私の笑顔、怖いだろう？」

「はい。ほんとに怖いですね……」

「ひどい！」

　先生が泣きじゃくる。自分で『笑顔が怖い』って言ったくせに……。でもまあ、いまの先生は情緒不安定だし、しかたないか。

「すみません！　ほんとは怖くありません！　いい笑顔でした！」

「一樹が噓うそついた！」

「うっ。だ、だってしょうがないじゃないですか。先生の笑顔、笑顔になってないんですから」

「では笑顔を見せてやる！　私がやればできる女だと証明してやるのだ！　そんなわけで私をくすぐれ！　そしたら笑うから！」

　まるで駄々っ子だ。自分の要求が通らない限り、テコでもこの場を動きそうにない。

　しょうがない。くすぐろう。

「じゃあ、いきますね？」

　一声かけ、服の上からワキをくすぐる。その途端、先生がバカみたいに笑いだした。

　そして次の瞬間、失禁した。

「な、ななっ、なにしてるんですか!?」

「一樹がくすぐるのがいけないのだ……」

　しゅんとしつつも、反論する先生。

「練習に付き合ってって言ったの先生じゃないですか！」

「ごめんなさい……」

「謝らなくていいから風呂に入ってください！　こっちは僕が拭いておきますから！」

「一樹と一緒に入りたいのだ」

「ひとりで入ってくださいよ……」

「やだ！」

　ごねられた。僕はため息をつき、

「わかりました。入りますから、先に行っててください」

　素直にうなずき、風呂場に駆けていく。僕は雑巾で床を拭き、脱衣所へと身を移した。脱ぎ散らかされた服を洗濯機に放りこみ、服を脱いで浴室に入る。

　湯船に浸つかり、先生はさめざめと泣いていた。

「ど、どうしたんですか？　お腹なかが痛いんですか？」

「二四歳の先生なのにおしっこ漏らしちゃったのだ……ごめんなさい……」

「べつに怒ってませんから……」

　慰めつつ、湯船に浸かる。すると先生が涙目で僕を見つめてきた。

「私はだめな女なのだ……こんな女、一樹は嫁にしたくないだろう？」

　むせてしまった。

「な、なんで僕の嫁になろうと考えてるんですか!?」

「だって一樹はデートのとき、私のこと守ってくれるって言ったのだ。私の理想のタイプなのだ」

　ああ、たしかに同居初日の質問タイムのときにそういう男がタイプだって言ってたな。

「僕、弟なんですけど……」

「弟だけど法的には結婚できるのだ！　やっと赤ちゃんを授かれるのだと思うとわくわくしてきたぞ！」

　僕はハラハラしてきたよ！　先生、僕のことそういう目で見てたの!?　僕のこと、異性として好きなの!?

「先生を守ってくれる男なんて、探せばいくらでもいますよ」

　そんなに多くないだろうけど、この場はそう言っておく。じゃないと収拾がつかない。

「やだ！　だってほかの男と結婚したら、一樹と離れ離れになってしまうのだ！　私は赤ちゃんも欲しいけど、可愛い弟とも別れたくないのだ！　つまり一樹の赤ちゃんを産めばふたつとも手に入るのだ！　ちゅ～！」

　突然密着され、唇にキスされた。

　唇に熱い感触が迸ほとばしり、お酒の匂いが鼻をつく。

　酔ってしまいそうだ……。しかも全裸でハグされ、キスまでされるなんて……こんなのいつ理性が吹っ飛んでもおかしくないぞ。

　どうにか本能を抑えこんでいると、先生が急におとなしくなった。そして、ぶくぶくと湯船に沈んでく。

「先生!?」

　慌てて引っ張り上げると、先生は寝息を立てていた。なんて自由奔放なんだ……。

「こんなところで寝ないでくださいよ。運ぶの大変なんですから……」

　でもまあ、おかげで一線を越えずに済んだし良しとするか。

　風呂から出して身体を拭き、服を着せてベッドに寝かせる。

「ふぅ、やっと落ち着けるよ……」

　どっと疲れが押し寄せてきた。寝てるときに襲われたら既成事実を作られかねないし、今日は自分の部屋で寝るとしよう。

　へとへとの身体を引きずって自室にたどりついた僕は、ベッドに倒れこむのだった。





◆






　夏休み初日の朝、僕は獣のような唸うなり声に目を覚ました。

　のっそりと身を起こして、日の光が射さしこむ部屋を見まわす。

　先生が床に座りこみ、うめいていた。

　昨日別々の部屋で寝たのに、どうして僕の寝室にいるんだ？　見るからに気分が悪そうだし、二日酔いに効く薬がないか聞きに来たとか？

「……あの、だいじょうぶですか？」

　頭に響かないように控え目な声でたずねると、先生ががばっと顔を上げた。飛びかかるようにベッドに移り、血走った目で見つめてくる。

「か、一樹！　記憶は！　記憶はあるか!?」

「き、記憶って、なんのことですか？」

　先生の言わんとしていることを察してとぼけてみせる。

　すると先生は泣きそうな顔をして、

「その顔……やはり覚えているのだな!?」

　どうも僕はポーカーフェイスが苦手らしい。見抜かれてしまってはしょうがない。

「ええ、まあ……」

「や、やはり覚えていたか……」

　先生は顔を赤らめ、頭を抱えた。昨日の言動を悔いている様子。

　そりゃそうだ。おしっこを漏らすばかりか、僕と──弟と結婚すると宣言してしまったのだから。

　うぅ、どうしよ……。すっごい気まずい。失禁する姿を見てしまったのもそうだけど、なにより結婚宣言が尾を引いてる。

　きっと先生も僕と同じ気持ちのはず。気まずさの大部分は結婚宣言が占めてるはずだ。

　先生の顔を直視するのも気まずいし、声をかけるのもためらわれる。

　だけど、頭を抱えてうめいている先生を放っておくわけにはいかない。

「あ、あの、先生。僕、なにも聞かなかったことにしますから」

　だから昨日のことはお互いに忘れましょう──そう続けようと思ったものの、それより先に先生ががばっと顔を上げ、

「聞かなかっただと!?　見なかったではなく、聞かなかったと言ったのか!?」

　言いながら詰め寄ってきた。

「え、ええ、まあ……」

「で、では私は、変なことを口走りながら漏らしたというのか!?」

　あれ？　どうも様子が変だ。もしかして先生が気にしてるのって、失禁のことだけ？

　じゃあ結婚宣言はべつに後悔してないってこと？　酔った勢いにしたわけじゃなくて、近いうちにするつもりだったってこと？

「いまのは『見なかった』の言い間違いです」

「……ほんとか？　私は黙って漏らしたのだな？」

「ええ、まあ。気づいたら漏らしてました」

「そうか……。ならばいいのだ。いや、よくはないが……しかし、弟の前で痴態を晒さらしてしまうとは……これでは姉失格だ」

　先生は『嫁失格』ではなく『姉失格』だと言った。

　つまり失禁したあと──風呂場に行ったあたりで、先生の記憶は飛んだってわけだ。

　なにそれ。すっごい悶もん々もんとしちゃうんですけど……。

　先生は僕と結婚したいと思ってる。

　僕のことを弟としてだけではなく、ひとりの男としても愛しているのだ。

　そんな気持ちに気づいていないふりをして、先生のキスとかハグに耐えなきゃならないわけで……。

　果たしてこの先に待ち受ける過剰なスキンシップに耐えられるだろうか。

　先生の気持ちを知る前なら『甘えん坊な姉さんだな』で流せたけど……先生の気持ちを知ったいま、『このひとって僕の赤ちゃんを欲しがってるんだよな』とか考えてしまい、本能に身を任せてしまうかもしれない。

　この思いを振り切るためにも、頑張って恋人を作らないと。

　磯いそ山やまと川かわ谷たにと一緒にナンパをして、夏休みが終わるまでに女子と付き合ってやる！

　そうすれば先生も僕に対して諦めがつくだろう。僕と先生は、普通の姉弟として過ごすことができるのだ。

　よし！　そうと決まれば磯山に予定を聞かないとな！　……でもその前に、獅那先生をなんとかしないと。

「先生は姉失格なんかじゃありません。むしろ理想の姉ですよ」

　僕が本心から語りかけると、先生はゆっくりと顔を上げ、潤んだ瞳で見つめてくる。

「だ、だが、私は一樹の前でとんでもないことをしてしまったのだぞ……？」

「いいんです。僕はちっとも気にしてませんから」

「ほ、ほんとか？　幻滅してないか？」

「幻滅なんてしてません」

　僕がにこやかに告げると、先生の瞳から大粒の涙がこぼれ落ちた。

「ど、どうして泣くんですか？　ほんとに幻滅してませんよ!?　噓じゃありませんよ!?」

「一樹が噓をついていないことくらい、わかっているのだ」

「じゃ、じゃあなんで泣くんですか？」

「嬉しいから泣いているのだ……。朝早くに起きて、昨日やらかしたことを思い出して、すっごく怖かった……。一樹に嫌われたかもと思うと、本当に本当に怖かったのだ……。でも、一樹は私のことを嫌いにならないでくれた。だから泣いてしまったのだ」

　泣くほど安心するくらい、僕に嫌われるのが怖かったのか……。

「これからも、私は一樹とこれまで通りの暮らしができるのだな？」

「はい。これからも賑にぎやかに暮らせますよ」

「よかったのだ……」

　ほっと安あん堵どの息を吐つき、涙を拭い、先生が手を差し出してきた。

「料理と片づけが苦手で、ピーマンも一口しか食べられない姉だが、これからもよろしく頼むのだ」

「こちらこそ、運動が苦手な弟ですけど、これからもよろしくお願いします」

　僕たちはがっしり握手を交わす。

　すると先生が──

「えへへ……あらためて挨拶すると、なんだか照れくさいな」

　幼い子どもみたいに頰を弛し緩かんさせ、だらしなく笑った。

　その笑みに──。全校生徒に鬼教師として怖おそれられ、目力だけで騒ぎを鎮めることすらできる獅那先生が見せたはじめての笑みに、僕の心が奪われてしまう。

「む？　どうしたのだ一樹？　ぼけーっとして」

「べ、べつにどうもしていませんよ！」

　僕は咄とっ嗟さに誤魔化した。

　や、やっぱり急いで恋人を作らないと！

　じゃないと僕も先生のことを好きになっちゃいそうだ！

「一樹ぃ～。私、もうお腹ぺこぺこだぞ。一樹の美お味いしいご飯が食べたいのだ」

　そんな僕の気も知らず、先生は僕にしなだれかかり、甘えるようにおねだりをしてきたのであった。
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《　あとがき　》







　はじめまして、猫ねこ又またぬこです。

　このたびは『あの鬼教師が僕の姉になるんですか？』を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　家と学校とでギャップがありすぎる鬼教師との同居コメディ、お楽しみいただけたなら幸いです。




　さて。

　ひとつ告知をさせていただきます。

　現在、ニコニコ静画様の『水曜日のシリウス』にて連載中の『こいつらの正体が女だと俺だけが知っている』ですが、コミックスが一月九日に発売予定となっております。

　第一話は『水曜日のシリウス』にて無料で読むことができますので、ぜひチェックしていただけますと幸いです。




　それでは謝辞を。

　本作の出版にあたっては、大勢の方に力を貸していただきました。

　担当様をはじめとする講談社ラノベ文庫編集部の皆様。

　お忙しいなか美麗なイラストを描いてくださったへいろー先生。

　校正様、デザイナー様、本作に関わってくださった多くの関係者の皆様。

　そしてなにより本作をご購入くださった読者の皆様に最上級の感謝を。皆様に少しでもお楽しみいただけたなら、これ以上の幸せはありません。




　それでは、次巻でお会いできることを祈りつつ。





二〇一九年そこそこ寒い日　猫又ぬこ　
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本作品は、二〇一九年一二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







あの鬼おに教きょう師しが僕ぼくの姉あねになるんですか？




二〇二〇年二月一日発行

猫ねこ又またぬこ

©Nuko Nekomata 2020


発行者　森田浩章

発行所　株式会社講談社

　　　　東京都文京区音羽二‐一二‐二一

　　　　〒112-8001






◎本電子書籍は、購入者個人の閲覧の目的のためにのみ、ファイルの閲覧が許諾されています。私的利用の範囲をこえる行為は著作権法上、禁じられています。
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